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『メールが一通、届いています。』

　サーバーに接続すると、モニター画面が、そう知らせてきた。

　マウスを掴つかんだ手が止まる。

　……また、か……。

　男は、しばし凝ぎよう然ぜんと、その表示を見詰めた。

　メールの内容は想像が付く。そして、その送り主が誰だれなのか、も。

　自分はいいように使われている。

　そう思う。

　だが、見ないわけにはいかなかった。見る事のマイナスより見ない事のマイナスの方が大きいからだ。

　男の手がマウスを操作する。画面上をポインターが動く。

　そして男は、メールを開いた。

　いつもの通り、簡かん潔けつな内容だった。

　書かれているのは、日時と場所だけ。一行にも満たないほどだ。

　だが、その意味するところは明白だった。

　この日時にこの場所へ来いと、そう男に告げている。

　従う必要はない。従う義理もない。

　だが、このメールの送り主は、男のそういう考え方をも、見越している。

　来なければ来なくても構わない。来たら来たで、これも構わない。

　どう転んでも自分の利益──そう踏んでのメールなのだ。

　奴やつの手の内で踊らされている。

　男には、それが不愉快だった。

　自分に有益な情報である事が確かなだけに、なおさら強く、そう思う。

　裏をかく事は不可能ではない。現に何度か、それに成功した事もある。だが、今回は情報が足りなかった。つまり、奴の手に乗るか、それとも無視するか、二つに一つだ。

　……で、あるとすれば。

　男はコンピューターの接続を切り、モニターの前から立ち上がった。

　行くしかない。

　奴の思い通りだろうとなんだろうと、行くしかないのだ。奴らの戦力を殺そぐ、これが好機である事に変わりはないのだから。

　一つ一つ、だが着実に、敵の戦力を殺いでいく。

　孤立無援のこの身では、それしかほかに方法はなかった。

　いつ果てるとも知れない孤独な闘たたかいではある。

　だが、その道を選んだのは自分だ。

　そして、このような事態をもたらしてしまった責任も、その一端は自分にある。

　この責任から逃れる事はできない。

　闘い続ける事。

　それだけが、今の男にできるすべてだった。




　男の名は藤ふじ岡おか武たけ士し。

　ハイブリッド技術を確立させた三人の科学者の、その一人である。
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　記号と数字の列が、下から上へと流れていく。

　長い間、それを見詰めていると、目が、ちかちかしてきた。

「ふう……」

　貴たか久ひさは、椅い子すの背もたれに寄り掛かるようにして、モニター画面から目を離した。右手の人差し指と親指で目め頭がしらを摘まむようにしながら、軽く揉もみほぐす。

「おい、山やま口ぐち。ちゃんと見てろよな」

　検査機器の前に立っていた登と坂さかが、目め敏ざとく気付いて、貴久を振り返った。

　登坂秋あき芳よしは、貴久より二つ年上の二四歳。今年から博士はかせ課程の後期に入っており、この田た崎さき研究室の研究員としても、貴久の先せん輩ぱいにあたる。

　長めの髪を真ん中分けにし、顔には、大きめの黒くろ縁ぶち眼め鏡がねを掛けている。科学者の端くれらしく、一応、白衣は羽は織おっているものの、その下に着ているのは、穿はき古したジーンズと、柄物のＴシャツという、極めてラフなものだった。

　登坂は基本的には面倒見の良い先輩であり、貴久も学部時代からなにかと世話になっていた。

工学を学ぶ者としてもかなり優秀で、田崎教授の信頼も厚い。ただ、時々、子供のようなだだをこねるのが、困りものではあった。

「変化があれば自動的にリストアップするよう、ちゃんとプログラムしてありますよ」

「そういう問題じゃねえだろ。折せつ角かくの歴史的瞬しゆん間かんを見逃すなって言ってんだよ」

「……それは失礼しました」

　登坂に睨にらまれ、貴久は肩を竦すくめた。苦笑いを浮かべながら、モニター画面へと目を戻す。

　今、検査機器に掛けられているのは、昨日、出来上がったばかりの、ハイブリッド素材の試作品だった。登坂がデザインしたもので、TS0428というコード番号が振られている。『登坂』の四二八番目のデザイン案という意味の、研究室内での識別コードだ。同様に、貴久のデザインしたものには、Y Mで始まる識別コードが付けられる事になっていた。

　登坂は、このTS0428に関しては、相当の自信を持っているらしく、

『臨りん界かい温度の新記き録ろくを達成してやる。お前もその歴史的現場に立ち会わせてやるから、ありがたく思えよ』

　そう豪語し、今日は早めに引き上げようとしていた貴たか久ひさを、無理やり試料検査に付き合わせていたのである。

　どんな物質でも、その温度を極限まで下げていけば、やがて電気抵抗はゼロになる。つまり超伝でん導どう現象を起こすわけだ。この現象を起こす温度を『超伝導の臨りん界かい温度』というのだが、これは物質によって異なる。そして、臨界温度が高ければ高いほど、超伝導物質としての価値も高い。臨界温度が常温に近ければ近いほど、実用化した際のランニングコストが下がるからだ。

　だが……。

　モニター画面に現れる数値を見ていた貴久は、改めて登と坂さかを振り返った。

「ところで……まだ続けるんですか？」

「……そりゃ、どういう意味だ」

　怪け訝げんな表情を浮かべる登坂に、貴久は、片手でモニター画面を示しながら答えた。

「だって、もう一八Ｋを越えてますよ」

「げげっ。いつの間に、そんなとこまで……」

　登坂が慌てて検査機器に向き直った。

『Ｋ』というのは『ケルビン』という温度単位の略号で、一八Ｋは摂せつ氏しにすればマイナス二五五度にあたる。これより高い温度で超伝導現象を起こす物質は、既に山ほど存在していた。

「いつの間にもなにも、そっちの操作盤ばんにだって温度計は付いてるでしょう？」

「そりゃそうだが、いちいち見てなかった」

「教授に叱しかられますよ。この機械動かすのだって、只ただじゃないんだから」

　この研究室の予算は、さほど潤じゆん沢たくではない。そのせいもあって、田た崎さき教授は、常つね日ひ頃ごろから学生たちに倹約を呼び掛けていたのである。

「けちな事言うんじゃねぇよ。学問なんてな、無駄金使ってなんぼの世界だろ」

　操作盤に張り付いたまま、登坂がそう言い返してきた。その手は、スイッチやレバーをしきりに動かしている。操作法にミスでもあったのではないかと、その可能性に一いち縷るの望みを託しているかのようだった。

「じゃあ、その台詞せりふ、今度ぜひ、教授がいるところで聞かせて下さい」

　澄すまして応こたえた貴久を、登坂が振り返る。だが、今度は言い返す言葉が見付からなかったらしい。結局、無言のまま、再び、操作盤へと向き直った。

　折せつ角かくの登坂の自信作ではあったが、どうやら今回も、期待していたような結果は得られなかったようだ。もっとも、成功などしていたら、いつ帰れるか分からなくなってしまう。登坂の性格からして、どんちゃん騒さわぎに付き合わされるのは確実だったからだ。登坂には申し訳ないが、貴久にしてみれば、失敗してくれて助かったというところである。

　ちらりと腕時計に目をやると、時刻は二時二〇分。

　……この分なら、なんとか間に合いそうだな。

　貴たか久ひさは、内心で胸を撫なで下ろしていた。




　　　　　二




　山やま口ぐち貴久は、この年、城じよう南なん大学工学部から大学院へと上がったばかりである。

　大学に入学した頃ころは、まさか自分が大学院まで進もうとは思ってもみなかった。むしろ、さっさと大学を卒業して社会に出たい。そう考えていた。

　だが、卒業論文を仕上げるために田た崎さき幸ゆき信のぶ教授の研究室へ出入りしていた貴久は、いつしかその研究分野に魅みせられてしまったのである。

　田崎教授の研究室で行われていたもの。それはハイブリッド素材の研究開発だった。

　ハイブリッド素材とはなにかという問いに答えるのは、少し難しい。『ハイブリッド素材』という言葉自体が、かなり広こう範はんな意味合いを含んでいるからだ。

『hybrid』という単語は、形容詞として見た時、『混成されたもの』を意味する。更に言葉を補って説明すれば、『本来、別々に存在していたものが一つとなったもの』だ。

　知識の蓄積と技術の進歩により、人間は既に、ミクロの世界はおろかナノの世界をも、操作する事が可能になっている。金属分子を切断し、別の分子と組み合わせて、これまでに存在し得なかった、新たな分子構造を持った金属を創つくり出す事さえ、可能なのだ。

　ハイブリッド素材の『hybrid』とは、一つには、これを言い表している。

　そして、二つには、科学が進歩するに連れて、学問の各分野の垣根が低くなりつつあるという現状がある。逆に言えば、それぞれの分野の研究が進むに連れ、互いに重なり合う部分が出てきたのである。

　高分子化合物と金属は、研究分野としてまったく違うものだ。だが、現在では、金属の中に高分子化合物で作られた繊せん維いを織おり込むといった形で、より軽くより堅けん牢ろうな構造材を作るといった試みがなされている。

　また、遺い伝でん子し工学と電子工学は、これまたまったく違う学問分野であるが、ＤＮＡを形作るＡＣＧＴを、コンピューターの記き憶おく素子として使おうという研究も進んでいる。

　従来は別々に存在していた、各学問分野の知識や技術を融ゆう合ごうして、新しい素材を作るという事。それが、ハイブリッド素材の『hybrid』が示す二つめの意味であった。

　つまり、極めて文系的な説明をすれば、

『現在までに確立されている、あらゆる知識と技術を組み合わせて創り出した、これまで存在し得なかった新たな素材』

　それが、ハイブリッド素材である。

　組み合わせ次第では、ありきたりの物質が金の成る木に生まれ変わる事も有り得る。それはまさに、現代の錬れん金きん術と言えた。

　そして、その世界への入り口は拓ひらかれたばかり。広大な地平が、目の前には広がっている。

　貴たか久ひさは、そこに、夢とロマンを強く感じたのであった。




　もっとも、夢とロマンだけで成果が得られるほど、この分野も安易ではない。

　一つのハイブリッド素材を開発する過程を簡単に説明すれば、まず最初に発案段階がある。

　これには、たとえば『チタンより軽く堅けん牢ろうで錆さびにくい金属はないか』という要望が先にある場合と、『この物質とこの物質をこう組み合わせたら、こういう性質を待つのではないか』という予測が先にある場合の二通りがあるが、いずれにせよ、センスないしひらめきが多分に必要となる。

　そして、次に、コンピューター上でのシミュレーション段階。

　デザイン通りの構造が果たして作り得るのか、作る事ができたとして、果たしてそれが安定して存在するのかといった問題を、様々な面から計算し、検証する。

　そして、それに合格したものだけを実際に製造してみるわけだが、シミュレーション上ではうまく作る事ができたものが、実際にやってみたらうまくいかなかったという事はざらにある。

　更にまた、なんとかうまく形にできたとしても、それが予期した通りの性質を示さなかったという事も、またざらにあるのだった。

　しかも、期待通りの性質を待つ素材ができたとしても、それがコスト的に引き合うものでなければ、実用化には至らない。

　ちなみに、田た崎さき研究室では、ハイブリッド素材のデザイン案を『宝くじ』、そのデザインを実際に作り上げる作業を『宝くじを買う』と言い表している。一〇〇のデザイン案があったとして、実際にものになるのは、一つあるかどうか。そういう世界なのである。

　その視点に立ってみれば、登と坂さかが言った『無駄金使ってなんぼの世界』というのも、あながち間違ってはいないのだった。
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　登坂が検査機器の中から、試料を取り出す作業をしている。ようやく、失敗を認める気になったらしい。

　その間に貴久は、今回の計測データを、大学のデータバンクに登とう録ろくした。失敗作のデータなど保存しても意味がないという意見もあるだろうが、失敗は失敗なりに、役に立つ事もあるのだ。

　念のためにバックアップ用のデータディスクも作ってから、貴久は端末の前から立ち上がった。

「じゃあ、登坂さん、僕ぼくはもう、これでお役御免ですね」

　しかし、登坂の返答は無情だった。

「なに言ってやがる。これからが本番だろうが」

「え？　だって……その四二八号には、超伝でん導どう体としての適性がない事が、もうはっきりしたじゃないですか。残念ですけど」

「だから、今度はほかの適性を調べてみるんだよ。ひょっとしたら、なんか別の用途に使えるかもしれないだろ」

　確かに、そういう可能性はあるし、過去に実例もある。だが、

「ちょっと待って下さいよ。そんなの調べ始めたら、いつまで掛かるか分からないじゃないですか」

「心配しなくても、今日は学会があるから、教授たちは出払ってる。大抵の機械は自由に使えるぜ」

「だから、そういう事じゃなくてですね……。最初に断っといたでしょう？　今日は約束があるんだって」

　すると登と坂さかは、じろりと貴たか久ひさを睨ねめ付けた。

「お前……研究と彼女と、どっちが大事なんだ？」

「そんな事、言われたって……」

　貴久が返答に窮きゆうしていると、そこに救いの主が現れた。

「なにそんな、仕事人間の旦だん那なさんに詰め寄る奥さんみたいな事、言ってるのよ」

　ファイルを小こ脇わきに抱えた、三み岡おか雪ゆき江えが、実験室に入ってきたのである。

「あ、こんにちは」

　貴久と登坂は、二人揃そろって、雪江に挨あい拶さつした。

　三岡雪江は、田た崎さき研究室の客員研究員だ。身長一五二センチと小柄な上に童顔なため、ともすると中学生にさえ間違えられそうなほどだが、実は登坂よりも二つ年上の二六歳である。大学院時代にスキップしているため、この年で既に博士はかせ号を取得していた。

「大体、登坂くん、自分で作った試料の検査ぐらい、自分でやりなさいよね。いつまでも山やま口ぐちくんに頼ってないで」

　つかつかと歩み寄って来た雪江は、登坂を見上げると、窘たしなめるように言った。登坂は一八一センチ、貴久も一七八センチの身長があるため、三人で並ぶと、雪江の小柄さが一層際立つ。

「やな事、言わないで下さいよ、三岡さん。俺おれは別に、自分が楽をしようとか、そういうんじゃなくてですね……」

　登坂は後頭部のあたりを、ぽりぽりと掻かいた。下から雪江に見上げられて、居心地が悪そうである。

「そお？」

「そうですよ。一刻も早く、山口を一人前にするために、できるだけ実技をやらせてやろうという、言わば親心で」

「あら、そうなの。それはごめんなさいね。私、てっきり、もてない男の僻ひがみで、山やま口ぐちくんのデートを邪じや魔ましてるんだとばかり思ってたから」

「う……」

　さらりと言われて、登と坂さかが思わず言葉を失う。

　それを尻しり目めに、雪ゆき江えが、貴たか久ひさを振り返った。

「彼女を待たせてるんでしょ？　ここはもういいから、行ってらっしゃい」

「でも……本当にいいんですか？」

　貴久は、雪江と登坂を交互に見た。解放されるのはありがたいが、なんとなく、このまま立ち去っては、登坂に申し訳ないような気がしたのだ。

「いいってば。登坂くんの作った試料の性能検査なんて、一刻を争うような重大事じゃないんだから」

　にっこり微ほほ笑えみながら、言いたい事をずけずけ言ってくれる。その雪江の背後では、登坂がなんとも形容し難い表情を浮かべていた。

「あの……本当に構いませんか？　登坂さん」

　貴久が遠えん慮りよがちに声を掛けると、登坂は苦笑いを浮かべながら、

「仕様がねえな、分かったよ。今日のところは許してやるから、さっさと行けよ。彼女によろしくな」

　貴久に向けて、ひょいと片手を振った。

「それじゃ、すいませんけど、失礼させて貰もらいます」

　貴久は登坂に、ぺこりと頭を下げた。

「デート、楽しんで来てね」

「はい、そうします」

　雪江にも会釈してから、貴久は戸口へと向かった。

　腕時計を見ると、二時三五分。バスと電車がタイミング良く来れば、まだなんとか間に合うかもしれない。

　実験室を出ようとした時、貴久の背後で、雪江の声が聞こえた。

「ところで、登坂くん。悪いけど、ちょっと実験、手伝ってくれるかな？　今度の論文に必要なんだけど」

「は？　でも、さっき三み岡おかさん、自分の事は自分でやれって……」

「だから……なに？」

「あ、いえ……なんでもありません。お手伝いさせていただきます」

　さしもの登坂も、雪江の前では形無しのようだ。

　貴久は笑いを噛かみ殺しながら実験室のドアを閉め、そして廊下を小走りに駆け出した。
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　電車が駅へと着いたのは、三時五分だった。

　貴たか久ひさは人の群れを掻かき分けるようにしながら、待ち合わせの場所へと急いだ。

　既に五月も半ばを過ぎている。春の終わりというよりも夏の始まりに近いこの季節、少し走っただけで、貴久の首のまわりには、早くも汗が滲にじみ始めていた。

　待ち合わせの場所は、『パルメール』というカフェテラスである。大通りに面したテナントビルの一階にあり、かなり有名な店だ。テナントビルの一、二階部分がピロティ状に造られているため、屋外部分と併せて、かなり広い空間が確保できている。

　貴久もそうだが、百ゆ合り子こも時間には正確な方だ。いつも約束の時間の五分ほど前には、待ち合わせの場所にやって来ている。逆に言えば、百合子がそういう性格だから、貴久も待たせてはいけないと、余計に時間に正確になってしまうのだった。

　この日も、百合子は既に『パルメール』に来ていた。貴久が見付けやすいようにだろう、カフェテラスの中でも最も端に近い、歩道に面したテーブル席に腰を下ろしていた。

　貴久はいったん立ち止まると、大きく深呼吸して、荒くなりかけていた息を整えた。子供っぽい見み栄えのような気もするが、大慌てで駆け付けた事を百合子に知られるのが、少し照れ臭かったからである。

　貴久は、めくれ上がっていたジャケットの裾すそを直しながら、やや大おお股またに、百合子のいるテーブルヘと近付いていった。

　この日の百合子は、薄うすい水色のワンピースに、白いカーディガンという服装だった。さらりとした長い黒髪が、カーディガンの白色と鮮あざやかな対比をなしている。丸いテーブルの上には、大きなフルーツパフェのほかに、アイスティの注がれたグラスが置かれていた。

　百合子が一人ではなかった事に、貴久はその時、ようやく気付いた。それもどうやら、一緒にいるのは男のようだ。百合子は、にこやかな笑顔を浮かべながら、楽しそうに、その男と話している。

　貴久が無言のままテーブルに近付いて行くと、その気配を察したのか、百合子が顔を上げた。

「あら、遅かったじゃない、山やま口ぐちくん」

　かなり長い付き合いになるというのに、百合子はいまだに貴久の事を名字で呼ぶ。名前で呼ぶ事に照れ臭さがあるのだろうが、『くん』という時に、なんとも言えない甘やかな響ひびきが感じられるので、貴久はその呼ばれ方が嫌いではなかった。

「がっかりしたよ」

　貴久は、精一杯、不機嫌な表情を作って見せながら、百合子にまず、そう言った。

「え？」

　百合子は、驚おどろいたように、目を、ぱちくりさせたが、

「お前が、そんな簡単にナンパされるような女だとは思わなかった」

　貴たか久ひさが、そう言葉を続けると、

「馬ば鹿かね。なに言ってるのよ」

　おかしそうに、くすくすと笑い出した。

　百ゆ合り子こと同じテーブルにいた男は、そんな二人のやりとりを、きょとんとした表情で見上げている。年は三歳か四歳といったところ。頬ほおのふっくらした、元気そうな男の子だった。両手に抱え込んだフルーツパフェと激しい格かく闘とうを繰くり広げていたらしく、口のまわりには、白いクリームが盛大に塗りたくられていた。

「あらあら」

　百合子は、ハンドバッグに手を伸ばすと、中からウェットティッシュの袋を取り出した。男の子の方へと身を乗り出すようにして、丁寧に口元を拭ぬぐってやる。男の子は男の子で、百合子の方に顔を突き出すようにして、おとなしく、されるままになっていた。

「そっか、お姉ちゃん、ともくんにナンパされちゃったんだ」

　その様子を眺めながら、貴久はテーブルに着いた。百合子の右隣となり、『ともくん』と呼ばれた男の子の正面にあたる席である。

　店の方から、ウェイトレスが注文を取りにやって来た。貴久は、メニューをざっと見てから、グレープフルーツジュースを注文し、改めて百合子に向き直った。

「……で、その、ともくんは、どこから湧わいて出てきたんだ？」

「うん、さっきね、お母さんから頼まれたのよ。ちょっと見ててくれませんかって」

　百合子は、汚れたウェットティッシュを丁寧に畳みながら答えた。

「それで、そのお母さんってのは？」

「あそこ」

　百合子は、車道を挟んだ向かい側にあるブティックを指し示した。

「子供ほっぽって、自分だけ買い物かよ」

　貴久は呆あきれた。見も知らない相手に自分の子供を預けたりして、誘ゆう拐かいされでもしたら、どうするつもりなのだろう。もっとも、百合子を見て、悪人かもしれないと警けい戒かいするような人間もいないだろうが。

「まあ、いいじゃない。お陰で、一人寂しく待ちぼうけさせられる事もなかったし？」

　百合子が、貴久を横目に見ながら、真綿にくるんだ針を、ちくんと刺してきた。

「分かった、悪かったよ。遅れたのは謝あやまる。申し訳ない」

　貴久は両手を上げて、降参のポーズを取った。

「早めに出てくるつもりだったんだけど、途中で登と坂さかさんに捕まっちまってさ」

「登坂さんって……あの、焼き鳥焼いてた人？」

「そうそう、あの人」

　貴たか久ひさは頷うなずいた。

　以前、百ゆ合り子こは城じよう南なん大学の学園祭に遊びに来た事がある。貴久がまだ学部生の時の事だが、その時の学園祭で、

『小金、稼かせぐなら、食い物屋が一番だ』

　という登と坂さかの発案で、貴久たちは屋台で焼き鳥を売る事になったのだった。

　その時の登坂は、頭にねじり鉢はち巻まき、片手に団扇うちわという出いで立ちで、手際よく焼き鳥を焼き上げては、

『らっしゃい、らっしゃい、うまいよ、うまいよ。そこのお姉さん、一本どう？』

　売り口こう上じようも威勢よく、焼き鳥を売り捌さばいていたのである。

　その堂に入った手際は、あの三み岡おか雪ゆき江えをしてさえ、

『人には誰だれでも取り柄があるものねぇ』

　と、感心させたほどだった。

　その時以外にも、百合子と登坂が顔を合わせた事は何度かあった筈はずだが、百合子の中では、いまだに、あのねじり鉢巻き姿が、一番、印象に残っているらしい。

　それにしても、百合子に『焼き鳥を焼いていた人』という認識のされ方をされていると知ったら、登坂はどんな顔をするだろうか。

　それを思うと、貴久は、なんとなく、おかしくなった。
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　山やま口ぐち貴久と緑みどり川かわ百合子との付き合いは、高校二年の時からだから、かれこれ六年になる。

　貴久たちが通っていた高校では、一年から二年に上がる際にクラス替えがあり、それで貴久と百合子は同じクラスになったのである。

　その当時、貴久は剣道部に属しており、百合子は文芸部だった。それまで、同じクラスという以外の接点はなかった二人だったが、文化祭の時のクラスの演だし物で、ちょっとした劇げきをやる事になり、文芸部だからという理由で百合子が脚本を書かされ、ヒロイックファンタジーだから剣の扱いに慣れた奴やつがいいだろうという理由で、貴久が主役に選ばれてしまったのである。いわば二人とも、面倒事の押し付け合いに負けてしまったわけだ。

　貧乏くじを引かされてしまった形の貴久だったが、やらなければならないとなったら、いい加減な事はしたくなかった。だから、台詞せりふも真ま面じ目めに暗記したし、主人公の行動に矛盾があると思えば、脚本担当の百合子のもとへと行って、説明を求めるような事もしたのである。

　百合子もまたそれに応こたえて、貴久に主人公の心理の流れを細かく説明したり、脚本に不備があると分かれば、徹てつ夜やして直したりと、熱心に対応してくれた。たとえ最初は乗り気ではなくとも、やるとなったら、できる限りの事はする。百合子もまた貴久と同じような性格の持ち主だったのである。

　貴たか久ひさには部活動の練習もあったから、授業の間の休み時間を除けば、自由になるのは部活が終わったあとの夜しかない。貴久と百ゆ合り子こは互いの家を訪れ合いながら、共に演えん劇げきの脚本を練り上げていった。

　勿もち論ろん、主役と脚本家だけが熱心でも、ほかの人間が不真ま面じ目めでは、ろくな演だし物になるわけがない。貴久は、

『お前らが俺おれたちにやれと言ったんだろ。俺たちも自分の役割はきっちり果たすから、お前らも、自分の分担はちゃんとこなしてくれ』

　半ば脅迫めいた手法を使いつつも、面倒臭がりなクラスメートたちをまとめ上げていったのである。

　苦労した甲か斐いがあり、文化祭での舞台披ひ露ろうは、かなりの成功を収めた。アンケートの結果、人気の高かった上位三クラスの劇は、文化祭の最終日に再上演が要よう請せいされる事になっていたのだが、貴久のクラスの劇は、その中の一つに選ばれたのである。なにかと腰の重かったクラスメートたちも、その結果には大喜びをしていた。

　もっとも、いかに成功したといっても、それは文化祭レベルでの話である。自分の努力が実を結んだ事はそれなりに嬉うれしかったが、貴久にとってそれ以上に重要だったのは、舞台を創つくり上げる上で、百合子との密度の高い時間を持てたという事だった。そしてそれは百合子の方でも同じだったようで、文化祭が終わってからも、二人の交流は続いていったのである。

　そして六年。

　今では、貴久と百合子は、お互いの家族も公認の仲となっている。最近では、緑みどり川かわ家に出向くと、百合子の両親から、『結婚』という単語が口に出される事も少なくない。

　もっとも、貴久はいまだに学生だから、結婚するとしても、当分先の話になりそうだった。

　実を言えば、大学院に上がる時、貴久は少し迷ったのだ。このまま博士はかせ課程まで進めば、前期後期を併せて、更に五年、定収入のない学生の身分が続く事になる。さすがにそれは長すぎやしないかと、そう思ったのだ。百合子の方は、短大で幼稚園の教員資格を取り、既に社会人として働いていたから、なおさらである。

　だが、それを聞いた百合子は、

『馬ば鹿かね、そんな事で悩んでたの？』

　そう笑ったものだった。

『大学院に進みたいんでしょう？　だったら、進めばいいじゃない』

『本当にいいのか？』

『いいってば。男の人には、やっぱり夢を追ってて欲しいし……それに、。年とってから、やっぱりあの時大学院に進んどけばよかった、なぁんて愚痴られちゃ、堪たまらないしね』

　百合子は、少し照れながらも、そう言ってくれたのだった。
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「お待たせいたしました」

　先程のウェイトレスが、貴たか久ひさの前に、グレープフルーツジュースのグラスを運んできた。

　貴久は、グラスを取り上げると、ストローを脇わきに除よけながら、ひと口飲んだ。酸味の中の適度な苦みが、汗ばんだ体に心地よく感じられる。

　待ち合わせをしたあとは、二人で街まち中なかをぶらついて、映画でも観みて、それから食事……と、デートの手順をそれなりに考えていた貴久だったが、どうやら、その予定には変更の必要が出て来たようだ。

　貴久が来たからといって、ともくんを放り出していけるような百ゆ合り子こではないし、貴久にしても、そんな無責任な事を百合子にはさせられない。

「ごめんね」

　甲か斐い甲が斐いしく、ともくんの世話をしながら、百合子が、ふと言った。

「ん？　なにが？」

「だから……その、予定が崩れちゃって」

　ともくんが余計な気をまわす事のないようにだろう。百合子は、やや遠回しな表現を使った。

「そんな事気にするなよ」

　貴久は、まずそう応え、それから百合子の目を、じっと見詰めるようにして、あとの言葉を続けた。

「お前と一緒にいられりゃ、それで充分、楽しいさ」

「え……」

　一いつ瞬しゆん、百合子が言葉を失った。目元のあたりが、ほわっと赤らむのが分かる。

　貴久は本来、こんな歯の浮くような台詞せりふを使う男ではないのだが、百合子の含羞はにかむ姿を見るのが楽しいので、時々、意地悪をしてみたくなってしまうのだった。

　他た愛わいなく動揺させられてしまった事が悔しいらしく、百合子は頬ほおを赤らめたまま、貴久を軽く睨にらんだ。

「まったく、もう……最近の大学院って、そんな殺し文句まで教えてくれるの？」

「まさか。独学だよ」

　貴久は笑いながら、ともくんの方へと、視線を移した。

　ともくんは、貴久と百合子の会話などそっちのけで、フルーツパフェとの格かく闘とうを続けていた。大きなガラス容器を胸元に抱え込むようにしながら、不器用な手つきで握ったスプーンで、クリームを掬すくっては口に運んでいる。

　百合子は、そんなともくんから目を放さず、あれこれと世話を焼いてやっていた。食べやすいように容器の位置を動かしてやったり、テーブルの上にこぼれたクリームが衣服を汚さないよう、その都度拭ふいてやったり、フルーツを食べやすい大きさに切ってやったりと、忙しい事この上ない。

「それにしても、子供の面倒を見るのも大変だな。そんな調子だったら、お前の手で食べさせてやった方が、よっぽど楽なんじゃないか？」

「確かに、その方が楽は楽なんだけどね。でも、誰だれかに食べさせて貰もらってばかりじゃ、いつまで経たっても自分でできるようにはならないもの。いっぱい失敗しながら、段々いろんな事を覚えていくのよ、子供って」

「なるほどね……さすがにプロは言う事が違う」

　貴たか久ひさは素直に感心した。

「ところで……どうなの？　研究の方は。進んでる？」

　今度は、百ゆ合り子この方から、そう訊たずねてきた。

「進んでると言えば進んでる……が、進んでないと言えば進んでない」

「なぁに？　それ」

　百合子が微ほほ笑えみながら、小首を傾かしげた。

「要するに、その子と一緒だよ。いっぱい失敗しながら、少しずつデータを蓄積しているところだ」

「ふぅん……大変ね」

「この間もいいアイデアが浮かんで、一つ作ってみたんだが……実際に形にしてみると、これがなかなか難しくてね」

「どういうアイデアだったの？」

　百合子が質問を重ねて来た。知りたくて訊きいているというよりも、自分がともくんの面倒を見ている間、貴久を退屈させないように、話題を振っているという感じである。百合子なりに気を遣っているのかもしれない。

「まぁ、簡単に言うと、今あるものよりも、より高い温度に耐えられて、より軽い素材を創つくろうとしてたんだ。それが出来れば、たとえば、エンジンなんかでも、今よりずっと高出力を出す事が可能になる」

「それが失敗だったって事は……思ったほど、高い温度に耐えられなかったって事？」

「いや、ところがそうじゃなかったんだ。むしろ予想以上の耐熱性があった」

「どのくらい？」

「数値的な事を言っても、ぴんと来ないだろうから……そうだな、たとえば、溶岩の中に突っ込んでも、びくともしない。それくらいの耐性はあった」

「じゃあ、なにがいけなかったの？」

「熱を透過しちゃうんだよ」

　貴久のデザインした、そのハイブリッド素材には、YM0041というコードが振られていた。そのデザインの基本コンセプトは、百ゆ合り子こにも説明したように、より軽くより強きよう靭じんでより高温に耐えられるもの、である。

　そのために貴たか久ひさが取った手法は、分子レベルでの立方格子を作り上げる事だった。ジャングルジムのように内部をがらんどうにする事で、まず軽量化を図り、ついで格子の結合部に弾力性を持たせる事で、靭じん性せいを高めようとしたのだ。

　実際に試料を製造して検査してみると、軽さと強靭さでは、計算通りの結果が出た。

　だが、問題は、耐熱性能の方だった。YM0041は、当初の予想の倍近い耐熱性能を示してしまったのである。

　予測を超える能力を示した。その事自体は喜ぶべき事ではあるが、それは一方で、製作者の計算が間違っていたという事をも意味する。貴久は、いったいどこに計算間違いがあったのか、それを究明するために、ここしばらく掛かりきりだった。

　その作業はまだ完了していないが、現在までに分かった事は、どうやらYM0041立方格子が、高熱体に対して、煙突効果にも似た働きをしているらしいという事だった。

　たとえば、YM0041で作った箱の中に高熱のガスを封じ込めたとする。するとそのガス分子は、人工格子の中を、一定方向にまっすぐ突き抜けてしまうのである。格子に熱量を伝えるよりも早く、ガス分子そのものが格子を通り抜けてしまうため、結果として当初の予測を遥かに超える耐熱性を示した、という事らしい。

「……そんなわけで、こいつでエンジンを作る事はできないって事が、はっきりしちまったわけだ。いくら高熱に耐えられたって、その熱を封じ込めておけなけりゃ、内燃機関は動かないからね」

「ふうん……じゃあ、まるっきりの失敗ってわけ？」

「少なくとも、エンジンを作る材料としては、ね。……ただ、この性質は面白いと思うんだ。人工格子を通す事で、ガス状の分子の動きが、短い時間ではあるけれど、単一方向に整えられる。この性質をうまく利用できるような分野があれば……」

　と、そこまで話したところで、貴久は口を閉じた。調子に乗って、専門的な話に入り込み過ぎたと自覚したからである。

「？　どうしたの？」

「いや……こんな話を聞いてても、お前が面白くないだろうと思ってさ」

「あら、そんな事ないわよ」

　百合子は、貴久を真正面から見詰め、そして、そっと言葉を繋つなげた。

「夢を持って語る男の人の姿って、とっても素敵」

「な……」

　油断していたところを衝つかれて、貴久は一いつ瞬しゆん、言葉に詰まってしまった。

　それを見て、百合子が、くすくすと笑った。

「さっきのお返しよ」

「……ちぇ。お前も人が悪くなったな」

　貴たか久ひさは苦笑しながら、百ゆ合り子この額ひたいを小突く振りをした。

「それは、お互い様でしょ」

　百合子は、そう言って、楽しそうに微ほほ笑えんだ。
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「……それにしても、女の買い物は時間が掛かるな」

　貴久が口にしたのは、勿もち論ろん、ともくんの母親の事である。貴久がここに来てからでも結構な時間が経たっているというのに、ともくんの母親は、依然としてブティックの中にいるのだった。

もっとも、入り口のガラス戸の向こうから、こちらを覗のぞく女性の顔が時折見受けられるので、子供の事をすっかり忘れてしまっているというわけではなさそうだ。

「いいじゃない。たまには、こういうのも」

　百合子は、貴久を宥なだめるように、そう言った。

「まあね」

　穏おだやかな昼下がりである。なにをするというわけでもなく、どこへ行くというわけでもない。

百合子と二人、ただのんびりと時を過ごすというのも、確かに悪いものではなかった。

「ところで、山やま口ぐちくん。悪いけど、ちょっとだけ、ともくん見ててくれる？」

「ん？　ああ、いいよ」

　おそらく、手洗いにでも行ってくるつもりなのだろう。そうと気付いたので、貴久は気軽に頷うなずいた。

「じゃ、お願いね。……それじゃ、ともくん、お姉ちゃん、ちょっと行ってくるからね」

　百合子は、ハンドバッグを手に立ち上がり、テナントビルの方へと向かって行った。

　ともくんはといえば、相変わらず、フルーツパフェを、ぱくついている。

　考えてみると、貴久はまだ、ともくんと直接に言葉を交わしてはいない。

「ともくんって言ったよな。何歳になるんだ？」

　貴久は、とりあえず、その近から、コミュニケーションを取ってみる事にした。

　ともくんが顔を上げ、やや不思議そうな表情で貴久を見詰めた。貴久に話し掛けられた事が意外だったのかもしれない。

　それから、ともくんは、手にしていたスプーンをいったんテーブルに置くと、まず右手を軽く握り、それから左手を使って、右手の指を一本一本、伸ばし始めた。

　どうやら、指を立てて数字を示すつもりでいるらしいが、それほど手間取るくらいなら、口で答えた方がよっぽど早い。とはいえ、ともくんの努力を無にするのも申し訳ないので、貴久は口を挟まずに、作業が終わるのを待つ事にした。

　やがて、ともくんが、ぐいっと突き出した右手には、指が三本、立てられていた。

「三歳か……」

「うん」

　どこか得意げな表情で、ともくんは頷うなずいた。指で数字を示すという作業を、うまくこなせた事が嬉うれしいのかもしれない。

「さっきのお姉ちゃん、好きか？」

「うん」

　ともくんは再び、頷いた。

　コミュニケーションの糸口はそれで掴つかめたものの、次にどんな事を話せばいいのかで、また困ってしまった。三歳児を相手に盛り上がれる話題など、なかなか見付かるものではない。

　間まが空いてしまったためか、ともくんは、それでもう会話は終わったのだと判断したらしい。

　一度は置いたスプーンを取り上げると、フルーツパフェとの取り組みを再開した。

　……まぁ、無理に会話する事もないか。

　貴たか久ひさは苦笑しながら、椅い子すに背中をもたせ掛けた。グレープフルーツジュースを味わいながら、まわりの客たちの様子に目を向けてみる。

　一ダースはあろうかというテーブル席には、その半分ほどに客が座っていた。買い物途中らしい主婦たちの集団に、一服しているサラリーマンらしい男。平日の昼間だというのに、堂々と談笑している、制服姿の女子高生たちの姿もあった。

　……お、あれは『ライトニング』の新型だな。

　貴久が目に留めたのは、少し離れたところにあるテーブル席だった。座っているのは男女のカップルで、男は三〇代の半ばぐらい。女の方は二〇代の後半といったところである。

　男は趣しゆ味みの良いスーツに身を包み、ややオールバック気味に髪をまとめている。一流企業のビジネスマンか、あるいは青年実業家といった感じの男だった。

　デートの最中に仕事の連絡でも入ったのだろうか。男は携帯電話で話しながら、手元では小型のノートパソコンを操作していた。女は、どこかつまらなそうな面おも持もちで、そんな男を眺めている。

『ライトニング』というのは、その男の手元にあるノートパソコンの事だ。

　もともと『ライトニング』というのは、ＯＳの名称だった。一般にはそれほど普及していないが、軽快な動作と堅けん牢ろうなシステムに魅み力りよくがあり、貴久たちのような技術畑の人間には、高く評価されている。ならばというわけで、最初からそのＯＳの搭載を前提としたパソコンが、数年前から作られるようになっていたのである。

　聞くところによれば、

『一回これを使ったら、もうほかのマシンは使えない』

　と購こう入にゆう者に言わしめるほど、使い勝手がいいらしい。

　貴たか久ひさも、メインに使っているパソコンのＯＳは『ライトニング』に入れ替えていたが、『ライトニング』純正のパソコンは、まだ持っていなかった。

　……やっぱり、金を貯ためて買おうかな。

　貴久が、ぼんやりと、そんな事を考えていると、

　べしゅんっ。

　ともくんが、くしゃみをするのが聞こえた。

　貴久が振り返ると、ともくんは、右手にスプーンを、左手にガラス容器を抱えたままの姿で固まっていた。口元からはクリームの白色が混じった涎よだれは垂れているわ、鼻からはでろりと水っ洟ぱなが垂れ下がっているわと、惨さん憺たんたるありさまである。

「仕様がねえなぁ……」

　貴久は顔を顰しかめたが、百ゆ合り子こが戻ってくるまで、このままにしておくわけにもいかない。

「ほら、こっち向けよ」

　貴久は、ポケットからティッシュペーパーを取り出すと、ともくんの顔を拭ぬぐってやった。ともくんは、百合子の時と同じように、顔を突き出すようにして、されるがままになっている。なんとも鷹おう揚ようなものだ。

　ともくんの顔を綺き麗れいにしてやると、貴久は、汚れたティッシュペーパーを手の中で丸めた。

「じゃあ、手を出して」

　ともくんは怪け訝げんな顔付きをしながらも、素直に右手を開いて、貴久の方へと差し出した。

　その手の上に丸めたティッシュペーパーを載せると、貴久は、体をひねるようにして、カフェテラスの端を指さした。

「ほら、あそこにごみ箱があるだろ？　自分で行って捨てておいで」

　それで、ともくんにも、自分に与えられた役割が分かったようだ。

「うん！」

　ともくんは勢いよく頷うなずくと、椅い子すから飛び降りた。手の中のティッシュペーパーを握り締しめ、とたとたと、ごみ箱へ向かって駆けていく。

「あんまり慌てて、転んだりするなよ」

　貴久は、ともくんの背中に、そう声を掛けてやった。

　ごみ箱まで辿たどり着いたともくんは、背伸びをしながら、手にしていたティッシュペーパーを中へと落とし込むと、再び元気よく駆け戻って来た。そして、

「あれ？　ともくんは？」

　ちょうど、そこへ戻って来た百合子に飛びつくようにして、

「あのねあのね、ぼく、じぶんで、ごみをすててきたんだよ」

　と、誇らしげに報告したのである。

　百合子は一いつ瞬しゆん、きょとんとした表情を浮かべたが、すぐに大体の事情が飲み込めたらしい。腰を屈かがめるようにして、ともくんと目線の高さを合わせると、

「ほんとぉ？　凄すごいわねぇ」

　一緒になって喜んでやっていた。

　その時である。

　カフェテラスを包んでいた穏やかな空気を切り裂くように、激しいブレーキ音が響ひびき渡った。

　同時に、重量感に満ちた衝しよう突とつ音が、貴たか久ひさの背中を震ふるわせる。

　なんだ!?

　貴久は、思わず腰を浮かせながら、背後を振り返った。
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　振り返った貴たか久ひさの目に最初に飛び込んで来たのは、車道を塞ふさぐようにして停止している二台の車だった。一台は黒塗りの大型車。もう一台は、銀色の四輪駆動車である。

　車体の向きからすると、その四輪駆動車は、対向車線を走っていた車のようだ。それが、どういう拍子にか、中央分離帯を乗り越え、こちらの車線へと飛び込んで来てしまったのだ。黒塗りの大型車は、それを避さけようとして避けきれず、四輪駆動車に右斜め前方から衝しよう突とつされ、そのままガードレールに車体をめり込ませて停止した。……どうやら、そういう事らしい。

　四輪駆動車も大型車も、造りの頑がん丈じような車らしく、車体そのものには、ほとんどダメージは見られない。だが、ガードレールの方は、まるで飴あめ細工のようにねじ曲げられていた。支柱を固定していたコンクリートブロックさえも宙に浮き上がっていて、衝しよう撃げきの大きさを物語っている。

　二台の車の位置と角度からして、ガードレールがなければ、そのまま『パルメール』のカフェテラスに飛び込んで来ていた筈はずだ。そう思うと、貴たか久ひさは、今更ながらに、ぞくりとした。

　カフェテラスは、しんと静まり返っていたが、そこにいた人々にも、状況の把は握あくができてきたのだろう。徐々にざわめきが戻り始めていた。

「……吃びつ驚くりした……」

「あっぶないわねぇ……」

「救急車、呼ばなくて大丈夫？」

　周囲のテーブルから、そんな声が聞こえてくる。

　それらの声を聞いているうちに、貴久は、ただ漫然と見物している場合ではない事に気付いた。ガードレールのお陰で、カフェテラスにいた人々が巻き込まれるような大惨事にはならずに済んだが、それでも事故は事故である。二台の車に乗っている人間には、かなりの衝撃があった筈だし、重傷者が出ている可能性もある。

「ちょっと様子を見てくる」

　貴久が振り返ると、百ゆ合り子こはその場にしゃがみ込んでいた。恐怖に縮ちぢこまったというよりも、咄とつ嗟さにともくんを庇かばおうとしたらしい。百合子は、その両腕の中に、ともくんをしっかりと抱き抱えていた。

「大丈夫？　応急手当ての仕方とかだったら、私も一応、教わってるけど」

　そう応こたえる声も落ち着いている。

「いや、今はまだいい。それより、その子を、しっかり掴つかまえててくれ」

　百合子の腕の中で、ともくんは、その大きな目を真ん丸に見開いていた。交通事故などを目まの当たりにしたのは初めてなのだろう。その瞳ひとみには、好奇心という名の光が、きらきらと輝かがやいている。現場を間近で見たいと考えている事は明らかだったが、さすがにその望みを叶かなえてやるわけにはいかなかった。こんな幼い子に事故現場を歩きまわられては厄介だし、車の中に血みどろの怪け我が人でもいたりしたら、情操教育上もまずいだろうと思う。

「分かった。じゃ、ここで待ってるね」

　百合子が頷うなずいた。

「それと……携帯は持ってるな？　なら、それで警けい察さつと」

「救急車ね」

　打てば響ひびくように百合子は応え、片手でともくんを抱いたまま、もう一方の手をハンドバッグヘと伸ばした。

「じゃあ、頼んだぞ」

「うん。山やま口ぐちくんも気を付けて」

　百ゆ合り子この言葉を背に受けながら、貴たか久ひさは事故現場の方へと近付いて行った。
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　事故を起こした二台の車は、完全に沈ちん黙もくしている。エンジンも停とまっているようだし、ガソリンが漏れている様子もない、とりあえず、爆ばく発はつ炎上するような心配はなさそうだった。

『パルメール』の前の通りには往路復路共に二車線があったが、四輪駆動車が車線に対してほぼ直角の形で停止しているため、こちらの車線は二つとも完全に塞ふさがれてしまっている。

　事故車の後ろを走っていた車にとっては、走行中にいきなり道路が塞がれたわけで、連れん鎖さ的な衝しよう突とつ事故も充分起こり得る状況ではあったが、幸いな事に、後続車両たちはブレーキを掛けるのが間に合ったようだ。三台の車が、数じゆ珠ず繋つなぎになって、そこには停止していた。

　最後尾にいるのは大型の白いバンだったが、前の二台は、事故を起こした車と同じ、黒塗りの大型車だった。車体の色だけでなく、車種もまったく同じである。外から車内を覗のぞかれないよう、窓にスモークシールドが張られている点も同じだった。そんな車が三台も偶然に揃そろったとも考えにくいから、おそらくは同じ会社なり団体なりが所有する車に違いない。

　それにしても、妙だな……。

　貴久は、ふと、そう思った。

　車から降りて来る人間がいないのだ。

　事故を起こした二台の車から誰だれも降りて来ないのは、あるいは気絶でもしているのかもしれないと思えるが、後続の三台からも誰も降りて来ようとはしない。それどころか、窓から顔を出す様子さえなかった。

　いかに現代人が他人の事に無関心とはいえ、目の前を走っていた車が事故を起こしたのを見れば、さすがに様子が気になる筈はずだ。にもかかわらず、後続の三台は、いずれも沈黙を続けている。その光景は、不自然を通り越して、あまりにも異様だった。

　その時である。

　貴久の後方から、エンジンの吹き上がる音が聞こえた。

　何事かと振り返ると、最後尾にいた白いバンが、急発進するところだった。

　なにを考えてるんだ!?

　貴久は目を疑った。

　バックしたのなら、まだ話は分かる。だが、白いバンは、そのまま前へと直進したのだ。

　黒塗りの大型車が三台と、そして白いバン。四台の車が、ほとんど車間距離もなく数珠繋ぎになっていたのだ。その状態で、最後尾のバンが前進したらどうなるか。結果は想像するまでもない。

　がしんっ！

　耳障りな金属音と共に、白いバンが黒塗りの大型車と激突した。その衝しよう撃げきに突き飛ばされるような形になり、黒塗りの大型車が前方の同型車に、そしてその車が更に前方の事故車両に追突する。まるで、絵に描いたような玉突き衝しよう突とつだった。

　その有り様を目まの当たりにして、カフェテラスにいた客たちが、再び静まり返る。

　いったい……どういう事なんだ……？

　貴たか久ひさもまた、言葉もなく、ただその場に立ち尽くしていた。

　前方不注意とか、運転が未熟とか、そういう問題ではない。あの状態で車を前進させればこうなる事は、バンの運転手にも分かり切っていた筈はずだ。それなのに、なぜ。

　玉突き衝突の結果、黒塗りの大型車三台は、車間距離ゼロの状態で縦たてに連なってしまっている。この状態では、ガードレールに突っ込んだ先頭車両だけではなく、後続の二台も身動きの取りようがない。

　……まさか。

　はっと、貴久が白いバンを振り返った時である。

　バンの車体中央部にあるスライドドアが左右同時に開き、中から黒ずくめの男たちが姿を現した。

　分厚い革かわのジャケットにスラックス。足にはブーツ、手にはグローブを嵌はめている。そして頭部にはフルフェイスのヘルメット。ジャケットの襟えり元もとは首のまわりを完全に包み隠しており、ヘルメットのシールドにはスモーク処理がされていて、中を透かして見る事はできない。

　ただの一ケ所も肌を露ろ出しゆつせず、そして全身が黒一色。

　それが、彼らの服装だった。

　その姿を目の当たりにするのは、貴久も初めてである。だが、存在する事は知っていた。そして、その名も。

　……『黒い覆ふく面めん集団』。

　マスコミは彼らを、そう呼んでいた。
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『黒い覆面集団』──見たままを、そのまま表現したような言葉だが、これは、れっきとした固有名詞である。警けい察さつは彼らを公式にそう呼んでいるし、マスコミも報道する際には、それを踏とう襲しゆうしている。

　最初にその活動が確認されたのは一年ほど前。以来、彼らは、断続的にその姿を現し、強盗、誘ゆう拐かい、破は壊かい工作その他を、組織的かつ大胆に行っていた。

　彼らは神出鬼没であり、綿密な計画のもとに、組織だって行動していた。警察の隙すきを衝つくように不意に現れ、短時間で目的を果たして、再び闇やみに消える。証拠らしい証拠も、ほとんど残さない。

　警視庁は既に、『黒い覆面集団による広域暴力事件捜査本部』なるものを設置して、この謎なぞの集団に対しているが、いまだに逮捕する事はおろか、その正体を突き止める事もできないでいた。

　もっとも警けい察さつも、ただ手をこまねいていたわけではない。時には、『黒い覆ふく面めん集団』の行動を先読みし、彼らが撤てつ退たいするよりも早く、警官隊を現場に派遣する事に成功した事もあったのだ。

　だが、それでも警察は、彼らを逮捕する事ができなかった。

　警察の逮捕を阻む力を、彼らが保持していたからだ。

　そして、その時見せたその『力』こそが、彼らをほかの犯罪組織と隔絶した存在にし、同時に、マスコミを異常なまでの報道合戦に掻かき立てる事となった。

　その『力』とは──。




　黒ジャケットの男たちが、素早く散開した。

　三台の黒塗りの車は、四輪駆動車とバンに前後を押さえ込まれて、退ひくも進むも不可能な状態になっている。その三台の車を取り囲むように、黒ジャケットたちは配置を取った。まったく遅滞のない、流れるような動きだった。それぞれの役割が明確に決められているのだろう。

　三台の車を、それぞれ四人ずつが取り囲む。それで黒ジャケットたちの総勢が一二人である事が分かった。

　黒ジャケットたちの手が背中に伸び、そこにくくりつけられていた太い棒を引き抜いた。一メートルほどの長さの、重量感のある棒だ。色は、これも黒。黒ジャケットたちはそれを振り上げると、車の窓ガラスに叩たたき付けた。

　普通の窓ガラスであれば、ひと溜たまりもなく割れ砕けていたに違いない。だが、三台の車の窓ガラスは、いずれもその衝しよう撃げきを跳ね返した。どうやら強化ガラスが使用されているらしい。

　という事は、この車は普通の車ではないのだ。それはつまり、乗っている人間も普通の人間ではないという事を意味する。

　棒による打撃では効果がない事を知った黒ジャケットたちは、即座に次の行動に移行した。腰のベルトに付けられた小さなバッグから粘土のようなものを取り出し、ドアの合わせ目、ちょうどロック機構がある部分に貼はり付け始めたのである。

　まさか……プラスチック爆ばく弾だん……？

　貴たか久ひさの予想を裏付けるかのように、黒ジャケットたちの手が粘土に信管を取り付けていく。

　だが、それを点火する事はできなかった。

　車内の人間も、ただされるがままにはなっていなかったからだ。

　三台並んだ黒塗りの車のうち、一台目と三台目のドアが一いつ斉せいに開いた。そして銃声。ドア付近にいた黒ジャケットたちの何人かが、その銃撃をまともに食らう。

　銃を持ってる……。いったい、中にいるのは、どんな人間なんだ……？

　貴久の頭に浮かんだその疑問には、すぐに回答が与えられた。

「あんまり調子に乗るんじゃねぇぞ！　おらぁ！」

「一人残らず、ぶち殺してやる！」

　怒気もあらわに喚わめきながら、拳けん銃じゆうを手にした男たちが、車から飛び出して来たからである。

　渋めのスーツを着込んだ者もいれば、原色も鮮あざやかな派手な衣服の者もいたが、どの顔にも共通の臭においがあった。

　暴力と恫どう喝かつを以もつて生きる者の臭い──やくざだ。

　一台目の車とは、即ち事故を起こした車である。だが、そこから飛び出して来たやくざたちの様子を見る限りでは、その事故で負傷した者はいないらしい。先程までの沈ちん黙もくは、相手の出方を窺うかがっていたからに過ぎなかったのだろう。

　しかし、それにしても、『黒い覆ふく面めん集団』が、なぜ、やくざなどを襲おそうのだろうか。その理由が、貴たか久ひさには分からなかった。

「撃うて撃て！　ぶち殺せ！」

　やくざたちは怒りもあらわに、黒ジャケットたちに向けて拳銃を乱射し始めた。

　黒ジャケットたちの方は、銃を携帯していない。だが、やくざたちの手にした拳銃を前にしても、怯ひるむ様子はなかった。

　無数の銃弾が、黒ジャケットたちの体を震ふるわせる。だが、倒れる者はいなかった。噴ふき出す血もない。彼らの着込んでいるジャケットには、高い防弾効果があるようだった。

　脇わきからまわり込んだ黒ジャケットが、やくざの一人の脇腹を、例の黒い棒の先端で軽く突いた。ちょこんと、本当に軽く、ただ触れさせただけ。だが、ただそれだけの事なのに、そのやくざは、

「があっ！」

　顎あごを跳ね上げるようにして全身を痙けい攣れんさせ、その場に崩れ落ちた。

　なにか特殊な仕掛け──そう、たとえばスタンガンのような機能が備わっているとでも考えなければ説明の付かない倒れ方だった。

「野郎！」

「ざけやがって！」

　仲間が倒された事を知って、やくざたちが、更に激高する。

　銃じゆう撃げきが勢いを増し、間断なく響ひびき渡る銃声が、真っ昼間の街まち中なかにこだました。
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「……おい。おい、君！」

　貴久の耳元で、誰だれかが怒鳴った。

「そんな所に立っていたら流れ弾に当たるぞ。早く屈かがめ。身を低くするんだ」

　背後から伸びた手が、貴久の両肩を押さえ、強引にその場にしゃがみ込ませる。

　貴たか久ひさが振り返ると、そこにはスーツ姿の男がいた。先程『ライトニング』を使っていた、あの男である。

「早く避ひ難なんするんだ。こんな事に巻き込まれて怪け我がでもしたらどうする」

　男に叱しかり付けられ、それでようやく、貴久も我に返った。

　突然目の前で展開した非日常的な光景に、貴久はつい見入ってしまっていたのだった。

　だが、これはテレビや映画ではない。目と鼻の先で、現実に拳けん銃じゆうが乱射されているのだ。男の言う通り、こんなところで、ぼんやり見物などしていられる場合ではなかった。

「分かりました。すいません」

　貴久は男に頷うなずくと、急いで百ゆ合り子ことともくんの姿を探した。

「百合子！　百合子、どこだ！」

「ここよ。ここにいる」

　貴久が声を張り上げると、テーブルの陰から、百合子が顔を出した。つい先程まで貴久がいたテーブルである。百合子はその下で、ともくんと共に身を縮ちぢめていたのだった。

　貴久は、身を屈かがめたまま、百合子のそばへと、小走りに駆け寄った。

「大丈夫か？　怪我はないな？」

「ええ、大丈夫」

　百合子のその言葉に、貴久は、ひとまず安あん堵どした。百合子の腕の中のともくんも、元気すぎるくらいに元気だった。すぐ近くで起きている銃じゆう撃げき戦に、怖がるどころか、目を輝かがやかせている。

「だけど携帯が……」

「携帯が……どうした？」

　貴久は、ともくんから百合子に、視線を戻した。

「通じないの。警けい察さつに通報しようとしたんだけど、全然通じないのよ」

　貴久は眉まゆを顰ひそめた。

「……バッテリーは？」

「バッテリー切れでも故障でもない。なのに通じないの」

「……」

　貴久は、ジャケットの内ポケットから、自分の携帯電話を取り出した。

　ここは街まち中なかである。駅も近い。間違いなく携帯電話が使える地域だし、実際にこの場所で携帯電話を使った事も、過去に何度かあった。

　だが……百合子の言った通りだった。携帯電話の液晶画面は『圏外』を表示している。念のために一一〇番を押して耳に当ててみたが、やはり無駄だった。

「奴やつら、妨害電波まで使ってるのか……」

　白昼堂々、街中での作戦行動。無む謀ぼうなほどに大胆な『黒い覆ふく面めん集団』の行動だったが、警察への通報を遅らせるため、それなりの手は打ってあったわけだ。

　あの装備といい、訓練された動きといい、確かに、ただの犯罪組織ではない。まるで軍隊さながらだ。

　貴たか久ひさは、携帯電話をしまいながら、百ゆ合り子こに訊きいてみた。

「公衆電話がどこかにないか？　有線で繋つながってる電話なら……」

　とにかく、一刻も早く警察に通報しなければならない。警察以外に、この混乱した状況を収拾できるものはいない。

「ビルの中にあったと思うけど……」

　百合子の返答は、どこか自信がなさそうだった。貴久にしてもそうだが、携帯電話を持ち歩くようになると、公衆電話がどこにあるかなど、あまり意識しなくなってしまうのである。

「分かった。どっちにしろ、ここは危険すぎる。早くビルの中に避ひ難なんしよう」

「ええ、そうね」

　百合子が頷うなずいた。その腕の中では、ともくんが貴久と百合子を交互に見ながら、

「ねぇ、がーでぃあんは？　がーでぃあんは、まだこないの？」

　しきりに、そんな事を言っている。どうやらともくんは、正義のヒーローの登場を待ち侘わびているらしい。

「そんな事より、今は逃げる方が先だよ。君が怪け我がでもしたらお母さんが悲しむだろ」

　貴久は、ともくんの頭を軽く撫なでるようにしながら、そう言って聞かせた。ともくんは不満そうに、頬ほおを膨ふくらませている。

　他たの客たちはどうしているのかと見渡してみると、皆、貴久たちと同様に、テーブルや椅い子すの陰に身を潜ひそめていた。

　だが、その中に、一人だけ立ち続けている男がいた。白いワイシャツに黒いズボン。襟えり元もとには蝶ちようネクタイが結ばれている。どうやら、『パルメール』のウェイターのようだ。細ほそ面おもての顔立ちに、切れ長の目が印象的な、若い男だった。

「皆さん、ビルの中まで行けば安全です。どうか慌てないで、順に避難して下さい。危険ですから、テーブルの上には顔を出さないようにお願いします」

　カフェテラスの客たちに向かって、そう声を張り上げながら、そのウェイターは、横倒しにしたテーブルを並べている。テナントビルの入り口まで、即席の防弾壁へきを築きづこうとしているのだ。

　こんな状況の中でも、客の身の安全を第一に考えている。大した男だなと、貴久は思った。

　不測の事態が起きた場合、客の身の安全を図るのは店の人間の務めではあるだろう。だが、実際にその状況に置かれた時、このウェイターのような行動を取れる人間がどれだけいるかは疑問だった。現に、『パルメール』の店内には、このウェイターよりも明らかに年上で地位も上だと見られる従業員の姿が確認できたが、その男は顔を強こわばらせたまま、表に出て来ようともしない。

　もっとも、流れ弾の飛び交うこの状況である。外に出て客の避ひ難なんを助けないからといって、ウェイターの上司を責めるのは酷だろう。上司が臆おく病びようなのではなく、このウェイターの 肚はらが据すわっているのだ。

　いずれにせよ、そのウェイターの的確な誘ゆう導どうのお陰で、カフェテラスの客たちは比較的落ち着いて避難を始める事ができていた。中には、腰を抜かした中年女性もいるにはいたが、近くにいたサラリーマン風の男が、その腕を取って避難を助けてやっている。

「俺おれたちも急ごう」

　貴たか久ひさは百ゆ合り子こに呼び掛けた。

「ええ」

　貴久たちのいたテーブルは、カフェテラスの中でも一番端にあったから、テナントビルまでの距離も遠い。貴久は、あのウェイターに倣ならって、手近のテーブルを横倒しにした。丸いテーブルだから、転がしながら移動できる。それを楯たてにしながら、避難するつもりだった。

　どごぉおおんっ！

　他を圧するような、凄まじい銃声が轟とどろいたのは、その時だった。

　反射的に振り返った貴久の目に、黒ジャケットの一人が、左肩から鮮せん血けつを噴ふき上げながら横転する姿が映った。
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　これまで黒ジャケットたちは、拳けん銃じゆうを手にしたやくざたちを相手に、互角以上の戦い振りを見せていた。その訓練された身のこなしや、触れただけで相手を昏こん倒とうさせてしまう黒い棒の存在もさる事ながら、その身を包んだジャケットの高い防弾効果が、それを可能にした最も大きな理由であったに違いない。

　だが、それが今、破られたのだ。

「見たか！　五〇口径の威力を！」

　やくざの一人が高らかに哄こう笑しようする。その手には見るからに無骨で巨大な拳銃が握られていた。

　おそらく、その男は、やくざの中でも一いち目もく置かれている男なのだろう。大口径の拳銃を手に、真打ち登場とでも言いたげな表情を浮かべていた。

　そして再び、その拳銃が火を噴いた。

　どごぉおおんっ！

　銃声が空気を震ふるわせ、黒ジャケットが、また一人、吹き飛ばされる。

　胸の中央を撃うち抜かれたその黒ジャケットは、アスファルトの上で一度だけ、びくんっと体を震わせたが、それきり動かなくなった。

　即死、か……。

　貴たか久ひさは、唇を噛かんだ。自分の胃袋を、誰だれかに、ぎゅっと掴つかまれたような感覚がある。

　やり合っているのは、どちらも犯罪者の集団だ。なにがあっても自業自得かもしれないが、それでも目の前で人が死ぬところを見せられたのは、やはりショックだった。

　仲間を二人まで倒されて、黒ジャケットたちが、明らかな動揺を見せる。反対に、それまで押され気味だったやくざたちが、一いつ斉せいに勢い付いた。

「ざまぁみやがれ！」

「俺おれたちを舐なめると、こうなるんだよおっ！」

　黒ジャケットたちが素早く陣形を変える。ジャケットの防弾効果に頼れなくなった事を知って、車体の陰に隠れようとしたのだ。

　それを見て、五〇口径を手にしたやくざが、せせら笑った。

「馬ば鹿かが……。今更逃がすかよ。手て前めぇら、皆殺しにしてやる！」

　──そして、ドアが開いた。

　やくざたちを乗せた三台の車。その先頭車両に、対向車線から飛び込んで来た四輪駆動車が体当たりした──それが、この一連の出来事の始まりだった。

　口火を切り、そしてこれまで沈ちん黙もくを守っていた四輪駆動車。そのドアが、今、開いたのである。

　そして降りて来た。

　黒ヽいヽもヽのヽが。
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　その存在は、『黒い覆ふく面めん集団』が世間にその姿を現した時から、既に囁ささやかれていた。

『黒い覆面集団』の襲しゆう撃げきを受けた人間が、口々にそう証言していたのだ。

　確かに見た。そういう存在がいたのだ、と。

　だが、警けい察さつは、それを信じなかった。

　あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな事だったからである。

　だが、昨年の一〇月、初めて作戦行動中の『黒い覆面集団』を捕ほ捉そくする事に成功した時、警察は、その証言と同じものを目まの当たりにする事となった。

　それは一人の人間だった。

　少なくとも、人間と似た形をしていた。

『最初は、なにかの着ぐるみでも着ているのかと思った』

　出動した警官の一人は、そう証言している。

　だが、その『着ぐるみ』が、押し寄せる警官隊に、単身で立ち向かってきたのである。

　圧倒的なパワーとスピードだった。

　飛び掛かった無数の警官を腕のひと振りで弾はじき飛ばし、拳こぶしの一撃でパトカーを走行不能なまでに破は壊かいした。『黒い覆ふく面めん集団』が撤てつ退たいするまで単身で警けい官かん隊を押し止とどめ、それが完了すると見るや、信じがたい跳ちよう躍やく力と走力を見せつけて、夜の闇やみへと消えて行ったのである。

　マスコミは、警察の失態を大々的に取り上げ、そしてその『着ぐるみ』に注目した。

　いったい、その正体はなんなのか。

　いかなる技術が、それを作り上げる事を可能にしているのか。

　一切は、いまだに不明である。

　ロボットだの、特殊な強化服だの、超能力者だの、果ては、宇宙人に違いないなどと言い出す者まで出てくる始末だったが、その正体が分からない以上、それらの意見を一概に否定する事はできない。

　だが、いずれにせよ、存在するものには呼び名が必要だ。

　マスコミ各社は、それぞれに分かりやすく印象的な名称を開発していったが、時が経たつに連れ、それらは自然淘とう汰た的に、ある一つの名称に統一されていった。

　──『改造人間』と。
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『黒い覆面集団』が保有する改造入間は、これまで確認されただけでも一〇体を越えている。そして、それらは、実に様々な形態を持っていた。

　四輪駆動車から降りて来た改造人間は、黒い体色をしていた。その表面には、刺とげのようにも見える剛毛が、びっしりと生えている。身長は一七五センチ程度。ただし、額ひたいから生えた昆こん虫ちゆうの触覚のような二本の突起の長さを含めれば二メートルほどになる。大きな赤い目は精細な多面形をしていて、まるでミラーボールを半分に割って付けたかのようだ。両手首には金属製の腕輪が嵌はめられていて、漆黒の体色の中に、その銀色が鮮あざやかに輝かがやいていた。

　あれが……改造人間、なのか……。

　貴たか久ひさは息をする事も忘れて、その異い形ぎように見入っていた。

　あれだけマスコミが喧けん伝でんしているにも拘かかわらず、改造人間の映像資料は、静止画を含めてもほとんどない。もっとも、それも当然といえば当然だった。そもそも『黒い覆面集団』の活動自体が神出鬼没なのだ。カメラを向ける事のできる機会自体が極めて少ないのである。お陰で、偶然現場に出くわした素人しろうとのピンボケ写真でさえも珍重されるのが、現状だった。

　逆にいえば、そうした映像資料が少ないからこそ、改造人間の正体について、様々な憶おく測そくが生まれる事となっているのかもしれない。

　まだ学生とはいえ、貴久も科学者の端くれである。マスコミがいくら改造人間をネタに大騒さわぎをしようとも、それをそのまま鵜う呑のみにはしていなかった。むしろ、どうすればこれだけ多くの人間に『改造人間が存在する』などという事を信じ込ませる事ができるのか、そちらの方により大きな興きよう味みを抱いたくらいである。

　だが、その改造人間が、今、貴たか久ひさの前にいる。

　いったい、なんなんだ、これは……。

　マスコミが伝えるように、確かにそれは人間に近い体格を持っていた。異い形ぎようである事は確かだが、手も足も二本ずつ、体の大きさも、ほぼ人間のそれと同じだ。それだけ見れば、人間がなにかを着込んでいると見るのが、妥当なようにも思える。

　だが、それならば、中に人間が入っている筈はずである。人間が入れるだけの容量が、その内部に必要な筈である。だが……。

　貴久は、黒い改造人間の足元に、注目していた。

　その改造人間の両手には、人間と同じように五指があった。だが、足の方はそうではない。そこには、二本の鋭するどい鉤かぎ爪づめが生えていた。それも、人間の踵かかとから先を二つに割いて、それぞれを鉤爪にしたような形状である。大きさから見ても形から見ても、内部に人間の足が収められるとは思えなかった。

　しかし、それを確認してもなお、貴久には信じられない。なにかほかの方法があるのではないか、自分はうまく騙だまされているのではないか。その思いが抜け切れない。

「手前てめぇが、例のあヽれヽか」

　五〇口径を手にしたやくざが、改造人間を見て、鼻を鳴らした。

　テレビや新聞で改造人間の事は知っていても、その存在を信じてなどはいないのだろう。それが普通の人間の反応というものだ。

「そんなもん着たまま死んじまったら、恥っさらしだぜ、手前ぇ！」

　そう吠ほえるや否や、やくざは引き金を引いた。狙ねらいは勿もち論ろん、改造人間である。だが、その巨大な銃口が火を噴ふいた時には、改造人間の姿は、そこにはなかった。

　素早い、といういベルの話ではない。まるでそこだけ時が跳んだかのようだった。拳銃を撃うったやくざが、その姿勢を解くよりも速く、改造人間の姿は、その懐ふところ深くにあった。

　なにかが宙に飛んだ。丸太のような、なにか。

「があああああっ！」

　一いつ瞬しゆんの間をおいて、やくざが悲鳴を上げる。

　そして、遠く離れたアスファルトの上に、腕が落ちた。付け根からもぎ取られた、やくざの右腕である。その手はまだ拳銃を握ったままだった。

　鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。

　まさにそれだった。

　右肩を押さえて転げ回るやくざを一いち瞥べつし、改造人間が他たのやくざへと目を向ける。

　やくざたちは、無残な姿になった仲間を、呆ぼう然ぜんと見下ろしていた。今の瞬間になにが起きたのか、それをまだ脳が処理し切れていないのかもしれない。

　そのやくざたちに、改造人間が襲おそい掛かる。

　一人、二人……そして三人。誰だれも彼もが呆あつ気けなく、ただの一いち撃げきで倒されていく。

　その間に、黒ジャケットたちの方も、態勢を立て直していた。撃うたれた二名は仲間の手によってバンヘと運ばれ、残った人員が改造人間のサポートにまわる。

　三台並んだ黒塗りの車のうち、中央の一台は、いまだに沈ちん黙もくを続けていた。ドアも窓も開けられてはいない。前と後ろの車両が護ご衛えいであったとすれば、この車の中にこそ、『黒い覆ふく面めん集団』の目的があるのだろう。

　やくざたちを一掃すると、改造人間は、中央の車へと向き直った。後部座席の窓ガラスに向け、握った拳こぶしを無造作に打ち付ける。堅けん牢ろうさを誇っていた筈はずの強化ガラスは、ただそれだけで粉々に割れ砕けた。

　銃声が連続して湧わき起った。車の中からだ。

　至近距離からの銃弾を浴びて、改造人間の体が弾はじかれたように後方へと押しやられる。だが、それだけだった。間違いなく命中した筈なのに、その体には銃弾の跡さえない。

　改造人間が右腕が、窓から中へと伸びた。

「よせ、やめろ！　やめてくれぇ！」

　襟えり元もとを掴つかまれた若いやくざが、ガラスの無くなった窓枠から外へと引きずり出されてきた。

　同時に、反対側のドアが開いた。やや年配のやくざと、もう一人、小太りな初老の男が、もつれ合うように、そこから飛び出してくる。

　改造人間は、若いやくざを、まるでごみのように脇わきへと放り捨てると、ごく軽い感じで跳ちよう躍やくした。車の屋根をひと息に跳び越え、逃げ出そうとする二人の目前に着地する。

　逃げ道を塞ふさがれ、二人が顔を引きつらせた。年配のやくざは、手にしていた拳けん銃じゆうを構えようとしたが、その動きを完了する事さえできずに、頬ほお桁げたへの一撃を受けて、昏こん倒とうさせられる。

　車の中には、少なくともまだ一人、運転者がいる筈だが、恐れおののいたのか外に出て来ようとはしない。初老の男は、孤こ立りつ無む援えんとなり、青ざめた顔を改造人間に向けていた。

　その初老の男が誰だれなのか、貴たか久ひさは知らない。だが『黒い覆ふく面めん集団』の目的が、その男である事は確かなようだった。

　初老の男が、へなへなと、その場にしゃがみ込んだ。腰を抜かしたのだ。

　改造人間は、それを見下ろし、そして、ゆっくりと片手を振り上げた。

　その時、である。

　空からなにかが降って来た。
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　藤ふじ岡おか武たけ士しは、着地点に、南な雲ぐも秀ひで利としの真後ろを選んだ。

　八階建てのビルの屋上から飛び降りた衝しよう撃げきを、両膝ひざをやわらかく屈伸させる事で吸収する。南雲の反応は速かった。藤岡の到来を察知するやいなや、振り向きざまに右の裏うら拳けんを打ち込んで来たのである。唸うなりを上げるその裏うら拳けんは、だが、藤ふじ岡おかの頭上をかすめて吹き抜けた。藤岡が路面に這はいつくばるほどに低く、身を屈かがめたからだ。

　そして、次の瞬しゆん間かん、藤岡の体は跳ね上がった。屈めた足腰のバネをフルに使い、南な雲ぐもの顔面目掛けて、渾こん身しんの拳こぶしを打ち込んだのである。

　南雲はそれを躱かわせない。だが、その左腕が、咄とつ嗟さに顔面をブロックした。

　がしっ！

　激しい衝しよう撃げきが、周囲の空気を震ふるわせる。

　藤岡の拳は、南雲のブロックを突き破る事はできなかった。だが、そこに込められたパワーが、そのブロックごと、南雲の体を空中に跳ね上げた。

　相手の体が宙に浮くという事は、パワーが分散したという事だ。ダメージを与えるという点からすれば、今の攻撃は褒ほめられたものではない。

　だが、今の打撃は、ダメージを与えるためのものではなかった。ほんの数秒でいい、穂ほ積づみを保ほ護ごするための時間を、藤岡は稼かせぎたかったのである。

　空中で身をひねり、体勢を立て直した南雲が、足の先から、すとんとアスファルトの路面に着地する。

　その間に、藤岡は、腰を抜かしたままの穂積を、両腕に抱え上げていた。

　南雲が突進してくる。

　その南雲から逃げるように、藤岡も加速する。短い距離で一気に体にスピードを乗せると、アスファルトの路面を蹴けり付け、高々と跳ちよう躍やくした。

　目指したのは、通りを挟んだ向こうにある、マンションの屋上だった。そこまでの距離は、長さにして二〇メートル、高さにし一〇メートルほどもあるだろうか。

　ハイブリッドの肉体がいかに強化されているとはいえ、ひと息にそこまで跳躍するだけの能力はない。穂積のような荷物を抱えていては、なおさらだ。

　跳躍した藤岡の体が描く放物線は、目標地点の遥か手前で、その頂点に達してしまう。

　だが、その瞬間、

　ばしゅっ！

　藤岡の左右の体側面に並ぶ合計二〇の気門が一いつ斉せいに開口し、体内に溜め込んでいた空気を一気に噴ふん出しゆつした。

　新たな推力を得て、藤岡の体が、更に高く上昇する。

　そして、計算通り、藤岡はマンションの屋上に着地した。
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「がーでぃあんだ……ほんものの、がーでぃあんだぁ……」

　貴たか久ひさの脇わきでは、ともくんが、しきりにそれを繰くり返している。マンションの屋上を見上げるその両目は、憧どう憬けいと共に、きらきらと輝かがやいていた。

　……あれが、ガーディアン、なのか……。

　貴たか久ひさもまた、信じ難い跳ちよう躍やく力を見せ付けたその改造人間の姿を、凝ぎよう視ししていた。

　体色は、褪あせた色合いの茶と緑。それらが微妙な濃のう淡たんを作っている。印象としては、砂漠仕様の迷彩色に近い。硬質の外がい殻かくが体節ごとにその身を包んでいて、まるで鎧よろいを着込んでいるかのようだ。

　──ガーディアン。

　新たに現れた二体目の改造人間の、それが名前だった。

　自分からそう名乗ったわけではない。例によって、マスコミが勝手に作り上げ、その存在に与えた名前である。




『黒い覆ふく面めん集団』が有する改造人間の力は圧倒的だった。警けい察さつはそれに対抗する手段を見いだせず、結果として『黒い覆面集団』の跳ちよう梁りようを許してしまっている。

　そんな警察の不ふ甲が斐いなさを、マスコミが声高に非難し始めた頃ころの事である。

　突如として、彼は現れたのだった。

　彼は『黒い覆面集団』の前に立ちはだかり、その作戦行動を阻止した。そればかりか、改造人間に闘たたかいを挑いどみ、これをも斃たおしてのけたのである。

　その事実が明らかになった時、マスコミは騒そう然ぜんとした。

　いったい彼は何者なのか。どこから来て、なんのために『黒い覆面集団』と闘うのか。

　一切は不明である。

　警察やマスコミの度重なる呼び掛けにも、彼は応こたえなかったからだ。

　だが、彼が改造人間と同等かそれ以上の戦せん闘とう力を有している事、そして『黒い覆面集団』と闘う意志を持っている事は明らかだった。

『黒い覆面集団』の現れるところに、彼は現れる。そして警察でさえも太た刀ち打ちできなかったこの犯罪集団に、敢かん然ぜんと闘いを挑むのだった。

　無能な警察に成り代わり、悪と闘う孤高のヒーロー。

　人々の平和を守る、正義の守護者ガーディアン。

　それが、マスコミが彼に与えた役どころだった。




「よせ」

　その声は、貴久の左後方から聞こえてきた。低く押し殺した、だが、力のこもった声。

　？

　貴久は身を屈かがめたまま、そっと背後を振り返った。

　客たちはあらかた、テナントビルの中へと避ひ難なんしたらしく、カフェテラスは、がらんとした雰囲気に包まれている。

　屈かがみ込んだままの目線の高さでは、テーブルや椅い子すが邪じや魔まになる。だが、その向こうに、一人の男の姿を確認する事ができた。

　先程、貴たか久ひさに逃げろと指示した、あのスーツ姿の男だ。片膝ひざを突くようにして身を屈め、右手に持った携帯電話を耳に当てて、誰だれかと話している。

　だが、携帯電話は使えなくなっていた筈はずだ。百ゆ合り子このものも貴久のものも使えなかった。それなのに、なぜ、あの男の携帯電話だけが使えるのだ？

「奴やつとはやり合うな。任務を優先させろ」

　男は、厳きびしい口調で、そう命じている。

　……いったい、なにを話している？　いや、誰ヽとヽ話してるんだ？

　貴久は、疑惑と共に、その男を見詰めていた。
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　めまいにも似た感覚を、藤ふじ岡おかは感じていた。体内に取り込んでいた空気を一気に吐き出したため、軽い酸欠状態に陥ったのである。

　失った空気を取り戻すため、藤岡は『深呼吸』を始めた。胸部二対、腹部八対の気門が、大きく口を開き、音を立てて周囲の空気を取り込んでいく。それに連れて、藤岡の胸郭が、見る見るうちに厚みを増していく。

「あ、あんた……俺おれの味方なのか？　俺を助けてくれるのか？」

　いまだに腰の立たない穂ほ積づみが、コンクリートの床面にへたり込んだまま、藤岡を見上げた。

　藤岡は、首を巡らせ、穂積を見下ろした。

　この男の名は、穂積雅まさ明あき。乾いぬい組の組長である。社会に寄生するやくざの、その頭目の一人だ。

　世間が言うところの『黒い覆ふく面めん集団』が犯罪組織ならば、この男が率いる乾組もまた犯罪組織である。

「だったら……だったら、頼む。奴らを叩たたっ殺してくれ。金なら、いくらだってくれてやる。あの殺し屋どもを、皆殺しにしちまってくれ！」

　ほんの数秒前まで恐怖に青ざめていた穂積の顔が、今は怒りと憎しみで紅こう潮ちようしている。

　その醜みにくく歪ゆがんだ顔を見下ろしながら、藤岡は、ふと思った。

　……私はなにをしているんだろう。

　なんのために、こんな男を助けねばならないのか。

　なんのために、この手を血で汚さねばならないのか。

　……いや、よそう。

　今更、そんな事を思い悩んでも仕方がない。既に道は選んでしまったのだ。立ち止まる事も後戻りする事も、最も早はやできはしない。

　この男を殺す事がユニコーンにとって利益となるなら、それを阻む事はユニコーンの不利益となる筈はずだ。今はそれでいい。それだけでいい。

　藤ふじ岡おかは、地上へと目を戻した。そこには、南な雲ぐもの漆黒の体があった。

　南雲とは、かつて一度、闘たたかった事がある。闘って倒した事がある。藤岡を見上げる南雲のその目が、雪辱に赤く燃えているのが分かった。

　あの時、藤岡は南雲を殺さなかった。いや、殺さなかったのではない。殺せなかったのだ。人を殺す事を忌き避ひする思いが、南雲に止とどめを刺す事を躊躇ためらわせたのである。

　だが、その結果がこれだ。藤岡は再び、南雲と殺し合いをしなければならなくなった。

　甘さを捨てろ。殺せる時に殺さねば、彼らは何度でも蘇よみがえってくる。

　藤岡は、自らに、強くそう言い聞かせた。

　藤岡は闘う事を選んだのだ。そして闘う事を選んだ以上、殺す事を躊躇うべきではない。

　地上の南雲が、藤岡のいるマンションに向かって突進してきた。

　南雲の筋力では、この高さの跳ちよう躍やくはできない。だが、彼に与えられた肉体は、垂直な壁かべをもよじ登る事が可能だった。

　……慌てずにそこにいろ。私の方から行ってやる。

　藤岡は、コンクリートの床面を蹴けると、再び空中に躍おどり出た。

　南雲と闘い、その命を奪うために。
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　車道の真ん中に立った黒い改造人間が、マンションの屋上を見上げている。そこにいるガーディアンを見み据すえている事は明らかだった。

「奴やつに借りを返したいなら、いずれ機会をやる。だが、今は駄目だ」

　スーツ姿の男は、握り締しめた通信機に、そう繰くり返し告げている。

「ねえ、山やま口ぐちくん……」

　貴たか久ひさの耳元に顔を寄せるようにして、百ゆ合り子こが小声で呼び掛けてきた。その声がかすかに震ふるえている。百合子も、スーツ姿の男の様子に、不ふ審しんと不安を感じているのだろう。

　貴久は、右手を軽く上げて、百合子に喋しやべらないよう、合図した。

　ス−ツ姿の男が貴久たちの存在に気付いていない事は明らかだった。おそらくは、他たの客たちと同様に、既に避難したと思っているのだろう。

　気付かれてはまずい。

　貴久の想像通りだとすれば、この男は……。

「奴とやり会うんじゃない。これは命令だぞ。聞いているのか、南雲！」

　男が声を張り上げた時、黒い改造人間が、貴久たちのいるカフェテラスヘと、その顔を向けた。男を振り返ったのだ。

　だが、それは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。

　黒い改造人間は身を翻ひるがえすと、ガーディアンのいるマンションに向けて走り始めた。

　それを迎え撃うつかのように、ガーディアンが、屋上から飛び降りて来る。

　両者の激突は必至だった。

「あの……馬ば鹿かが！」

　吐き捨てるような男の声が、貴たか久ひさの耳に響ひびいた。
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　南な雲ぐもは、藤ふじ岡おかの着地を待たなかった。

　鉤かぎ爪づめの生えた足で強く路面を蹴けり付け、一気に跳び上がってくる。藤岡を空中で捕ほ捉そくするつもりなのだ。

　その狙ねらいはいい。人は空中にある間は、重力に従った動きしか取れないからだ。

　──だが、それは、相手が藤岡でなかったら、である。

　ばしゅっ！

　左側面の気門群が、鋭するどい音を立てて、空気を噴ふん出しゆつする。藤岡の体が右にスライドし、南雲の右挙こぶしが、半はん瞬しゆん前まで藤岡の頭部があった空間を吹き抜けた。

　同時に藤岡が身をひねる。鞭むちのようにしなった右足が、がら空きになった南雲の左脇わき腹ばらを、激しく蹴り付ける。

「ぐふっ！」

　くの字に折れ曲がった南雲の体が、そのまま真横に吹き飛び、マンションの外がい壁へきへと叩たたき付けられた。だが、その程度のダメージでは、ハイブリッドの致命傷とはならない。

　南雲を蹴り付けた反動で、藤岡の体は後方に膨ふくらむ。やや崩れかけた体勢を修正しつつ、藤岡はアスファルトの上に着地、間髪容いれずに、再度、跳ちよう躍やくした。
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「田た村むら、聞こえるか」

　男が、別の名前を口にした。

「南雲は止まらん。諦あきらめるしかない。それより問題は穂ほ積づみの方だ。向かいのマンションの屋上を見ろ。穂積の姿が見えるな？」

　路上にいる黒ジャケットの一人が、マンションを仰ぎ見るのが分かった。

　とすると、あの男が『田村』なのだろう。

「銃器の使用を許可する。狙そ撃げきしろ」

　通信機を手にしたまま、男は冷静に、そう命じた。

『田た村むら』が、別の黒ジャケットに、軽く手を振った。それを受けて、その黒ジャケットが、白いバンヘと向かう。そして、車の中から一挺ちようのライフル銃を取り出すと、手早く動作機構の点検を済ませた。バンの陰に身を隠すようにして、狙ねらいを定める。

　貴たか久ひさは、目を凝こらすようにして、車道の向かい側にあるマンションの屋上を見上げた。そこには、先程の小太りな初老の男の姿があった。手て摺すりりから乗り出すようにして、ガーディアンと改造人間の闘いを見下ろしている。地上から自分を狙そ撃げきしようと狙っている者の存在など、意識もしていない様子だった。

「外せば穂ほ積づみは身を隠す。そうなったら、作戦は失敗だ。我々に、あそこまで登っていく時間的余裕はない。……よく狙えよ」

　男が、『黒い覆ふく面めん集団』の作戦指揮を執とっている事は、最も早はや、疑いようがなかった。

　その男の指示で、今また、新たに人が殺されようとしている。

　だが、貴久には、どうする事もできなかった。声を張り上げて注意を呼び掛けようとしたところで、穂積と呼ばれた男がいる場所まで聞こえる筈はずがない。また、そんな事をすれば、すぐ後ろにいる男に、貴久たちの存在を気付かれてしまう。

　百ゆ合り子この手が、貴久の右腕のあたりに、そっと触れてきた。

　振り返れば、百合子の不安に満ちた目が、そこにある。

　貴久は、その百合子の手の上に、自分の左手を重ねるようにして、大丈夫だとばかりに、頷うなずいて見せた。

　その百合子の腕の中で、ともくんは一人、目を輝かがやかせて見入っていた。

　ビルの谷間で繰くり広げられている、ガーディアンと改造人間の常軌を逸いつした闘いに。
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　南な雲ぐもの体が、白く霞かすんだ。

　いや、違う。南雲が藤ふじ岡おかに向かって突き出した右の掌てのひらから、白いものが迸ほとばしったのだ。

　霞かすみのように拡散したそれは、空気に触れて固体化し、藤岡の体に絡み付いた。

　……糸？

　藤岡は、南雲から距離を取ろうとしたが、無数のその糸は、藤岡を繭まゆのように包み込んで、それを許さない。

　藤岡を見る南雲の異い形ぎようの口元が、にやりと笑ったように見えた。

　ぐいっと、藤岡の体が引かれた。南雲が、その右手から伸びた糸の束を掴つかみ、ちょうどハンマー投げのように、藤岡の体を振り回したのだ。

　遠心力が藤岡の体に掛かる。細く強きよう靭じんな糸が、装甲の隙すき間まに入り込み、藤岡の体を直接、締しめ上げる。

　そして、南雲は、近くのビルの外がい壁へきに、藤岡の体を叩たたき付けた。

　コンクリートの外がい壁へきに亀き裂れつが走り、ビルそのものまでが鳴動する。

「ぐはっ！」

　藤ふじ岡おかの口元から、苦く悶もんが漏れる。

　だが、南な雲ぐもの攻こう撃げきは、それで終わりではなかった。反動を利用して、再び高々と藤岡の体を振り回すと、身をひねるようにしながら、今度は、路面のアスファルトに叩たたき付けたのである。

「くう……っ！」

　再び重いダメージが、藤岡の体に刻み込まれた。身を覆おおう外がい殻かくの幾つかが、ひび割れするのが分かった。

　……強くなっている。

　それが、実感として分かった。

　以前、戦った時の南雲には、このように糸を噴ふき出すまでの能力はなかったし、筋力もここまで強くはなかった。

　アスラ細胞は、変身の度に顕けん在ざい化して、ハイブリッドの体を戦せん闘とう形態に変える。変身を繰くり返し、戦闘を繰り返す度に、それはより強きよう靭じんなものとなり、戦闘目的に沿ってハイブリッドの戦闘形態を最適化していく。藤岡たちが習練効果プラクテイスエフエクトと名付けた、アスラ細胞の、それが特徴だった。

　……しかし、私とて、それは同じ事だ。

　藤岡は、左右の拳こぶしを、強く握り締しめた。藤岡の前腕部外側に、鋭するどい刃やいばが起き上がる。縦たてに三つ並んだその刃は、藤岡の体表面の棘きよく刺しが変形したものだ。普段は装甲の中に眠っているが、藤岡の筋肉の動きによって、外に開く事ができる。

　南雲が、三み度たび、藤岡の体を振り回した。だが、そう何度も同じ攻撃を食らってやるほど、藤岡もお人好しではない。

　左右の刃で、身を包んでいた糸を斬きり裂く。制御を失った遠心力が、藤岡の体を空高く打ち上げる。

　藤岡は体をひねりながら、マンションの外壁を蹴けった。跳ね返るように宙に飛び出し、地上で体勢を崩している南雲の背中に、渾こん身しんの蹴りを叩き込む。

　ぐしゃっ！

　鮮せん血けつと共に、南雲の肉が弾はじけた。

「ごはっ！」

　口からも血を吐きながら、南雲の体が吹き飛んでいく。

　アスファルトの上を弾みながら転がっていく南雲を追い、藤岡が止とどめを刺そうとした時だった。

　長く尾を引くような銃声が、ビルの谷間に響ひびき渡った。
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　マンションの屋上で、穂ほ積づみの体が揺らぎ、そして、そのまま膝ひざから崩れ落ちる様子が、貴たか久ひさには見えた。黒ジャケットが放ったライフル弾が、穂積の頭部を確実に撃うち抜いたのである。

「よし。よくやった」

　貴久の耳に聞こえる男の言葉は、どこまでも冷静だった。

「田た村むら、撤てつ退たいにかかれ。南な雲ぐもの事は構わなくていい。こちらで回収する」

　路上での戦いには、決着が付いたかのようだった。

『南雲』と呼ばれた黒い改造人間は、地に伏したまま、その身を震ふるわせている。立ち上がろうと、懸けん命めいにもがいている。

　そして、ガーディアンは、やや離れたところに、すっくと立っていた。

　だが、その目は、『南雲』を見てはいない。

　ガーディアンの顔は、貴久たちのいるカフェテラスの方に、まっすぐ向けられていた。
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　銃声が轟とどろいた瞬しゆん間かん、藤ふじ岡おかは、なにが起きたのかを悟った。

　白いバンの陰に、ライフルを構えた戦せん闘とう員の姿がある。屋上にいる穂積が狙そ撃げきされた事は、ほぼ間違いなかった。

　だが、その狙撃が成功したのかどうか、それは藤岡には分からない。藤岡のいる位置からでは、角度的に、マンションの屋上の様子を確認する事ができなかったからだ。

　だが、穂積の生死の確認などをしている余裕は、藤岡には、既になくなっていた。

　藤岡の目は、ただ一点だけを見詰めている。

　白いバンのその向こう。

　カフェテラスの中で、身を屈かがめるようにして、こちらを見ている男の姿。

　耳元に通信機をあてがいながら、離れたところから、作戦の指揮を執とっているあの男。

　間違いない。あれは速はや水み敬けい介すけだ。

　ユニコーンの幹部筆頭。いわば副司令の地位にある男。

　こんなところで出会えるとは思わなかった。

　……あの男を倒せば、ユニコーンの力は半減する。

　藤岡は、ゆっくりと、速水に向かって、進み始めた。
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「……気付かれたか」

　呻うめくような呟つぶやきが、貴久の耳には聞こえた。

　スーツ姿の男は、ガーディアンを見詰めている。

　そして、ガーディアンもまた、まっすぐに男を見詰めていた。

「ここでやる気か……」

　テーブルの陰から、ゆっくりと男は立ち上がった。

　最も早はや、身を隠していても仕方がないと思ったのか。あるいは、屈かがんだままの体勢では不利と判断しての事か。

　ガーディアンを見み据すえたまま、男が通信機に指示を下した。

「田た村むら、予定変更だ。私が時間を稼かせぐ。その間に南な雲ぐもを回収して、撤てつ退たいしろ。いいな？」

『時間を稼ぐ』、そう男は言った。だが、ガーディアンを前にして、果たしてそれができるのか？　それができるだけの能力を、この男は持っているとでも言うのか？

　ガーディアンは、ゆっくりと男に向かって進んで来る。

　決して急がない。急ぐ事で、事を仕損じてはならないと、そう考えているかのような足取りだった。

　男は逃げようとはしない。近付くガーディアンを、ただ見据えている。

　男とガーディアンの距離が縮ちぢまっていく。

　二人の間の空気が、その密度を増していく。

　この後、果たしてなにが起きるのか。

　貴久は、身を潜ひそめたまま、その様子を見詰めていた。

　息をする事も忘れて、その光景に見入ってしまっていた。

　だから、その時、反応が遅れてしまったのである。
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　──その時だった。

「あっ」

　貴久の脇わきで、不意に、百ゆ合り子こが声を上げた。

　そして、なにかがガーディアンに向かって飛び出していく。

　ともくんだ。

　突然、百合子の腕を振り切るようにして、ともくんが、ガーディアンに向かって駆け出して行ってしまったのである。

「がーでぃあ−ん！」

　幼く屈託のないその声は、この張り詰めた空気の中で、あまりに異質だった。

　敵を斃たおしたガーディアンが、自分の方へと近付いて来る。本ヽ物ヽのヽヒーローが、自分のもとへとやって来る。おそらく、ともくんにとっては、それがすべてだったのだろう。

　だが、ガーディアンの闘たたかいは、まだ終わってはいない。それどころか、今まさに始まろうとしているのだ。

「駄目！　ともくん！」

　悲鳴にも似た声を上げながら、百ゆ合り子こが、ともくんを連れ戻すために、テーブルの陰から駆け出していく。

　男が振り返り、ともくんと百合子の姿を、その目に留めた。
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　──その時だった。

「おがぁああ！」

　呻うめきとも喚わめきとも付かぬ声を上げながら、藤ふじ岡おかの背後から、南な雲ぐもが飛び掛かってきた。

　両腕で藤岡の首を締しめ付けるようにしながら、血に塗まみれたその口で、肩口に噛かみ付いて来る。

　南雲は既に、致命的ともいえるダメージを受けていた。その体には、最前までの力は残ってはいない。

　だが、藤岡の前には速はや水み敬けい介すけがいた。二対一の闘いは不利だし、あるいは、速水は南雲に足止めをさせて逃げ出すつもりでいるのかもしれない。いずれにせよ、藤岡が速水を仕留めるためには、南雲は邪じや魔まだった。一刻も早く黙だまらせておく必要がある。それも完ヽ全ヽにヽ、だ。

　藤岡は、羽は交がい締めにされた体勢のまま、思いっきり腕を振った。南雲の左右の脇わき腹ばらに、同時に肘ひじ打ちを叩たたき込んだのだ。

「ぐうっ」

　呻きと共に、藤岡の首に巻き付いた、南雲の腕が緩ゆるむ。その左腕を、がっしりと掴つかむと、藤岡はそのまま、背負い投げの要領で、南雲の体をアスファルトヘと叩き付けた。受け身を取る事など許さない。全身の力と体重を一点に集め、南雲の体を、左の肩口から路上へと容赦なくめり込ませた。

　ごきり。

　骨の析れる音が聞こえ、

「ぐほっ……」

　南雲の口元から、新たな鮮せん血けつが溢あふれ出した。

　いかにその体が強きよう靭じんであっても、ハイブリッドは生体である。耐久力を越えたダメージを受ければ、その体組織は破は壊かいされる。不死身ではないのだ。

　だが、それでもまだ、南雲は立ち上がってきた。左腕は、だらりと真下に垂れたままであり、その両足は、がくがくと震ふるえている。怒りと憎しみに燃えた目を藤岡に向けながら、南雲は、ただ気力だけで、体を支えているかのようだった。

　最も早はや、南雲には、闘う力は残ってはいない。立ち上がる事ができたという事自体が、むしろ驚おどろきである。

　だが、だからといって、見逃してやる事は、藤ふじ岡おかにはできなかった。ここで見逃せば、南な雲ぐもは、いずれ再び、敵となって戻って来る。それも、より強力な敵となって、だ。

　殺さねばならない。命を完全に断たなければならない。孤こ立りつ無む援えんの藤岡には、敵に情けを掛けてやれる余裕などない。

　……せめて、ひと思いに死なせてやる。

　藤岡は、自分の中に残る甘さを握り潰つぶすかのように、その右拳こぶしを堅く握り締しめた。
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『南雲』が、背後からガーディアンに襲おそい掛かったのを見て、ともくんが、驚いたように足を停とめる。追いついた百ゆ合り子こが、その場に跪ひざまずくようにして、ともくんを背中から抱き締める。

「百合子！」

　声を張り上げた貴たか久ひさに、スーツ姿の男が、厳きびしい視線を当てた。

「なぜ、まだ、そんなところにいる。巻き込まれたいのか！」

　苦々しさの滲にじむ口調で言いかけた男が、その時、はっと、二体の改造人間の方を振り返った。

　貴久は、男の視線の先を追い、そして背筋が凍り付くような感覚を覚えた。

　ガーディアンの反はん撃げきを受け、『南雲』は既に半死半生となっている。かろうじて立ち上がりはしたものの、それ以上の行動は取れそうもない。既に、勝負はあったのだ。だが、その『南雲』に向けて、ガーディアンは更なる攻撃を加えようとしている。あくまでも止とどめを刺すつもりらしい。

　両者の決着がどう付こうと、そんな事はどうでもいい。問題は、位置関係だった。その瞬しゆん間かん、ガーディアンと『南雲』、そして百合子のいる位置が、直線上に並んでいたのである。

　まずい！

　貴久がテーブルの陰から飛び出すのと、男がガーディアンに向かって叫ぶのとが同時だった。
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「よせ！　待つんだ！」

　速はや水みが声を張り上げるのが、藤岡にも聞こえた。

　だが、藤岡に殺し合いの道を選ばせたのは速水である。少なくとも、その元凶の一人である事だけは確かだ。

　……なにを今更。

　藤岡は、渾こん身しんの力を込めて、右の拳を、南雲の胸部中央に叩たたき込んだ。

　コンクリートの壁かべさえ打ち抜く、藤岡の拳である。容赦のないその一撃は、南雲の体を、その命と共に吹き飛ばした。骨が砕け、肉が潰れる感触が、藤岡の拳にこびり付く。

　……さあ、次は君だ。速水くん。

　藤ふじ岡おかは、ゆっくりと速水に向き直った。

　速はや水みは、最前と同じ位置に立っている。だが、その目は藤岡の方を向いてはいない。凝ぎよう然ぜんと立ち尽くしたまま、ただ一点だけを見詰めていた。

　……なにを見ている……？

　藤岡には、それが不ふ審しんだった。目前の敵から視線を逸そらすような、そんな無む警けい戒かいな事をする男では、速水はない。

　なにが起きても即応できるような体勢を維持しながら、藤岡は目の動きだけで、速水の視線を追った。

　テーブルと椅い子すが散乱したカフェテラスの中に、絶命した南な雲ぐもが転がっている。だが、速水が見ているものは、それではなかった。

　速水の視線の先にあったもの。それは、一人の若い女性だった。両腕に幼い男児をしっかりと抱き抱えた女性が、石畳の上に倒れている。

　それを目にした瞬しゆん間かん、藤岡の全身に熱く燃えたぎっていたものが、一気に凍り付いた。
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　気付いた時には、すべてが終わっていた。

　貴たか久ひさの目の前に、百ゆ合り子こが倒れている。『南雲』と共に吹き飛ばされ、そして石畳に叩たたき付けられた百合子が、仰あおむ向けになって倒れていた。

　……嘘うそだろ……。

　貴久は、駆け出そうとしたその時の姿勢のまま、その場に凍り付いていた。

　体が動かない。動こうとしない。

　数瞬前までの騒そう乱らんが嘘のように、周囲の一切が静寂に包まれている。まるで、貴久のまわりだけ時が停とまったかのようだった。

　その時、百合子の唇が、震ふるえるように動いた。

「……や……山やま口ぐちく……ん……」

　今にも消え入りそうな、かすかな声。

　だが、その呼び声が、貴久の体の呪じゆ縛ばくを解いた。

　貴久は、百合子のそばに駆け寄ると、四つん這ばいになりながら、その顔を覗のぞき込んだ。

「……百合子……」

　百合子は、その目を閉じている。やや寄せられたその眉まゆが、百合子の苦痛を示していた。

「……もくん……怪け我が……ない……？」

　目を閉じたまま、百合子の唇だけが、かすかに動く。

　百合子の腕の中で、ともくんは固まっていた。その目は真ん丸に見開かれている。吃驚びつくりして声も出ないといった様子だった。だが、ともくんの体には外傷はなかった。『南な雲ぐも』の体に跳ね飛ばされた時も、石畳に叩たたき付けられた時も、百ゆ合り子こが腕の中に抱え込むようにして、ともくんを守っていたからである。しかし、百合子は……。百合子の方は……。

「あ、ああ……ないよ……怪け我がはない……」

　貴たか久ひさは、喉のどの奥から、ようやくそれだけ、声を押し出した。

　百合子の頭が触れている石畳に、じわじわと赤い染みが広がっていく。百合子の綺き麗れいな黒髪が、赤い血に浸されていく。

「そ……よかった……」

　百合子の唇に、かすかな笑みが浮かんだかと思うと、その表情から苦痛の色が抜けていく。

　痛みが消えたわけではない。痛みを感じる心が、百合子の命が消えていくのだ。

「百合子……？　おい、百合子……！」

　貴久は、百合子の肩を掴つかもうとした。百合子の体を揺さぶり、消えていく命を、この世に引き戻そうとした。だが、頭部を強打した人間に、それはできない。感情と理性がせめぎ合い、貴久の手は空しく宙を掴んで、あてもなく上下した。

「百合子！　おい、百合子！」

　貴久は、必死で声を張り上げた。

　だが、その呼び掛けに、百合子は応こたえてくれない。

　百合子の体から、命の炎が消え去っていくのが、はっきり分かる。

　分かるのに、貴久には、それをどうする事もできない。百合子の体に触る事さえ、貴久にはできないのだ。

　……こんな事が……こんな事があっていいのか？　こんな事が！

「すまない」

　その時、貴久の頭上から、低く静かな声が聞こえた。

　百合子のそばに跪ひざまずいたまま、貴久は顔を上げた。

　そこにいたのは、あのスーツ姿の男だった。両腕には『南雲』の体を抱えている。

「すぐに警けい察さつと救急車が来る。あとは……祈るしかない」

　貴久に、それだけ言い残すと、男は身を翻ひるがえした。ひと一人を抱えているとは思えない速度で、カフェテラスから走り去っていく。

　気が付けば、あの黒ジャケットたちの姿もない。

　そして貴久は、ガーディアンを見た。

　ガーディアンは、『南雲』への止とどめの一いち撃げきを放った、あの時の位置に、そのまま佇たたずんでいた。逃げて行く男を追おうともしない。ただ、百合子と貴久とを見詰めていた。

　そのガーディアンを、貴久もまた見詰めている。

　貴久の頭の中は真っ白だった。

　意識ははっきりしている。自分が置かれている状況も、ちゃんと把は握あくできていた。ただ、感情だけが白紙なのだ。怒りも悲しみも、焦りも自責も、湧わいては来ない。まるで、大量のデータの奔流にシステムダウンしたコンピューターのように、その時の貴たか久ひさは、感情というものが完全に停止してしまっていた。

　遠くから、パトカーのサイレンが聞こえてくる。

　一台や二台ではない。重なり合うそのサイレン音は、『パルメール』を包み込むかのように、四方から押し寄せて来ていた。

　そして、ガーディアンが身を翻ひるがえした。

　走り出し、その信じ難い跳ちよう躍やく力と共に、ビルの谷間へと消えていく。

　あとには、貴久だけが残された。

　ゆっくりと、百ゆ合り子こを見下ろす。

　安らかな、まるで眠っているかのような表情。

「……百合子……」

　貴久は囁ささやくようにその名を呼び、そして、きつく唇を噛かんだ。
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　空は、どこまでも青く澄すんでいた。

　浮かぶ雲も、くっきりと白い。手を伸ばせば、触れる事さえできそうなほどだった。

　……いい天気だな……。

　貴たか久ひさは、鐘しよう楼ろうの石垣に背中をもたせ掛け、一人、青空を見上げていた。

　この寺の名は、千せん遇ぐう寺という。緑みどり川かわ家の菩ぼ提だい寺だ。

　ここでは今、緑川百ゆ合り子この葬そう儀ぎが行われている。貴久も喪服に身を包み、ついさっきまで、その葬儀に参列していたのだった。

　だが貴久には、最後まで列席を続ける事ができなかった。だから、途中で席を立ったのである。茶番のようなこの葬そう儀ぎの中にいつまでも身を置いていたら、自分がどうなるか分からなかったからだ。

　百ゆ合り子この葬儀は、呆あきれるほど盛大なものにされてしまっていた。

　参列者の数は優に一〇○○人を越え、寺の山門から本堂まで、喪服を着た人間たちが、帯となって連なっている。さほど大きくもないこの寺は、その対応におおわらわとなっていた。

　参列者の中には警けい察さつ署長の姿もあり、知事や代議士さえ、弔ちよう問もん文を持たせた代理人をよこしている。そして更に、山のような報道陣の姿があった。住職の強い抗議のお陰で、境けい内だいの中こそ、比較的、秩序は保たれていたものの、山門の外はまるで戦場のような有り様である。

　百合子は、ごく普通の女だった。芸能人でもなければ、名家の生まれでもない。世間の目を引くような女では、まったくなかった。

　その百合子が、今、一いち躍やく、世間の脚光を浴びている。

　その理由は明白だった。

　百合子が死んだからだ。

『黒い覆ふく面めん集団』の作戦行動に巻き込まれ、そして命を落とした、最初の一般市民となったからだ。

　あれほど大掛かりで、かつ暴力的な犯罪行動を繰くり返していながら、『黒い覆面集団』はこれまで一度も、一般市民を巻き込んではいなかった。作戦行動の障害となる人間を排除する事はあったが、その場合でも気絶させる程度に止とどめていた。

　それどころか、驚おどろくべき事に、明らかな敵である筈はずの警察官に対してさえ、重症者は出しても殉じゆん職しよく者は出していない。『黒い覆面集団』の手によるものと見られる死亡者は、これまでに三〇名にも及んでいたが、それはいずれも、日本のやくざか、台湾・韓かん国こく・ロシアといった国から日本に乗り込んできたマフィアに限られていたのである。

　それが彼らの主義によるものなのか、それとも世論を意識しての事なのか、いずれにしても、『黒い覆面集団』は、神経質なほどに、一般市民を巻き込むことを避さけていた。

　そのため、彼らを反権力のヒーローと見る者も少なくなかった。インターネットで検索すれば、明らかに『黒い覆面集団』の側に立った応援サイトが、いくらでも見付かる。日本人口の全体から見た割合は少ないにしても、そうした人間が出始めている事を、警察や行政は憂ゆう慮りよしてもいたのだった。

　その『黒い覆面集団』が、初めてミスを犯した。

　一般市民を巻き込み、死に至らしめたのだ。

　マスコミが飛びつくのも無理はなかった。それだけのニュースバリューが、この事件にはあるのだから。

　だが、そのお陰で、百合子の葬儀は見世物にされてしまった。

　誰だれも、百合子の死を悲しんでなどいはしない。ニュースのネタができた事を喜んでいる。そんな奴やつらばかりだ。

　そんな人間たちと、同じ空気を吸っていたくはなかった。だから貴たか久ひさは、葬そう儀ぎの場から、一人、席を立ったのである。

　真っ白な雲が、風に流され、青い空を横切っていく。

　空はこんなにも澄すみ渡っているのに、地上には魑ち魅み魍もう魎りようがうごめいている。

　それが、貴久には苛いら立だたしく、同時に、情けなかった。百ゆ合り子こに対して申し訳なくてならなかった。

　……百合子……。

　貴久は、空を見上げたまま、そっと目を閉じた。
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　砂じや利りを踏む音が、すぐ近くに聞こえた。

「……誰だれだ」

　貴久は、表情も険しく振り返った。

　茶番に成り下がったこの葬儀の中、せめて自分一人だけでも、百合子を静かに送ってやりたいと思っていたのだ。その場所にまでも無ぶ遠えん慮りよに踏み込む事は、誰にも許さない。

　……だが、

「なんだ……久く美み子こちゃんか……」

　貴久は、表情を緩ゆるめた。そこにいたのが、緑みどり川かわ久美子だったからだ。百合子の五つ年下の妹である。今日の久美子は、喪服代わりに、高校の制服を身に着けていた。

「あ……ご、ごめんなさい……邪じや魔まするつもりじゃなかったんですけど……」

　久美子は俯うつむきながら、蚊かの鳴くような声で、そう言った。

　そんなにも久美子を怯おびえさせてしまうほど、自分は険しい表情をしていたのだろうか。貴久は反省しながら、意識して、笑顔を作って見せた。

「いや、そんな事はないよ。……俺おれになにか用かい？」

「あの……山やま口ぐちさんを探してる方がいたもんですから、それで……」

「俺を？」

　そう訊きき返しかけて、貴久は、久美子の後ろに立っていた二人の姿に気付いた。

「あ、登と坂さかさん……それに、三み岡おかさんまで……」

　そこにいたのは、三岡雪ゆき江えと登坂秋あき芳よしだった。二人とも、百合子とは面識がある。それで、焼香に来てくれたのだろう。

　雪江は、髪をアップ気味にまとめ、上品な感じの黒いワンピースを着ていた。普段はジーンズばかりの登坂も、今日ばかりは黒いスーツを、きっちりと着込んでいる。

「わざわざ来ていただいたのに出迎えもしないで、申し訳ありませんでした」

　貴たか久ひさは、二人に頭を下げた。

「いいのよ、そんな事。それより……あんまり月並みな事は言いたくないけど……元気出して」

　雪ゆき江えが、やわらかい声で、そう言った。貴久を見詰める雪江の眼まな差ざしは、見るからに痛ましげだった。自分は、そんなに、情けない顔をしているのだろうか。

「……山やま口ぐち」

　登と坂さかが、ぼそりと言葉を漏らした。その目は、足元の砂じや利りを見詰めている。

　登坂の正装した姿を見るのも初めてだったが、これほど思い詰めたような様子の登坂を見るのも、貴久は初めてだった。

「はい」

　貴久が返事をすると、登坂は、視線を落したまま、口を開いた。だが、そこから出てくる言葉はない。思い直したように、また口を噤つぐんでしまう。

　なにをそんなに言いづらそうにしているのだろう。不ふ審しんに思いながら、貴久は、登坂が喋しやべりやすいように、もう一度、改めて水を向けた。

「なんでしょうか？」

　それを受けて、登坂が、意を決したように、顔を上げた。

「すまん、山口」

「え……？」

　貴久には、登坂がなにを謝あやまっているのか、分からなかった。

「あの時、俺おれがお前を引き留めさえしなけりゃ、こんな事にはならなかったんだ……。俺が、あんな詰まらねえ嫌がらせをしたばっかりに……すまん」

　登坂は、貴久に向かって、頭を下げた。

　貴久は、静かに首を振った。

「よして下さいよ、登坂さん……。そんな事、思ってもいませんでしたよ」

「だが……お前がもっと早くに彼女と会えてれば、いつまでもあんな所にはいなかった筈はずだ。そうすれば……」

「いいえ、違います」

　貴久は、きっぱりと否定した。

「あれは登坂さんのせいなんかじゃありません。あれは俺の……俺のせいです」

「だけどさ……」

「登坂くん。もう、およしなさい」

　雪江が、登坂の背中を、軽く叩たたいた。

「だけど、それじゃ、俺の気が済まないんですよ、三み岡おかさん。だって……」

「いいから、もう、およしなさい。君はそれで気が済むかもしれないけど、君がそんな事を言えば言うほど、山やま口ぐちくんは、もっとつらくなるの。それくらい分かるでしょう？」

　雪ゆき江えの口調が、やや厳きびしくなる。登と坂さかは、雪江を見詰め、それから、太く息を吐いた。そして改めて、貴たか久ひさに視線を戻す。

「……すまん」

「いえ……」

　貴久は、もう一度、小さく首を振った。

「山口くん」

　雪江が、やや声を張るようにして、改めて貴久に呼び掛けてきた。

「はい」

「今はなにをする気も起きないかもしれないけど……気持ちの整理が付いたら、また研究室に顔を出してね。教授も心配してるし、私たちも、あなたがまた元気な顔を見せてくれるのを待ってるから」

「はい……ありがとうございます」

　貴久は、雪江に頭を下げた。

「ほら、登坂くん。君も、最後になにか言ってあげなさい」

「あ、はい……じゃ、その……とにかく、元気出してくれよ。頼むからさ」

「……ありがとうございます」

　貴久は、登坂にも頭を下げた。

「じゃ、また研究室でね」

　雪江は、登坂の背中を押すようにしながら、貴久の前から去って行った。
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「……ごめんなさい」

　登坂と雪江がその場を離れるのを待っていたかのように、久く美み子こが、静かに口を開いた。

「ん？　なにがだい？」

　貴久は、久美子を振り返った。

「なんか、私、余計な事しちゃったみたいで……山口さんが一人になりたがってるの分かってたのに……」

「いや、そんな事はないよ。むしろ、登坂さんや三み岡おかさんに会えて良かった」

　貴久のその言葉には、嘘うそはなかった。

　あの二人は、本当に貴久の事を心配してくれていた。百ゆ合り子こが死んだ事を、悼いたんでくれていた。こんな茶番のような葬そう儀ぎの中にも、そういう人間がいてくれた事を知って、貴久は、ほんの少しだけ、救われたような気になれたのである。

「そうですか……なら、いいんですけど……」

　久く美み子こは、躊躇ためらいがちに顔を上げて、貴たか久ひさを見た。

　貴久の知る緑みどり川かわ久美子は、活発で、いつも、はきはきとした感じの少女だった。その久美子が、こんなにもおどおどした様子で、まるで腫はれ物に触るかのように、貴久に接している。今の自分は、そんなにも不安定なのだろうか。そんなにも危うく、久美子には見えているのだろうか。

「ああ。……わざわざ、ありがとう。本当なら、俺おれも本堂の方にいなきゃならないんだけど、どうしても、あそこにはいたくなくてさ」

「分かります。私だって、そうだもの。……だって、あの人たち、喜んでるんだもの。お姉ちゃんが死んだのに、それなのに……」

　久美子が、唇を噛かんだ。その瞳ひとみに、涙が滲にじむ。

　貴久は胸に、鋭するどい刃やいばをぎりぎりとねじ込まれていくような痛みを覚えた。

「……すまない」

　久美子が、驚おどろいたように、その顔を上げる。

「なに言ってるんですか、山やま口ぐちさん。そんな……山口さんが謝あやまるような事じゃ……」

「俺は……百ゆ合り子こを守れなかった……俺が百合子を死なせたんだ……」

「山口さん……そんなふうに自分を責めないで下さい。悪いのは、あの黒い人たちです。山口さんのせいじゃありません」

「いや、違う。俺のせいだ。俺のせいなんだよ。俺が、あの時……あの時、さっさと避ひ難なんさえしていれば……」

『黒い覆ふく面めん集団』には、一般市民を巻き込むつもりがなかった。避難しようとする人々を妨げようともしなかった。それどころか、率先して、一般市民を避難させようとしていたくらいだ。

　逃げる機会は幾らでもあった。なのに貴久はそうしなかったのだ。避難する事も忘れて、目の前で繰くり広げられていた、あの超常的な戦せん闘とうに見入ってしまっていたのである。

　そして貴久たちは逃げ遅れた。だから百合子が死んだ。

　久美子は、貴久の責任ではないと言ってくれる。緑川夫妻も、貴久を責める言葉を口にはしなかった。だからなおさら、貴久は居たたまれないのだ。貴久は、むしろ、緑川氏に罵ば倒とうして欲しかった。お前が一緒にいて、なぜ、むざむざ百合子を死なせてしまったのだと、殴り飛ばして欲しかった。

　死んだ者は、二度とは戻らない。貴久のした事は、取り返しの付く事ではない。

　それだけの罪を犯しながら、しかもその罪を責めても貰もらえない。

　それが貴久の心を、なおさら重くするのだった。
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　人々のどよめきが湧わき起こった。山門の方からだ。

「……なにかあったのかな」

　久く美み子ことの会話を続ける事がつらくなっていた貴たか久ひさは、殊こと更さらに口に出してそう言いながら、山門の方へと目を向けた。

　山門の外には、依然として報道陣が群れをなしていたが、その群れを掻かき分けるようにして、一人の男が境けい内だいの中へと入ってきた。

　年ねん齢れいは三〇代の半ば程度。髪はやや短めで、縁ふち無しの眼鏡めがねを掛けている。着ている物は三つ揃ぞろいのスーツ。報道陣は、ひっきりなしにカメラのフラッシュを浴びせ掛けていたが、その男は意に介した様子もなかった。ぴんと背筋を伸ばした姿勢で、大おお股またに本堂へと向かっていく。

　その男の顔立ちに、貴久は見覚えがあった。しばらく前に、テレビのニュースで紹介されていた男だ。

「なぜ、こんなところに……」

「あの人が誰だれか、知ってるんですか？」

　軽く目を見開く貴久に、横合いから久美子が訊たずねてきた。

「警けい視し庁のお偉いさんだよ」

「お偉いさん？」

「そう。あの黒い連中の事件を扱ってた捜査本部の本部長が、この間、更こう迭てつされただろ？　その後任になった人だよ」

『黒い覆ふく面めん集団による広域暴力事件捜査本部』が設置されてから、かなりの期間が過ぎているが、警察はいまだに、収しゆう穫かくらしい収穫を得る事ができずにいる。その責任を取る形で、これまでも何度か、本部長の交替劇げきがあった。

　そして今回、その地位に就く事になったのが、若き新しん鋭えい、国こ府う田だ信のぶ義よし警視正だったのである。

　国府田信義は、この年、三六歳。国家公務員上級職に合格した、いわゆるキャリア組のエリート警察官だ。警察組織の中にあっても、順調に経歴を重ね、将来を嘱しよく望ぼうされている男だという。

　だが、国府田にとって不幸な事に、おそらくは業務の引き継ぎも満足に終わっていないであろうこの段階で、一般市民の死亡という最悪の事態が起きた。国府田は、スタートラインに着くよりも早く、大きな失点を負う事になったのである。

「じゃあ、あの人が、捜査する側の一番偉い人なんですか？」

「そういう事になるね」

　先程来ていた所しよ轄かつ署の署長などとは、はっきり言って格が違う。

　しかし、捜査本部長というのは、机の前で踏ん反り返っているのが仕事の筈はずだ。こんな形で外に出向く事など、異例中も異例な出来事だった。報道陣が色めき立っているのも、無理はない。

　いったい、国こ府う田だは、なんのために、こんなところまでやって来たのだろうか。

　考えられる事があるとすれば、マスコミが詰め掛けている事を計算した上でのパフォーマンスしかない。捜査本部のトップ自らが謝しや罪ざいに現れる事で、世間の風当たりを弱めようとでもいうのだろう。

　貴たか久ひさが、そんなシニカルな思いで、国府田の入って行った本堂の方を眺めていると、やがて、その視界に、一人の男が入ってきた。周囲を気にしながら、貴久と久く美み子こがいる鐘しよう楼ろうに近付いて来る。

「失礼ですが、山やま口ぐち貴久さんでいらっしゃいますね？」

　男は、貴久の前まで来ると、いきなり、そう訊たずねてきた。

　年ねん齢れいは四〇過ぎくらい。やや小柄で、ずんぐりとした体格を、安物の背広の中に包んでいる。

目付きも柔にゆう和わで、人当たりの良さそうな男だった。

「そうですが……あなたは？」

「立たつ宮みやと申します。こういう者で」

　男は、名乗りながら、背広の内ポケットから、黒くろ革かわの手帳を、ちらりと見せた。貴久の背後で、久美子が居住いを正したのが、気配で分かった。

「警けい察さつの方ですか」

「ええ。例の事件を担当しています。ぜひ一度、山口さんにお話を伺うかがいたいと思いまして。少し、お時間を拝借願えませんか？」

　立宮と名乗ったその刑事は、丁寧な言葉遣いで、そう要よう請せいしてきた。

「……事情聴取でしたら、もう済んだ筈はずですが？」

『パルメール』での事件のあと、貴久は警察署に連れて行かれ、嫌というほど、同じ話を繰くり返させられた経験があった。

「はい。承知しております。その節はお世話になりました」

「だったら、もういいんじゃないですか？」

「それが、実はですね……うちの本部長が、あの場にいた山口さんから、直接、お話しを伺いたいと、そう申しておりまして」

「国府田警視正が直々に、ですか？」

「ええ。ですが、ここでは人の目が多すぎますので、場所を移しての事にしたいと思っております。お付き合い願いますでしょうか？」

　貴久は、立宮の表情を、じっと見詰めた。

　捜査本部長ともあろう人物が、一介の目もく撃げき者と直じかに話したがっているという。その真意が、貴久には読み切れなかった。

　だが、少なくとも、この茶番劇げきに付き合っているよりはましだろう。それに、警けい察さつの捜査がどこまで進んでいるのかにも興きよう味みがあった。

「分かりました。伺うかがいます」

　貴たか久ひさは立たつ宮みやにそう応こたえ、そして久く美み子こを振り返った。

「じゃあ、ちょっと行ってくるよ。そんなに長くは掛からないと思うけど、もし、なにかあったら、携帯に電話を入れてくれるかい？」

「はい……じゃあ、そうします」

　久美子は、やや心配そうな表情を浮かべながらも、貴久の言葉に頷うなずいてくれた。

「頼むよ。……それじゃ、立宮さん。行きましょうか」

　貴久は振り返り、立宮を促した。
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「では、こちらへ」

　立宮の案内で、貴久は千せん遇ぐう寺の裏口へと向かった。

　千遇寺の裏手には駐ちゆう車しや場が設けられていたが、この日の人出を受け入れるには、そのスペースはあまりにも狭すぎた。弔ちよう問もん客たちの乗って来た車は、路上にまで溢あふれ出してしまっている。

「もう少し先になります。もっと近くに停とめようとは思ってたんですが、場所がなくて」

　申し訳なさそうに、立宮が言った。

「いえ、気にしないで下さい。この有り様じゃ無理もありませんよ」

　立宮にそう応えながら、貴久は、駐車場を埋め尽くす車の群れに、皮肉な目付きを向けた。

　どこまでも続くかのような違法駐車の列の脇わきを、貴久は立宮と連れ立って進んでいく。

　やがて、その列の最端部に近い場所で、立宮はようやく足を停めた。

「これです。どうぞ、お乗りください」

　立宮が示したのは、緑色の乗用車だった。かなり年季の入った車だ。

「じゃあ、失礼します」

　立宮がドアロックを外してくれるのを待って、貴久は助手席へと乗り込んだ。シートベルトを締しめながら、立宮に訊たずねる。

「ところで、どちらへ行くんですか？」

「近くの料亭に席を設けました」

　車を発進させながら、立宮は答えた。

「料亭、ですか……」

「捜査費用の無駄遣いと言われそうですが、今日は、あれだけマスコミが出で張ばって来てますのでね。内密の話ができるような場所が、ほかに見付からなかったんです」

　立たつ宮みやは、言い訳するように、そう付け加えた。

『まつざか』というその料亭は、車で一〇分ほどの場所にあった。店構えは、さほど大きくはないが、落ち着いた雰囲気を持っている。

「いらっしゃいませ」

　和服姿の女性に案内され、立宮と貴たか久ひさは、庭に面した和室へと通された。

「どうぞ、そちらへ」

　立宮が、上座の方を、貴久に示す。

　貴久は少し躊躇ためらったが、こんなところで押し問答を始めても仕方がない。言われた通りに上座へと腰を下ろした。

「ごゆっくり、どうぞ」

　和服姿の女性が、緑茶と和菓子をテーブルの上に並べ、深々とお辞じ儀ぎしてから退出していく。

「国こ府う田だ本部長も、こちらへ向かっている頃ころだろうと思いますので、もうしばらくお待ち下さい」

　立宮が、腕時計に視線を落としながら、そう言った。

　貴久は軽く頷うなずきながら、用意された緑茶へと手を伸ばした。熱い緑茶をひと口啜すすって、小さく息を吐く。

　ここは静かだな……。

　そう思った。

　部屋の中には、貴久と立宮だけ。その立宮も、余計な口は利かずに、静かに控えている。千せん遇ぐう寺での喧けん噪そうが嘘うそのようだった。

　庭に目を向ければ、竹の林が見える。耳を澄すませば、鹿しし威おどしの音が聞こえる。

　こういった料亭に入るのは初めての経験だったが、しっとりと落ち着いたこの雰囲気は、悪いものではなかった。貴久のささくれた神経を刺激せず、静かにただ見守ってくれている。そんな感じがする。

　本当に静かだ……。

　貴久は、そっと目を閉じた。
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　どれほどの時間が過ぎただろう。

　やがて、廊下の方から、近付く足音が聞こえてきた。複数の足音だ。

「失礼いたします。お連れ様がお見えになりました」

　膝ひざを突いて障子を開けたのは、先程の和服姿の女性だった。その後ろに、二人の男が立っている。一人は国府田信のぶ義よし、もう一人は、貴久と同年代の若い男だった。立宮と似たような背広を着ているところを見ると、この男も刑事なのだろう。

「意外に時間が掛かりましたね、本部長」

　立たつ宮みやが、畳の上に正座したまま、国こ府う田だを振り仰ぐ。

「マスコミを撒まくのに、少し手間取ってしまってね」

　国府田は、立宮に短く応こたえてから、貴たか久ひさへと向き直った。

「こちらの都合でお呼び立てしたのに、お待たせしてしまって申し訳ない」

「……いえ」

　軽く頭を下げる国府田に、貴久は小さく首を振った。

　その貴久に、軽く頷うなずいて返しながら、国府田はテーブルに着いた。貴久の正面にあたる席だ。貴久は顔を上げ、国府田をまっすぐに見詰めた。

　縁ふち無しの眼鏡めがねの下の両目が、細く鋭するどい。唇も薄うすく、どうかすると、酷こく薄はくな印象を、見る者に与えそうだ。キャリアであるという事からも、若くして警けい視し正せいという階級にまで達している事からも、相当の切れ者である事は間違いない。だが、いわゆる『エリート』という言葉から連想するような、線の細さは、感じられなかった。肩や首まわりの筋肉の付き方は、武道を修めている者のそれだった。

「それでは、ごゆっくりどうぞ」

　和服姿の女性が部屋を出て行くと、それを待っていたように、国府田が口を開いた。

「では、改めて自己紹介をさせて戴いただく事にするが……私は国府田信のぶ義よし。このほど警視庁の捜査一課長に就任し、併せて、本件の捜査本部長をも務める事になった」

「お顔は、ニュースで拝見しましたよ」

「そうか」

　貴久の言葉に、小さく苦笑めいたものを浮かべると、国府田は次に、テーブルから少し離れた位置に控えている二人の刑事の方へと、視線を動かした。

「そして、そちらにいるのが、立宮巡査部長と青あお木き巡査。所しよ轄かつ署の刑事だが、この件に関しての、まぁ連絡役のような事をして貰もらっている」

　立宮と青木が、揃そろって貴久に、会釈をした。

　その二人に会釈を返し、貴久は国府田に視線を戻した。

「それで……僕ぼくに訊ききたい事というのは、なんでしょう？　立宮さんにも言いましたが、事情聴取でしたら、もう受けましたよ」

「ああ、承知している。調書も読ませて貰ったよ」

　国府田は頷くと、傍らに置いた鞄かばんに手を伸ばした。分厚いファイルを何冊も取り出し、テーブルの上に積み重ねる。そして、そのファイルを、片手でぽんと叩たたいてから、国府田は再び口を開いた。

「……だが、こうして書類にしてしまうと、どうしても欠落してしまう部分が出てくる。警察の文書というものは、無む味み乾かん燥そうなほどに、事実だけを記すものだからね。勿もち論ろん、読む者に予断を与えないという意味では、そうでなければいけないわけだが」

　考えてみれば、『黒い覆ふく面めん集団』という呼称自体が、そのいい例だった。テロリストなのか狂信集団なのか、あるいはどこかの国が秘密裏に送り込んで来た軍隊なのか、その正体が分からない現状では、不用意な呼び方ができず、それで、見たままを表現したような呼称になったのだろう。

「だが、奴やつらに関してはあまりにも情報が少ない。……正直に言うとね、山やま口ぐちくん。私にはいまだに、奴らをどう扱えばいいのか、その判断をしかねているんだ。過激派や暴力団、狂信的な宗教団体──いわゆる組織犯罪を行った集団の例は、過去にもあるにはあるが、奴らと比べれば、その手口は児じ戯ぎにも等しい。どうやってあれほどの組織を維持し、そしてなんのために活動しているのか……。その姿が、我々には、いまだに見えて来ないんだ」

　それは、警けい察さつの敗北宣言とも取れる言葉だった。だが、国こ府う田だの表情には、打ちのめされた様子は見られない。むしろ強い意欲が漲みなぎっている。

「私は、奴らを相手にするに当たって、まずその姿を知りたいと思った。だから、君と話がしたかったんだ。君は、作戦行動中の奴らを間近に見ている。君と話す事で、なにかが見えて来るかもしれない。そう思ったんだよ」

「つまり……敵のイメージを、国府田さんなりに掴つかんでおきたい、そういう事ですか？」

「ああ、そう取って貰もらって構わない」

　国府田は頷うなずいた。

「ですが……あそこで見た事は、もうすべてお話してありますし、それ以上、なにを話せばいいのか……」

「いや、そんなふうに、特に意識しなくてもいい。というより、意識されては困る。あまり身構えずに、世間話のようなつもりで、私の話に付き合ってくれれば、それで充分だ」

「そうですか……じゃあ、なるべく、そうしてみます」

「頼むよ」

　国府田は軽く頷くと、早速ファイルの方へと手を伸ばした。
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「さてと……それでは、まず、君が出くわした事件のおさらいをしておこうか。その後の捜査で分かった事と照合して、奴らの作戦行動を順に辿たどってみる事にする。いいかな？」

「ぜひ、聞かせて下さい」

　警察の捜査がどこまで進んでいるのかには、貴たか久ひさも興きよう味みがあった。

　国府田は、一冊のファイルを取り上げると、ぱらぱらとページをめくった。

「まず、奴らの今回の目的だが、穂ほ積づみ雅まさ明あきの命を奪う事にあったと、現段階では思われる。……穂積雅明の名を聞いた事はあるかね？」

「いえ」

　貴たか久ひさは首を振った。

「だろうね。普通の人間は知らなくて当然だ。穂ほ積づみ雅まさ明あきは乾いぬい組という、やくざの組長だ。暴力団組織としては、まあ中堅どころと言ったところかな」

　どうやら国こ府う田だは、貴久のために、かなり噛かみ砕いた説明の仕方を心掛けているようだった。

「乾組はこのところ他たの組と悶もん着ちやくを起こしていて、穂積も身の危険を感じていたらしい。あの時も、三台の車に都合一三人の手下を乗せていた。しかも武装させてね」

「その、悶着を起こしていた組というのは、分かっているんですか？」

　貴久が訊たずねると、国府田は、別のファイルを開いた。

「乾組とやり合っていたのは、日本の組じゃない。中国の組織だ。半年ほど前から乾組の縄なわ張ばりで麻薬の小売りをしていた。乾組はその落とし前を付けさせようとしたが、話を付けに行った連中が逆に返り討ちに遭あってしまった。中国系の組織は日本のやくざと比べても戦せん闘とう的だからね。面メン子ツを潰つぶされた形の乾組は、本腰を入れて組織を潰しに掛かったんだが……どうも、分ぶが悪かったようだ」

「では、あの『黒い覆ふく面めん集団』は、その中国の組織と、なんらかの繋つながりがある、と……？」

「もちろん、その線も調べてはいるが、今のところ、それを証明するものは出て来ていない。それに、これまでも、やくざ組織が奴やつらの標的となった例が幾つかあるが、そのリストを見る限り、特定の組織に肩入れしているとは、とても思えない」

　国府田は、また別のファイルを開いて、頁ページをめくった。

「……ああ、これだ。分かっているだけでも、辰たつ己み組に斜しや道どう組、それに共きよう和わ会かいがやられている。日本だけではなくて、ロシア系のマフィアも、それに中国系、台湾系もだ」

「だとすると……既存の組織を漬して取って代わろうとしているのか、あるいは、そういう作業を、仕事として請うけ負っている集団という事なんでしょうか？」

　貴久を見る国府田の眼まな差ざしに、興きよう味み深そうな色が宿った。

「？　なにか？」

「いや……なかなか面白い発想をすると思ってね。前者はともかく、後者の案は、なかなか出て来ない」

「……そうでしょうか？」

「無論、我々も、その可能性も考こう慮りよしてはいる。……だが、前者だとすると、ありとあらゆる裏組織を同時に敵にまわす事になって、戦略的な観点から見て不自然だ。また、後者だとすると、依頼を受けるべき窓口が必要となるし、顧こ客きやくを獲かく得とくするためには、宣伝も必要になるだろう。もし奴らがその種の事をしているなら、間違いなく我々にも察知できる。これほどまで完かん璧ぺきに闇やみに潜ひそむ事はできないだろうね」

「そうですか……分かりました。話を続けて下さい」

「いいとも。じゃあ、ここで一つ、君に質問するが……なぜ奴やつらが穂ほ積づみを襲おそうのにあの場所を選んだか、君には分かるかい？」

「理由……ですか？」

『黒い覆ふく面めん集団』は、あの現場に前もって待機していた。つまり、襲うにはあそこがベストであると、そう判断していたという事になる。

　だが、その場所は、白昼の街まち中なかだった。非合法な活動をするには、ふさわしいとは思えない時間であり場所であった。

「いえ……分かりません」

　首を振る貴たか久ひさに、国こ府う田だは静かに答えた。

「あの場所──『パルメール』というカフェテラスが、ちょうど警けい察さつ署とアステアホテルの中間地点にあったからだよ」

　だが、貴久には、その意味がよく分からなかった。警察署から離れていた方が都合がいいという事は理解できる。だが、ホテルがそこにどう関係して来るのか、それが分からない。

　そんな貴久に、国府田は説明を重ねた。

「あの日、アステアホテルでは、学会が開かれていた。確か、君の大学からも、何人か呼ばれていた筈はずだ」

「あ……そういえば、確かに……」

　貴久は頷うなずいた。あの日、登と坂さかが、そんな事を口にしていたのを覚えている。

「『黒い覆面集団』が、過去にもその種の先端技術に食指を動かしていた事もあって、我々も警備にかなりの人員を割いていた。会議場で不ふ審しんな人物を見掛けたといった証言もあったし、保安システムにハッキングの形跡が見付かったりもしていたから、なおさらだ」

「そんな事があったんですか……」

「まあ、結論から言えば、学会自体は滞りなく済んだ。だが、そのお陰で、こちらの人員は分散させられる事になってしまった。おそらくは、それも奴らの計画のうちだったんだろう。学会を襲う素振りを見せて、本当の作戦行動をやりやすくしたんだ」

「つまりは……囮おとり？」

　貴久の言葉に、国府田が頷く。

「奴らが事前に手配していたのはそれだけじゃない。穂積にあの道を通らせるために、奴らはほかにも手を打っていた。穂積の護ご衛えいをしていた連中に聞いたところでは、あの日、穂積は、中国の組織との抗争に力を貸して貰もらおうと、斜しや道どう組へと出向いていたらしい。そして会合が終わり、自分の組へと帰る途中だった。ルートは幾つもあったが、途中、道路工事をしている場所があって、まわり道を選んだところ、あそこを通る事になったのだそうだ」

「では、その道路工事というのが……」

「ガス会社、水道会社……全部当たってみたが、どこも、自分のところではやっていないという答えだった」

「じゃあ、それも奴やつらの……？」

　国こ府う田だは、それにも頷うなずいた。

「間違いない。奴らは、そうやって、狙ねらい通りの時間と場所に、穂ほ積づみを乗せた車を引き込んだんだ。現場のカフェテラスには、指揮官らしい男と、それに女がもう一人、既に控えていた。……確か、そうだったね？」

「ええ」

「だが、実は、あそこにいた奴らの仲間は、そのカップルだけじゃなかったんだ」

「と言うと……ほかにも？」

　貴たか久ひさのその問いに、国府田は直接には答えなかった。

「『黒い覆ふく面めん集団』に対して乾いぬい組が銃じゆう撃げきを始めた頃ころ、混乱した客たちを『パルメール』のウェイターが誘ゆう導どうして避ひ難なんさせていた。君はそう証言したね？」

「はい、確かに」

「そして、同種の証言は、ほかの人間からも得られている。だが……そのウェイターが見付からないんだよ」

「見付からない？」

　国府田の言葉の意味が、貴久にはよく飲み込めなかった。

「そう。いつの間にか、姿を消してしまったんだ。店主に聞いたところでは、半月ほど前に雇ったバイトだそうだが、その時に提出して貰もらった履り歴れき書も紛失している。勿もち論ろん、そこに貼はってあった顔写真もだ。そういう人間が『パルメール』だけで三人、あの周囲の店てん舗ぽすべてでは、八人いる。おそらくは、不測の事態に備えるための人員配置だったんだろう」

　国府田は、そこでいったん言葉を切ると、湯飲みを口に運んだ。緑茶で喉のどを湿らせてから、改めて説明を続ける。

「それだけの準備を事前に整えておいてから、奴らは狙い通りに、『パルメール』の前で、穂積の車を立ち往生させた。それとほぼ同時に、あの付近一帯を管理していた電話の基地局がシステムダウンする。……君は携帯電話が通じない事を知って、有線の電話ならと考えたそうだが、そういうわけで、公衆電話も同時に使えなくなっていたのさ」

「ですが……ひと口に電話会社と言ったって、幾つもあるじゃないですか。基地局も一つしかないわけじゃないでしょう？」

「その通り。だが、そのすべてが、たヽまヽたヽまヽ同時にシステムダウンしたんだ」

「つまり、それも計画のうちだったと……？」

「そういう事だ。お陰で、警けい察さつへの通報は大幅に遅れた。その分だけ、奴らには時間の余裕ができたというわけだ」

　もはや、貴久には、言葉もなかった。『黒い覆面集団』とはそこまでするのか。そこまでするからこそ、あれほど大胆な行動をしながらも、いまだに警けい察さつの手を逃れる事ができているのか。ニュースなどで目にしてきた、『統一された作戦行動』という言葉の真の意味が、ようやく分かったような気がする。

「狙ねらった獲え物ものを狙った場所に引き込む。同時に通信を妨害して、真空地帯を築きずき上げる。その一方で、一般市民が邪じや魔まをしないよう、前もってそのための人員を配置しておく。そして作戦の決行。短時間で目的を果たし、警察が駆け付ける前に撤てつ退たいする。……完かん璧ぺきだよ」

　まるで相手を褒ほめたたえるかのような、国こ府う田だの言葉だった。

「マスコミは、いわゆる改造人間の事ばかり注目しているようだが、私にはむしろ、この組織力の方が脅威に思える。いったい、どんな人間がどんな目的のために作り上げた組織なのか。　そして、どうやってあれだけの人員を束ねているのか……」

　国府田は、そこで言葉を切り、改めて貴たか久ひさに向き直った。

「君は、カフェテラスで、指揮官らしい男を見たと証言している。どんな男だった？　人相や姿形ではなく、君の印象を聞かせて貰もらいたい」

「印象と言われても……そうですね……とにかく、暴力的な雰囲気を持った男じゃありませんでしたよ。むしろ知的な感じで……だけど、研究者というよりは、現場で活かつ躍やくするタイプ。落ち着いた物腰で、しかも強い意志を持っている……」

　貴久は、あの時の事を脳裏に思い描きながら、自分の受けた印象を、そのまま口にしてみた。

「こうして聞いていると、褒め言葉ばかりだな」

　国府田が、小さく笑った。

「だが、納得はできる。そういう人間でなければ、あれだけの組織を束ねる事も、あれだけ緻ち密みつな作戦を滞りなく実行する事もできまい。やはりただの犯罪者ではない。なにか明確な目的を持っている筈はずだ。となると……これまでの事件も、行き当たりばったりではなく、一つの目的に向けた一連の行動と見るべきなのか……」

　国府田の言葉の後半は、まるで自問するような呟つぶやきとなっていた。

　そんな国府田を、貴久はしばらく眺めていたが、少し考えてから、今度はこちらから質問をしてみる事にした。

「あの……一つ、いいですか？」

「ん？　なんだい？」

　国府田が顔を上げる。

「例の改造人間についてなんですが、警察はあれをどう見てるんですか？」

　一拍の間を置いてから、国府田はその質問に答えた。

「分からない。それが正直なところだ。科捜研の連中は、様々な可能性を口にしてはいるが、いずれも憶おく測そくの域を出てはいない。従って、現段階では『そういうものが存在するらしい』という以上の判断は控えている」

　警けい察さつの人間らしい、慎重な態度だった。

「では、『そういうものが存在する』という事は、警察も認めてるわけですか？　つまり、トリックではない、と？」

「君の言う意味も、分からないでもないよ。確かに、信じ難い事ではあるし、警察の中でも、なんらかのトリックを使って、改造人間が存在すると思わせているのではないかという意見も多い。しかし……これは私見だが、そういうものがいると考えた方が、話に無理がないように思える。これだけ多くの人間を騙だまし切るトリックがあるとも思えないし、仮にあったところで、なんのために、そんな面倒な事をしなければならないのか、そちらの説明が付かないからね」

　つまり、現実に存在してしまっているものを、常識に合わないからと言って、闇やみ雲くもに否定するような真ま似ねはしない、という事らしい。

「ですが……だとすると、どんな技術が、あれを可能にするんです？」

「さあね。ロボットかもしれないし、サイボーグかもしれない。あるいは、なんらかの特殊なスーツを着ているという可能性もある。機械工学に医学に薬学、遺い伝でん子し工学……思い付く限りの先端分野の専門家に聞きまわって可能性を探ってはいるが、今のところ、はっきりした答えは得られないでいる。……もっとも、それで有望な線が見付かったとしても、所しよ詮せんは可能性でしかない。はっきりした事は、実際に改造人間を逮捕し、その体を調べるまでは分からないだろうね」

　確かに、それは、その通りだろう。

　貴たか久ひさは、次の質問をしてみる事にした。

「ガーディアンと改造人間は、同種のものだと思いますか？」

「おそらくはね。別々の基き盤ばんから、たまたま同時に現れたとするよりも、同じ基盤から生まれたものが立場を異にしたと考えるのが自然だ」

　国こ府う田だは即答した。

「つまり、もともとは仲間だったという事ですか？」

「そこまでは分からない。だが、同じ技術が使われている事は確かだろうな」

「……ガーディアンは正義の味方だと思いますか？」

　その質問をする貴久を、国府田は興きよう味み深そうに見詰めた。

「さあ、どうだろうね。分かっているのは、奴やつらと敵対しているらしいという事だけだ」

「もし警察がガーディアンの身柄を確保するような事があったら、警察はガーディアンを、どう扱うつもりなんですか？」

「それは微妙な質問だが……まあ、もしそうなったら、当然、事情聴取はさせて貰もらう事になる。そして、おそらくは、その体を調べさせて貰う事になるだろうな」

「法的には？」

「うん？」

「ガーディアンは改造人間を倒しています。つまり、人を殺している……まあ、あれが人間だとしての話ですけど。それから、器物損そん壊かいの罪も、問おうと思えば問えるんじゃないでしょうか？」

　国こ府う田だは、しげしげと貴たか久ひさを眺めていたが、ややあってから、その質問にも答えてくれた。

「君の言う通り、問おうと思えば問えるだろうね。だが、問うべきなのかどうか。それが問題だ。緊きん急きゆう避ひ難なんや正当防ぼう衛えいと言った考え方も、適用しようと思えば適用できる。いずれにせよ、最終的には、それは裁判所の判断に委ゆだねる事になるだろう」

「国府田さんご自身のお考えとしては、どちらなんですか？」

「あくまでも仮定の問題だが……もしガーディアンが正義の味方であり、警けい察さつの捜査に全面的に協力するのであれば、その罪は問うべきではないと思う。奴やつらを逮捕するために彼の力は大いに役立つだろうし、また世論も、彼を犯罪者にする事は望むまい」

「司法が、世論を気にするんですか？」

「そうは言わないさ。だが……世論の支持というものが、無視できない力を持っているという事も、また事実だ」
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　国府田信のぶ義よしという男は、不思議な男だった。

　キャリアの警察官と言えば、問答無用のエリートである。そして、国府田には確かに、エリートと呼ばれるに相応ふさわしい、剃刀かみそりのように鋭するどい知性とある種の冷れい徹てつさとが備わっていた。

　だが、それでいながら、どこかに熱いものも持っている。

　それが、貴久の受けた国府田の印象だった。

「どうもありがとう。お陰で有意義な時間を過ごさせて貰もらったよ」

　会談が終わったあと、国府田は、貴久にそう礼を言った。

　どちらかと言えば、貴久の質問に国府田が答える場面の方が多かったような気もするが、国府田にも、それなりに得るものがあったのだろう。

「いえ、こちらこそ、ありがとうございました」

　貴久がそう言葉を返したのは、礼れい儀ぎからだけではない。国府田がかなりのレベルで腹を割って話してくれていた事が分かったからだ。貴久と話すために自ら出向いてきた事といい、国府田にはかなり型破りな面があるのかもしれない。

「ところで山やま口ぐちくん。時間を取らせてしまったお詫わびと言ってはなんだが、一つ、最新ニュースを聞かせてあげよう」

「本部長、それは……」

　それまで黙だまって控えていた立たつ宮みやが、驚おどろいたように、その顔を上げた。

「なに、どうせ明日になれば、日本中の新聞に載る事だ。別に構わんだろう」

「なんの事ですか？　いったい」

　貴たか久ひさが訊たずねると、国こ府う田だは貴久に視線を戻した。

「これまで我々は、奴やつらの事を『黒い覆ふく面めん集団』と呼称してきた。だが、おそらく、この数日のうちに、その呼称が変わる事になる」

「……なぜですか？」

「昨夜、緑みどり川かわ弘ひろ志し氏宛あてに、小切手が郵送されて来た。スイス銀行発行のもので、額面は三〇〇万ドル。そしてそこには、一通の書状が添えられていた。原文は英語で記されていたが、日本語にするとこうなる。『我々の不手際を謝しやし、併せて故人の冥めい福ふくを祈る。──ユニコーン総司令』とね」

　貴久は、思わず、国府田の顔を見返した。

「じゃあ……奴らが自分で名乗ったんですか!?」

「本当に奴らからのものなのかどうか、結論を出すのはまだ早いが、おそらくは本物だろうという意見が、大勢を占めている。私の判断も同じだ」

　──ユニコーン。

それは架空の生き物の名前である。額ひたいに角つのを生やした白馬の名だ。

　その名を、あの『黒い覆面集団』が名乗ったという。

「……ユニコーン……」

　口に出して呟つぶやく貴久に、国府田が頷うなずいてよこした。

「そう。それが、奴らの名だ」
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　部屋を後にした貴久たちは、廊下を抜けて玄関へと向かった。

「では、我々はこのまま署に戻るが……立たつ宮みやさん。山やま口ぐちくんをお願いしますよ」

「はい。承知しました」

　国府田の言葉に、立宮が頷く。貴久を千せん遇ぐう寺まで送ってくれるつもりなのだろう。

　だが、貴久たちが、『まつざか』の門を出ようとした時である。

　いきなり、目ま映ばゆい光が、貴久の目を眩くらませた。門の陰から現れた人間が、強いライトを浴びせ掛けてきたのである。

「国府田警けい視し正せいですね。こんなところにお忍びで、いったい、なにをなさってたんですか？」

　女の声が、そう言うのが聞こえた。

　ライトの明かりに目を細めながら、貴久が声のした方を見ると、三人の人間が、そこに立っていた。テレビカメラを担いだ男と、ライトを手にした男、それにマイクを手にした女性レポーターである。

　国府田はマスコミを撒まいて来たと言っていたが、どうやら、追いすがってきた取材チームが、ひと組、残っていたらしい。レポーターの顔は、スクープをものにした喜びに輝かがやいていた。

　一方の国こ府う田だは、苦々しげな表情を隠せないでいる。その国府田を守るように、立たつ宮みやと青あお木きが前に立って、レポーターの突進を阻んでいた。

「捜査上の機密です。ご質問には答えられません」

「そこをなんとかお願いします！　警けい察さつは有力な手掛かりを掴つかんでいるんですか!?　自らユニコーンと名乗ったというのは事実ですか!?」

　レポーターは、手にしたマイクを、自分の口元に向けたり、国府田へ突き出したりと、忙しく動かしながら、大声を張り上げている。

　国府田の言った通りだった。既に、ユニコーンという名称さえ知られている。マスコミの取材力とやらも大したものだ。

　その時、照明技師が、貴たか久ひさを目にして、なにやらレポーターに耳打ちした。

「え？　ほんと？　じゃあ……例の彼女の？」

　レポーターは、照明技師に、そう訊きき返したかと思うと、次の瞬しゆん間かんには、貴久にその矛ほこ先さきを変えていた。

「山やま口ぐち貴久さんですね？　亡くなった緑みどり川かわ百ゆ合り子こさんの恋人の？」

　貴久は答えなかった。こんな不ぶ躾しつけな質問に答えるつもりはない。口を開くのも嫌だった。

　しかし、無視して通り過ぎようとする貴久に、レポーターは執しつ拗ように追いすがって来る。

「目の前で恋人を亡くされたんですよね。ユニコーンと名乗る集団をどう思いますか？　恋人を殺されて、今、どんなお気持ちですか？」

　貴久の足が停とまった。

　振り返り、化粧の厚い、その女性レポーターを正面から睨にらみ付ける。

　無視を続けるつもりだった。だが、感情が、それを許さなかった。

　しかし、大きく息を吸い込んだ貴久が声を発するよりも早く、

「いい加減にしないか！」

　国府田が、レポーターを怒鳴りつけていた。

「ほ、本部長……」

　立宮と青木が、驚おどろいたように国府田を振り返る。

「恋人を殺されてどんな気持ちかだと？　そんな質問がどこにある。そんな質問をされた人間がどんな気持ちになるか、そんな事も分からないのか。君たちにだって、人の心はあるんだろう」

　ここまで正面切って面めん罵ばされるとは、夢にも思っていなかったのだろう。女性レポーターは、目を真ん丸に見開いて固まってしまっている。なにか言い返そうとはしたらしいが、言葉が出て来ない。金魚のように、ただ、ぱくぱくと口を動かしているだけだった。

　一方、貴久は、半ば唖あ然ぜんとしながら、国府田を見詰めていた。

　警けい察さつにとって、マスコミは、味方につけておかなければならない存在の筈はずだ。それを、こうまではっきり叱しかり飛ばすとは、型破りにもほどがある。こんな調子で、警察官僚としてやっていけるのか、他ひ人と事ごとながら、心配になったほどだ。

「申し訳ない。山やま口ぐちくん。嫌な思いをさせてしまった」

　金魚と化したレポーターには最も早はや目もくれず、国こ府う田だが、貴久を振り返った。

「いえ、いいんです」

　貴久は首を振り、そして小さく苦笑した。
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　気が付けば、超能力を持った少年が悪の組織と闘たたかっていた。

　……もう、そんな時間か……。

　床の上に直じかに座り、ベッドにもたれ掛かっていた貴たか久ひさは、ぼんやりと、そう思った。

　さっきまで奥様向けの情報番組を流していたテレビが、いつの間にか、昔のアニメの再放送を始めている。それはつまり、そういう時間帯になったという事だ。

　窓の外へと目を向けると、既に陽ひは傾き始めていた。学校から帰宅する途中なのか、子供たちの笑いさざめく声も聞こえてくる。

　……また一日、無駄に潰つぶしたな……。

　貴たか久ひさの口元に、自じ嘲ちようの笑みが浮かぶ。

　百ゆ合り子この葬そう儀ぎが終わってからというもの、毎日が、こんな調子だった。

　アパートの部屋に閉じこもり、時間が流れていくのを、ただぼんやりと眺めているだけ。

　思い返せば、事件直後の日々の方が、まだましだった。やらなければならない事が、貴久には残っていたからだ。葬儀に参列し、百合子を見送ってやらねばならない。その義務感と責任感が、貴久を支えていたからだ。

　だが、その葬儀も済み、貴久にはすべき事がなくなってしまった。

　貴久は学生だ。学生は勉学をするのが、その本分である。

　……そんな事は分かっている。

　百合子は死んだ。いくら悔やんでも、死んだ者は二度と戻らない。

　……それも充分承知している。

　だが、どうしようもなかった。

　なにをする気にもなれない。

　意欲が湧わかない。

　いつまでもこんな調子でくすぶっていても、なんの解決にもならない。そう、理屈では分かっていても、スイッチが入らないのだ。

　時間が経たつに連れ、喪失感だけが増していく。悔やんでも悔やみきれない想おもいだけが、募っていく。

　自分がこんなにも情けない人間だったとは、思いもしなかった。あの世というものが、もしあるなら、そこで百合子は、さぞかし呆あきれている事だろう。

　ふと気付くと、セーラー服を着た少女たちが悪と闘たたかっていた。

　いつの間にか、また番組が変わっていたのだ。

　窓の外へと目を向けると、空は茜あかね色に染まっていた。

　こうして、ただ時間だけが流れていく。

　流れていく時間の中で、貴久だけが、立ち止まっている。

　……腹が減ったな……。

　ぼんやりと、そう思った。
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　貴久が立ち上がったのは、それから更に一時間ほどが経過してからである。次第に強まっていく空腹感に耐えられなくなってきたからだ。

　……こんな時でも、飯は食うんだな……。

　一人、醒さめた笑いを浮かべながら、貴久は体を起こした。

　この数日来、部屋に閉じこもっていたので、インスタントラーメンの類たぐいは食べ尽くしてしまった。米ならあるが、わざわざ炊く気もしない。コンビニにでも行って、とりあえず今日の分の弁当と、あとは食パンかなにか、日ひ保もちのする食料を、少し多めに買い込んで来るつもりだった。

　部屋の中が、すっかり暗くなっていたので、貴たか久ひさはまず明かりを点つけた。机の上に放り出してあった財布を見付け、ズボンのポケットに突っ込む。そして、さあ出掛けようと思った時だった。

　ぴんぽーん。

　玄関の呼び鈴が鳴った。

　……誰だれだ……？

　貴久は、眉まゆを顰ひそめた。

　新聞かなにかの勧誘ならまだいいが、友人の誰かが様子を見に来たのだとすると面倒だ。気の毒そうに悔やみを言われるのも、貴久の今の生活態度について忠告されるのも、今は勘弁して欲しい。

　だが、間の悪い事に、貴久は部屋の電気を点けてしまっていた。これでは今更、居留守を使うわけにもいかない。

　ぴんぽーん。

　再び、呼び鈴が鳴る。

　……仕方がない。

　貴久は、溜ため息いきをつきながら、玄関へと向かった。訪問客が誰であろうと手て短みじかに追い払うつもりだったが、

「……あ」

　ドアを開けた貴久は、そのままの体勢で動きを止めた。

「こんばんは。山やま口ぐちさん」

　玄関の前に立っていたのが、緑みどり川かわ久く美み子こだったからである。学校帰りらしく、制服姿のままだった。

「いきなり押し掛けて来ちゃって、すいません。……一応、電話してみたんですけど、通じなかったものだから」

　久美子が、軽く頭を下げる。

「ああ……そうか……それはすまなかったね」

　電話が通じなかったのは、貴久がそうしたからだ。誰とも話したくなかったため、携帯電話の電源を切り、部屋の電話もコードを引き抜いてあったのである。

　だが、相手が久美子では、さすがに貴久も追い返すわけにはいかなかった。

「それで……俺おれになにか用事でも？」

　緑川夫妻から、なにか伝言でも預かって来たのかもしれない。貴久は、やや姿勢を正しながら、久く美み子こに来訪の意図を訊たずねた。

「用って言うか……お母さんが心配してて、ちょっと様子を見て来なさいって言うもんだから」

「……そうか……」

　娘を死なせてしまった男を、緑みどり川かわ夫人は気に掛けてくれている。それが、貴たか久ひさには、なんとも申し訳なかった。

　久美子が、やや腰を屈かがめるようにして、貴久の顔を覗のぞき込んできた。

「ところで、山やま口ぐちさん、ちゃんとご飯とか食べてます？　なんか少し痩やせちゃったみたいだけど」

「心配ないよ。飯ぐらい、ちゃんと食ってるさ」

　貴久は、口元に薄うすく、苦笑を浮かべた。

「どうせコンビニのお弁当かなんかなんでしょ。今日は栄えい養ようを付けて貰もらおうと思って、ほら、お買い物して来たんです」

　そう言いながら、久美子は、手にしていた買い物袋を、軽く持ち上げてみせた。いっぱいに膨ふくらんだ買い物袋の口からは、青々とした葱ねぎが顔を覗かせていた。

「ちょっとお台所、貸して貰っていいですか？」

　靴くつを脱ぎかける久美子を、貴久は慌てて押し止とどめた。

「あ、いや、ちょっと待った……気持ちは嬉うれしいけど、そんな事までして貰っちゃ悪いよ」

「でも……もう、いろいろ買って来ちゃったし、お母さんにも、そうしろって言われてますから」

「いや本当に、俺おれの事だったら大丈夫だから。お気遣い戴いただいてありがとうございますって、それだけ、お母さんに伝えといてくれよ」

　なんとか久美子に帰って貰おうと思った貴久だったが、その時、空腹に耐えかねた貴久の胃袋が、きゅるる……っと音を立てた。間の悪い事というのは重なるものだ。

「あ……」

　一いつ瞬しゆん、目を丸くした久美子が、貴久の顔を見上げて、にっこりと笑った。

「ほらぁ、やっぱりお腹なか空いてるんじゃないですか。変な遠えん慮りよなんかしないで下さいよね」

　久美子は、貴久の脇わきを擦すり抜けるようにして、部屋に上がってしまった。

　……参ったな……。

　玄関先に立ったままの貴久は、その久美子を振り返って、小さく溜ため息いきをついた。
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　貴久が住んでいるのは、学生向けのアパートである。六畳一間だが、トイレと風ふ呂ろ場は別々になっているし、台所のスペースもわりと広く取ってみるので、この手のアパートとしては上等な方だ。

「あっ、やっぱり……。こんなのばっかり食べてたんですね」

　流しの上に積み上げられていたカップラーメンの容器を目め敏ざとく見付けて、久く美み子こが、貴たか久ひさを振り返った。

「こんなのばっかじゃ、栄えい養ようが偏かたよっちゃいますよ。……ほんとに仕様がないんだから」

「……申し訳ない」

　貴久は苦笑するしかなかった。

　手にしていた学生鞄かばんと買い物袋とをいったん台所の隅に置くと、久美子は、鞄の中から、小さく折り畳んだエプロンを取り出し、手早くそれを身に着け始めた。

「それじゃ、私、今からご飯を作りますから、山やま口ぐちさんは、その間に部屋を片付けといて貰もらえますか？」

　久美子が、そう指示して来る。

「……分かった。そうするよ」

　貴久は、肩を竦すくめながら、頷うなずいた。完全にペースを握られてしまった感じである。

「あ、それと……お醤しよう油ゆとか、お砂さ糖とうとかは、どこですか？」

「そこの上」

　貴久は、流しの上の棚を示した。

「あ、あったあった。あと炊飯器は……あ、あそこか」

　台所の備品を確認してまわっている久美子を置いて、貴久は六畳間の方へと戻った。

　命ぜられた通り、部屋の片付けを始める事にする。貴久は、ごみ出し用の袋を広げると、とりあえず目に付くごみを、片っ端から、その中に放り込み始めた。

　台所の方からは、包丁の音が聞こえてくる。久美子が料理の下ごしらえを始めているのだろう。

　貴久はあまり自炊はしない方だ。それなのに、台所に調理器具や調味料がひと通り揃そろっているのは、百ゆ合り子こがこのアパートを訪れては、貴久のために料理を作ってくれていたからである。

　いつも百合子が立っていた、その同じ台所に、今、久美子が立っている。

　……百合子……。

　不意に思い出が蘇よみがえり、同時に喪失感が貴久の胸を締しめ付けた。

　駄目だ。こんな事じゃ……。

　貴久は、唇を噛かみ、そう自分に言い聞かせた。

　久美子は、今日、一度も姉の事を口にしていない。それが、久美子の気遣いである事に、貴久は気付いていた。

　久美子にしても、実の姉を喪うしなったのだ。それなのに、その悲しみを押して、貴久を元気付けようとしてくれている。殊こと更さらに明るく振る舞おうとしてくれている。

　……これ以上、久く美み子こちゃんに心配掛けるわけにはいかないな……。

　空元気でもいい。少なくとも久美子と一緒にいる間だけは、立ち直った振りをしてやらなければならない。

　貴たか久ひさは、そう思った。
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　ごみを片付け、散乱した雑誌の類たぐいを部屋の隅に積み上げると、貴久の部屋も、それなりに片付いて見えるようにはなった。

　それから貴久は、部屋の隅に立て掛けてあった折り畳みテーブルを持ち上げると、ベッドとテレビの間の空間に広げて置いた。なにしろ、六畳一間にベッドと机、それに本棚が二つ置いてあるので、貴久の部屋には、あまりスペースの余裕がない。だから普段は、このテーブルは片付けておき、来客があった時にだけ使うようにしているのだった。

　台所の方からは、いい匂においが漂い始めていた。

「なにか手伝う事はあるかい？」

　貴久がそう声を掛けると、久美子が、ひょこっと顔を覗のぞかせた。

「部屋の方は片付きました？」

「まあ、ざっとだけどね」

「じゃあ、テレビでも観みてて下さいよ。もうじき、ご飯も炊けますから」

「だけど、なんかあるだろ。手伝うよ」

　百ゆ合り子こにならばともかく、久美子に対しては、貴久にも遠えん慮りよがある。なにからなにまで任せっきりでは、申し訳ないように思えるのだった。

「いいですってば。あとは盛り付けるだけだし……それに、台所をうろちょろされると、かえって邪じや魔まです」

　久美子のその言葉に、貴久は苦笑を浮かべた。

「分かったよ……。じゃ、お言葉に甘えさせて貰もらうとしますか」

　貴久は、テーブルの前に座ると、テレビのリモコンを手に取った。時刻は六時半をまわったあたり。どのチャンネルも、ニュースを流している時間帯だった。

　とりあえず適当なチャンネルを選んでニュースを観ていると、やがて久美子が、料理をお盆に載せて運んで来た。

「ビタミンを補給して貰おうと思って、ちょっと野菜を多めに料理してみました」

　そんな説明をしながら、テーブルの上に皿を並べ始める。

　肉じゃがとほうれん草のおひたし、豆腐と葱ねぎの味み噌そ汁に野菜サラダ。

　あまり凝こったメニューではなかった。貴久も、小学校時代に、学校の授業で同じような料理を作らされた覚えがある。

　だが、貴たか久ひさが知る限り、久く美み子こはそれほど料理が得意なわけではなかった筈はずだ。失敗しないように、無難な料理を選んだのかなと思うと、かえってそれが微ほほ笑えましい。

　久美子が、炊き立てのご飯を、貴久によそってくれた。

「さ、召し上がれ」

「じゃ、遠えん慮りよなく」

　貴久は、早速、肉じゃがの方へと箸はしを伸ばした。手て頃ごろな大きさのじゃが芋いもを摘んで、口に入れる。その貴久の口元を、久美子は、やや不安そうな面おも持もちで見詰めていた。

「あの……味はどうですか？」

「……うん。うまいよ」

　熱いじゃが芋を、はふはふ言いながら噛かみ砕いてから、貴久は頷うなずいた。

「ほんとに？　お世辞じゃなくて？」

　久美子が重ねて訊たずねてくる。

「ああ」

「ほんとにほんと？」

「ほんとだってば。久美子ちゃんも、疑り深いな」

　貴久が苦笑すると、久美子はようやく、安心したような笑顔を見せた。

「よかった……。じゃ、いっぱい食べて下さいね」

「ああ。……ところで、久美子ちゃん、自分の分は？」

「私？　私は作りに来ただけだから……」

「そんな事言わずに一緒に食おうよ。一人で食ってたんじゃ、なんか申し訳なくて、ゆっくり味わえない」

「そうですか？　じゃ……私もお呼ばれしますね」

　久美子は、いそいそと立ち上がると、台所から、もう一組の食器を運んで来た。

　自分の分のご飯と味み噌そ汁とを用意して、

「じゃ、いただきます」

　久美子が両手を合わせた時だった。

　小さな、だが耳に残る電子音が、長く響ひびいた。テレビの時報である。ちょうど七時になったのだ。

　なにげなく、そちらへと目を向けた貴久は、そのまま画面から目が離せなくなった。

　派手なＢＧＭと共に、筆で殴り書きしたようなテロップが、画面いっぱいに現れたからだ。

『報道特別番組。黒い覆ふく面めん集団ユニコーン。その謎なぞに迫る』

『はたして破防法の適用はあるのか!?』

『改造人間、その正体とは！』

　次々に現れては消えていく、それらの文章を、貴久は無言のまま、見詰めていた。
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　番組は、まずスタジオのシーンから始まった。男女二人のアナウンサーが、正面を向いて座っている。

『こんばんは。今日は、通常の予定を変更しまして、報道特別番組「黒い覆ふく面めん集団ユニコーン。その謎なぞに迫る」を、お送りします』

　男性アナウンサーが、まず、そう挨あい拶さつした。それを受けて、次に隣となりの女性アナウンサーが口を開く。

『それでは、本日のコメンテイターをご紹介させていただきます。長年、警けい視し庁に勤務されておられました尾お上がみ宗そう平へいさん。そして、軍事評論家の敷しき島しま信のぶ彦ひこさんの、お二方です。……本日は、ようこそいらして下さいました』

『どうも』

『よろしくお願いします』

　紹介を受けて、二人の男が頭を下げる。

　尾上というのは、恰かっ幅ぷくの良い五〇代の男だった。一方の敷島は、痩やせ型で、やや頬ほほがこけた感じである。年ねん齢れいは四〇代ぐらいだが、その髪には早くも白いものが混じっていた。

　男性アナウンサーが、正面に向き直る。

『これまで『黒い覆面集団』と呼ばれて来ました謎の犯罪集団。彼らによる一連の犯罪活動が始まって、一四ケ月が経たとうとしています。警察は懸けん命めいに捜査を続けていますが、いまだに有力な手掛かりすら掴つかんではいない模様です。ですが、ここに来て、幾つか新たな展開が見られました。まず、捜査本部のトップとして、国こ府う田だ信のぶ義よし警視正が新たに就任した事。そして、もう一つは、『黒い覆面集団』が、自分たちの組織の名を公表したという事です。……では、まず、この名前の件について、本ほん田ださん、お願いします』

　男性アナウンサーが、傍らの女性アナウンサーに目を向けた。

『では、どのような経けい緯いで、組織の名が明らかにされたのか、ですが……先日の穂ほ積づみ雅まさ明あき乾いぬい組組長の殺害事件。この事件に幼稚園教諭の緑みどり川かわ百ゆ合り子こさんが巻き込まれ、命を落とされた事は、みなさん、ご記き憶おくに新しい事と思います』

　その言葉に合わせて、テレビの画面の中に、百合子の顔写真が映った。

『……ところが驚おどろくべき事に、この緑川百合子さんのご遺い族ぞくに宛あてて、額面三〇〇万ドルの小切手が送られてきたと言うのです。そして、そこに添えられていた書状が……こちらになります』

　本田と呼ばれた女性アナウンサーが、一枚のフリップを取り出した。そこには、英語の文章と、それを訳した日本語の文章とが、上下に並べて記されていた。

『読み上げます。……我々の不手際を謝しやし、併せて故人の冥めい福ふくを祈る。ユニコーン総司令。これが、緑みどり川かわさんのご遺い族ぞくに宛あてられた書状の全文です』

『警けい察さつは慎重な検討の結果、これを悪戯いたずらではなく、確かに『黒い覆ふく面めん集団』からの声明であると、このほど、公式に認定しました。これにより、これまで『黒い覆面集団』とのみ呼ばれて来たこの謎なぞの犯罪集団を、公式にユニコーンと呼称する事になったわけですが……尾お上がみさん。まず、この点に関して、いかがお考えですか？』

　男性アナウンサーが、警視庁ＯＢにコメントを求めた。

『まず、注意しなければならないのは、今のお言葉の通り、騒さわぎに乗じた何者かの悪戯ではないかという事です。しかし、今回の場合、額面三〇〇万ドルという小切手が付随していました。しかも、換金可能な正規の小切手である事が確認されています。この金額は、とても悪戯で出せるものではない。警察の判断は正しいと、私も思いますよ』

『逆に考えれば、だからこその三〇〇万ドルなんでしょうね』

　そこで、軍事評論家が、横から口を挟んだ。

『と、おっしゃいますと？』

　男性アナウンサーが、敷しき島しまに水を向けると、画面は、敷島の表情のアップに切り替わった。

『つまり彼らは、最初から、なんらかの形で声明文を出そうと思っていた。しかし、ただ出しただけでは、ただの悪戯と思われかねない。そこで、悪戯でないとはっきりさせるための三〇〇万ドルを添えた。そういう事です』

『という事は……緑川百ゆ合り子こさんへの謝しや罪ざいというのは建前であって、ユニコーンという名を世間に知らしめる事自体に目的があったという事でしょうか？』

『ええ、そう言ってもいいと思いますよ。勿もち論ろん、緑川百合子さんのご遺族に謝罪する事で、彼らが自分たちの……なんと言いますか、株を上げようとした、というような、政治的な目的もあったとは思いますが』

『株を上げる？』

『ええ。世間に対して自らの正当性をアピールするのは、テロリストの常じよう套とう手段です。自分たちが単なる犯罪者ではないと主張したいわけですね。その意味では、今回の件は彼らにとって好都合だったとも言えるでしょう』

『しかし、三〇〇万ドルと言えば、相当な大金ですが……？』

『確かにそうですが……思い出してみて下さい。今年二月にあった現金輸送車襲しゆう撃げき事件、あの一件だけでも、彼らは二五億の金を手にしてます。彼らの稼かせぎからすれば、それほど大した額ではありませんよ』

『しかし……テロリストと決めて掛かるのはどうですかね？』

　今度は、尾上が、話に割って入って来た。

『決めて掛かっているわけじゃありませんが……まず、間違いないんじゃないですかね。彼らの作戦行動を見てもそうですし、第一、その声明文にあるじゃありませんか。「総司令」と。これは、彼らが自分たちの組織を、軍になぞらえている事を示している。違いますか？』

『しかし、それにしては、奴やつらの行動には政治目的が希き薄はくすぎる。それにあなたの言う「声明文」とやらも、今回の一通だけだ。奴らがテロリストなら、それこそ無数の声明文を、これまでに出していてもよさそうなものでしょう？』

『出していて、我々が知らないだけなのかもしれない』

　敷しき島しまは、皮肉な目付きを、尾お上がみに向けた。

『……そりゃ、どういう意味ですか？』

　尾上が、やや気色ばんだ。

『警けい察さつの秘匿体質は今に始まった事じゃないでしょう？　表に出せないような理由があって、警察が握り潰つぶしているという可能性もあるんじゃないですか？』

『馬ば鹿か馬ば鹿かしい』

　尾上は吐き捨てるように言った。

『そうですか？　しかし、今度の捜査本部長は国こ府う田だ警視正だ。あの人は確か、公安畑にいた人ですよね。そういう人間を本部長に据すえたという事は、警察も、その線で考えているという事なんじゃないんですか？』

『それは深読みのし過ぎというものだ。確かに、国府田くんは公安にもいた事があるが、今回の人事については、彼個人の能力と若さを買ってのものだと聞いている。あまり憶おく測そくでものを言って貰もらっては困りますな』

　尾上は、不機嫌な表情を隠そうともせず、敷島に答えていた。

『えー、とにかく、お二人とも、ユニコーンという名があの『黒い覆ふく面めん集団』の名であると言う事は、お認めになっておられるようですね』

　場の険悪な空気を察したのか、男性アナウンサーが、やや強引なまとめ方をして、話を引き取った。

『さて、ではこのユニコーンという名称に関してなんですが……自分たちの組織をそう呼ぶからには、この名前になんらかの暗あん喩ゆが含まれているのではないか。我々はそう考え、この名が意味するものに関して、少し調べてみました。本ほん田ださん、お願いします』

『はい。えー、ユニコーンという名前を聞いた時、私たちが頭に思い浮かべるのは、まず、こちらの生き物だと思います』

　本田が顔の前に立てたフリップには、古い宗教画が描かれていた。薄うす絹ぎぬを纏まとって草原に座る若い女性のそばに、角つのの生えた白馬が寄り添っている。

『言うまでもなく、これは架空の生き物ですが、このユニコーンについての古い記述を調べてみると、幾つか興きよう味み深い文章が見付かりました。それを抜き出してみたものがこちらです』

　本田が、もう一枚のフリップを示しながら、説明を始めた。

『一、ユニコーンは、清純な乙女おとめに馴なれ親しむ。

　……これはファンタジーの世界では有名な話でして、こちらのフリップの絵のように、宗教画においても、ユニコーンは清せい楚そな女性と対で描かれる事が多いようです。

　二、ユニコーンの角つのには、癒いやしの魔ま力りよくがある。

　……これも、比較的よく知られている話ですが、中世ヨーロッパにおいては、毒殺される事を恐れた貴族たちが、大金を払って、ユニコーンの角を買い求めようとしたという記き録ろくも残っています。

　それから、これは私も意外だったのですが……、

　三、ユニコーンは、あらゆる生き物の中で最強のものである。

　……この優美な架空の生物は、伝承の中では、そう位置付けられていたんですね』

　本ほん田だのその説明を受け、男性アナウンサーが、改めて正面に向き直った。

『最強の生物。この言葉こそが、謎なぞの組織ユニコーンを象徴しているのではないか。我々はそう考えました。……ＣＭのあとでは、ユニコーンが有する改造人間の真実に迫ります』

　テーマ曲が流れ、画面が切り替わる。

　そして、ＣＭが始まった。

　最強の生物、か……。

　貴たか久ひさは、テレビの画面を見ながら、あの日の闘たたかいを思い出していた。

　傷付き血を流していた事からしても、あれが生き物である事は間違いなさそうだ。そして、「最強」という形容詞も、あの闘いぶりからすれば、決して過言ではない。

　だが、いったい、誰だれが、なんのために、あのような化け物を創つくり上げたのだろう。そして、なぜ、それほどの技術を、犯罪行為にのみ使っているのか。

　あれだけの技術があるなら、かならず他たの分野にも応用は利く筈はずだ。特許を取り会社を興おこせば、それこそ一〇〇〇億単位の金を稼かせぐ事さえ、不可能ではあるまい。わざわざ現金輸送車などを襲おそわなくとも、それ以上の金を、それも合法的に手に入れる事ができる。なのに、なぜ、彼らはそうしようとしないのだろう。

　貴久にはむしろ、そちらの方が謎だった。

　ふと、視線を感じて脇わきを見ると、久く美み子こがじっと貴久を見詰めていた。

　貴久と目が会うと、久美子はいったん視線を落とし、改めて顔を上げた。

　そして、ただひと言、

「……ご飯、冷めちゃいますよ？」

　小さな声で、そう言った。
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　ＣＭが明けて、再び番組が始まった。今度のテーマは改造人間である。画面には、ロボットの研究をしている技術者や、医学、生物学といった分野の専門家のもとにレポーターが訪れるＶＴＲが流されていた。

　貴たか久ひさは、なるべく画面を気にしないようにして、食事を続けていた。

　あのハイエナのようなマスコミが流している番組だ。わざわざ観みるような価値のあるものではない。

　そうは思いつつ、だが、テレビを消す気には、なぜか、なれなかった。

　久く美み子こは、そんな貴久を、静かに見詰めている。

　番組では、目もく撃げき者の証言や現場の映像を元に、改造人間の能力や、その正体について、様々な角度から検証を続けていた。だが、やはりと言うべきか、はっきりとした結論は出せないでいる。国こ府う田だが言っていたように、改造人間の実物を確保する以外に、確かな事を知る術すべはないのかもしれない。

　テレビの音声を気にしながら、それでも貴久は、久美子が用意してくれた食事をすべて平らげた。

「ごちそうさま。おいしかったよ」

　画面の中では、先程の軍事評論家、敷しき島しまが、ユニコーンの作戦行動がいかに巧みなものであるかについて、しきりに力説している。

「そう言って貰もらえると、お世辞でも嬉うれしいです」

　久美子が静かに微ほほ笑えみながら、貴久のために、お茶を淹いれてくれた。

「お世辞なもんか。これなら立派に定食屋が出せるよ。この辺は学生が多いから、きっと儲もうかるぜ」

　湯飲み茶ぢや碗わんを受け取りながら、貴久は軽口を叩たたいてみた。

「そしたら山やま口ぐちさん、毎日来てくれます？」

　久美子が、からかうように、そう訊きいてくる。

「ああ、いいよ」

「あ、でも私、どうせだったら、定食屋より、お洒しや落れな喫茶店とかの方がいいな」

「だけど、コーヒーだけじゃ、腹は膨ふくれないからなぁ」

「じゃ、ケーキとか出しますよ。手作りの」

　テレビの映像は、ＶＴＲに切り替わっていた。またテーマが変わったらしい。マイクを手にしたレポーターが、どこかの住宅街を急いでいる。

「ケーキじゃ、飯の代わりにはならないだろ？」

「じゃあ、ピザとか……あ、あと、スパゲッティ」

「ああ、それなら行ってもいいな」

「分かりました。じゃ、開店資金は出して下さいね」

「え？　俺おれが出すのかい？」

「そりゃそうですよ。だって、発案者ですもん」

「う〜ん、そうか……じゃあ、研究の方でひと山当てたらね。その代わり……」

　貴たか久ひさは、そこで、ふと口を噤つぐんだ。

　テレビの画面を振り返る。

　聞き覚えのある声が、そこから流れて来ていた。

『うん、こわくなかったよ』

　舌足らずな口調で話しているのは、百ゆ合り子こが、ともくんと呼んでいた、あの幼い男の子だった。テレビの取材を受けるからか、随分とよそ行きの服を着せられている。

『だって、がーでぃあんが、たすけにきてくれたもん』

『そっかあ、そうだよね。ところでガーディアンを見てどう思った？』

　レポーターは、ともくんの前にしゃがみ込み、目線の高さを合わせるようにして、質問を重ねている。

『かっこよかった。どかんどかんって、すっごくつよかったよ』

「どうしたんですか？　なにをそんなに……？」

　久く美み子こが、不思議そうに声を掛けてきた。

　貴久は、それには答えず、ただじっと、画面の中のともくんを見詰め続けた。

『本物のがガーディアンに会ったって、お友達に教えてあげた？』

『うん。みんな、すげーっていってたよ』

『またガーディアンに会ってみたい？』

『うん！　あいたい！』

　ともくんは元気良く頷うなずいていた。

　……この子を守って、百合子は死んだ。

　あの時の、容赦ないガーディアンの一いち撃げき。それを受けて吹き飛ばされた改造人間。その激突から、百合子がこの子を守ったのだ。

　年とし端はもいかぬ幼児の事だ。百合子が死んだ責任を、ともくんに押し付けようなどとは思わない。だが、ガーディアンが助けてくれたという、ともくんの認識が、貴久には哀かなしくてならなかった。

　だが、それが世間の認識なのだ。

　ガーディアンは正義の味方。たった一人で、悪の組織ユニコーンヘと闘たたかいを挑いどむ。

　それが、社会の共通認識となってしまっている。

　あの国こ府う田だ警けい視し正せいにしてからが、こう言っていたではないか。

『ガーディアンの罪は、問うべきではないと考える』

　と。

　だが、それでいいのか？

　ガーディアンの攻撃からともくんを守って、百合子は死んだ。それなのに、ともくんに感かん謝しやされるのはガーディアンだなどと、そんな事があっていいのか？

　それでは、百ゆ合り子こはいったい、なんのために死んだのだ。

　百合子の死は、いったいどうなってしまうのだ。

「あの……山やま口ぐちさん？　どうかしたんですか？」

　再度、久く美み子こに訊たずねられ、貴たか久ひさはようやく、画面から目を引き離した。

「……いや、別になんでもないよ」

「でも、なんか今……凄すごく、恐こわい顔をしてました」

「気のせいさ。本当になんでもない」

　不安そうな面おも持もちちの久美子のために、貴久は、にっこりと笑ってみせさえした。




　　　　　七




「それじゃ、今日は本当にありがとう。わざわざ済まなかったね」

　駅の改札の前で、貴久は久美子に礼を言った。

「いえ、そんな事……。私にできるのは、こんな事ぐらいですから……」

　久美子が少しくすぐったそうな表情を見せた。

「じゃあ、気を付けて帰って。お父さんとお母さんによろしくね」

「はい。あの……」

　頷うなずいた久美子が、遠えん慮りよがちに貴久を見上げた。

「なんだい？」

「明日もまた、夕食を作りに来てもいいですか？」

「……いや。気持ちはありがたいけど、それは遠慮しとくよ」

　貴久の返答に、久美子が視線を落とす。

「じゃあ……やっぱり、本当はご迷惑だったんですね……」

「そうじゃないってば。ただ、明日は何時にアパー卜に帰って来るか、ちょっと分からないんでね」

「え……それじゃあ、また大学に行く気になったんですか？」

　久美子が、驚おどろいたように、その顔を上げた。

「まあね。いつまでも部屋の中にくすぶっていても仕方がない。そう思ったのさ。久美子ちゃんのお陰だよ」

　貴久は、快活な笑みを、久美子に向けた。

　それを見て、久美子が照れたように微ほほ笑えむ。

「そっか……それだったらいいんです。じゃあ、頑がん張ばって、研究の方、続けて下さいね」

「ああ。ありがと」

「研究の成果が上がったら、喫茶店の開店資金を出してくれるって約束、ちゃんと覚えてますからね？」

「分かってるよ」

「それじゃ、今日はこれで失礼します。おやすみなさい」

　ぺこりとお辞じ儀ぎをすると、久く美み子こは改札口の方へと走って行った。貴たか久ひさが元気を取り戻した事がよほど嬉うれしいのか、弾むような足取りだった。

　改札口を抜けたところで、もう一度、久美子は振り返り、貴久に向かって、手を振って来た。

　貴久は、それにも笑顔で手を振り返す。

　久美子の姿が、ホームヘ続く階段へと消えていく。それを確認してから、貴久は踵きびすを返した。

　貴久の表情に、最も早はや、笑みはない。

　あるのはただ、決意だけだった。

　百ゆ合り子この葬そう儀ぎが済んでから、貴久はなにをする気にもなれないでいた。

　百合子が死んだから、ではない。百合子を守れなかった自分、百合子を死なせてしまった自分が、貴久には許せなかったのだ。

　その罪に目隠しして、どうして自分だけ、今までの生活に戻る事ができる。そう思っていた。

　だが、それは間違いだった。それが、今、ようやく分かったのだ。

　貴久には、やるべき事が残っていた。

　百合子のために。そして、貴久自身のために。

　それを聞けば、不可能だと、他ひ人とは言うかもしれない。冗談はよせと、笑われるかもしれない。

　だが、どんなに可能性が低くても、そこへと続く道が、どんなに高く険しくとも、貴久はその道を進み続けるつもりだった。それが今の貴久が百合子にしてやれる、ただ一つの事なのだから。
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　　　　　一




　翌日、貴たか久ひさは、朝早くにアパートを出た。

　久しぶりに、大学へと出向いたのだ。

　ただし、この日、貴久が赴いたのは、いつも通っている工学部の研究棟ではなかった。バスの停留所で数えて二つ手前の、教きよう養よう部の学部棟である。

　学部に上がる前の一、二年生が通う場所だけあって、キャンパスの中を行き来する学生たちの顔は、どれも初うい々ういしかった。掲示板の前に立ってなにやら真剣な表情でメモをとっている者もいれば、自動販売機の前で仲間たちと談笑している者もいる。貴久は、自分がここに通っていた頃ころの事を、懐なつかかしく思い出した。

　校舎の脇わきを抜けていくと、やがて、大きな緑色の建物が見えてきた。城じよう南なん大学が有する図書館である。この図書館は、地上三階、地下一階からなり、その内部に、数万冊の書しよ籍せきを収蔵している。

　貴久は、入り口で学生証を提示すると、館内に入った。

　この図書館は、二階と三階は本棚でぎっしり詰まっているが、一階フロアは、かなり広々としている。テーブルを置くスペースを多くとってあるからだ。今も、それらのテーブルの幾つかは、調べ物をする学生や講こう師したちに使用されていた。

　貴久は、並べられたテーブルの合間を縫ぬうようにして、壁かべ際ぎわの一角へと進んだ。コンピューターの端末を設置してある区画である。おもに書籍の検索用途のために設置されたものだが、ここから図書館のデータバンクそのものにアクセスする事も可能だった。

　空いている席の一つに座り、手にしていた鞄かばんを床に置く。そして、貴久はモニター画面を見ながら、マウスを操作した。

　このデータバンクの中には、城南大学が契約している新聞のバックナンバーが、すべてデータ化した上で保存されている。キーワードを打ち込む事で、該当する記事を一いつ瞬しゆんのうちにピックアップする事も可能だった。

　ユニコーンの活動が公おおやけになってから一年あまり。ことにこの半年ほどは、社会問題と言っても過言ではないほどに、マスコミでの扱いは大きなものとなっている。

　無論、貴たか久ひさも、事件が起きる度に、ニュースや新聞で、その概要を目にしてはいた。だが、それほど強い興きよう味みを、それらの報道に持ってはいなかったのである。

　だが、今では事情が変わった。ユニコーンとガーディアンについて、手に入れられる限りの情報には、すべて目を通しておく必要がある。

　既に昨夜のうちに、自宅のパソコンを使って、インターネット上での情報収集は行っていた。だが、インターネット上の情報は、その量こそ膨ぼう大だいだが、あまりにも雑多であり、整理されていない。事実と噂うわさの垣根も曖あい昧まいで、信しん憑ぴよう性に欠ける面もあった。

　勿もち論ろん、貴久も、新聞の記事が常に事実を語っているとは思わない。しかし、ユニコーンが引き起こしている一連の事件を時系列に沿って俯ふ瞰かんするには、新聞のバックナンバーを当たるのが一番確実なように思えた。だからこそ、わざわざ大学の図書館にまで足を運んで来たのである。

　インターネットでの情報収集で、検索の役に立ちそうな日付やキーワードは、既にピックアップしてあった。それをプリントアウトした紙の束を、鞄かばんから取り出して傍らに置くと、貴久は早速、記事の検索を始めた。
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　新聞によれば、ユニコーンが最初に現れたのは、昨年の三月である。

　中国系マフィアと日本のやくざとの間で行われた銃器の密売。その取引現場に、突如として黒ずくめの集団が現れ、銃器と代金の双方を奪取していった。……それが、事件の概要である。

　この時点では、どの新聞も、ユニコーンという名称は勿論、『黒い覆ふく面めん集団』という名称さえ用いていない。また、報道の仕方も、この事件によって公おおやけになった銃器密売取引の方に、より重点が置かれていた。

　その後、警けい察さつは、この取引に関与した両者の本拠地を強制捜査し、指示を下したと思われる幹部たちを逮捕している。それに関する記事が、しばらくの間、紙面を飾っていた。

　そして、それらの事件が一段落した翌四月。第二の事件が起こる。今度は現金輸送車の強奪事件だった。競馬場の売り上げ金を銀行まで運ぶ輸送車が、黒ずくめの集団に襲おそわれたのだ。

　だが、ここでもまだ、二つの事件は関連付けて考えられてはいない。あくまで、別個の事件として扱われていた。『黒ずくめの集団』という一つのキーワードが、個々の事件を繋つないでいくのは、もっとあとになってからである。

　こうして時系列に沿って記事を読んでいくと、ユニコーン事件に関する、世間の受け取り方が、その時々に応じて変わっているのが分かって、貴久には興味深かった。

　最初は、別々の事件として扱われた。それが回を重ねるごとに、『一連の犯行』とされていく。だが、襲われた相手が、マフィアややくざが多かったため、世直しを気取った集団ではないのかという意見も、その頃ころには多く見られている。

　やがて、『黒い覆ふく面めん集団』という名称が定着するようになると、今度は、警けい察さつの無能さを非難する記事が増えていく。

　そして、次に出て来るのが改造人間だ。勿もち論ろん、当初は、噂うわさにすぎないとする記事ばかりが目に付くが、目もく撃げき例が増すに連れ、本当にいるのではという意見の比率が増していく。そして、もし、いるのなら、どういう技術がそれを可能にするのか。それが話題の中心になっていく。この頃ころの新聞は、科学雑誌のような記事ばかりで、ひと頃の警察批判がほとんど見られなくなっていた。まるで、警察批判などにはニュースバリューがなくなったと言わんばかりだ。

　だが、結論の見えない改造人間論争が下火になると、ニュースバリューがなくなった筈はずの警察批判が再び浮上してくる。

　そして、機が熟すのを待っていたかのように、そこにガーディアンが登場する。

　改造人間の時と同様、世間はなかなかその存在を認めようとはしない。だが、徐々に認めざるを得なくなっていく。そして、ある一線を越えると、がらりとその受け止め方が変わる。この正義のヒーローを、もろ手を上げて歓かん迎げいするようになったのだ。

　テレビ番組の中に、ではなく、現実に存在する、本物のヒーロー。

　正義の守しゆ護ご神ガーディアンの誕たん生じようだった。
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　貴たか久ひさの図書館通いは、連日、続いていた。

　城じよう南なん大学が契約し、データバンクの中に収められている新聞は、全国紙と地方紙を併せて七紙あった。そのすべてに目を通し、記事を読んでいく。

　記事の中に特定の地名が出てくれば、地図を開いて、どんな場所なのかを確認する。

　人の名前が出てくれば、名めい鑑かんを調べて、チェックする。同時に他たの記事にその名が出ていないか、検索する。

　やくざに関して調べ、銃器について調べ、携帯電話の仕組みについて調べる。

　調べれば調べるほどに、その分野はどこまでも広く、そして深くなっていく。

　時間は、あっという間に過ぎ去っていった。

　開館時間から閉館時間まで、そのほとんどを、貴久は端末の前で過ごしていた。端末の前を離れる時は、必要と思われる書しよ籍せきを、本棚に取りに行く時だけだ。

「おい、山やま口ぐち」

　貴久の背中に、そう声が掛けられたのは、貴久の図書館通いが始まって九日目の事だった。

　椅い子すに座ったまま振り返ると、そこには登と坂さか秋あき芳よしが立っていた。

「ああ、登坂さん……。お久しぶりです」

　そう挨あい拶さつする貴たか久ひさを、登と坂さかは、腕組みをしたまま見下ろしていた。

「こんなところで会うなんて、奇遇ですね。今日は調べものかなにかですか？」

「馬ば鹿か野郎。お前に会いに来たに決まってんだろうが」

　登坂は苦々しげに言った。

「え……でも、なぜ、僕ぼくがここにいるって分かったんです？」

「本やら雑誌やら地図帳やら、山のように積み上げて、図書館にこもってる馬鹿がいるって噂うわさを聞いて来たんだよ」

「え……？」

　登坂のその言葉に、貴久は目を丸くした。ふと周囲を見渡すと、図書館の中にいる人間が、ちらちらと、貴久と登坂の方を窺うかがっている様子が分かった。どうやら貴久は、自分でも気付かぬうちに、図書館中の評判になっていたらしい。

　登坂は、大きく溜ため息いきをついた。

「研究室にも顔を出さないで、なにをやってんだ。いったいなにを調べてる？」

「……いえ、別に」

「ふん……別に、か」

　登坂の視線が、貴久からテーブルの上へと移動する。そこには、新聞記事をプリントアウトした紙や、貴久が書き込みを加えた地図、それにこれまでに使った様々な書しよ籍せきが積み上げられていた。その背表紙を見れば、『警けい察さつ　その組織と運用』『拳けん銃じゆうとライフル』『やくざ世界』『モバイル通信の行く末』『遺い伝でん子しの世紀』『多足歩行から二足歩行へ』などという文字が読み取れる。

　明敏な登坂の事だ。貴久がなにを調べていたのか、大体の事は察したに違いない。だが登坂は、それについては、なにも言わなかった。

「あれからもう半月になる。そろそろ研究室に戻って来たらどうだ。教授も心配してる」

「皆さんに気遣いをさせてしまって、申し訳ありません。ですが……もう少しだけ、時間をくれませんか？」

「もう少しってのは、どのくらいの時間だ」

「それはまだ分かりません。一ケ月になるか二ケ月になるか……」

「大事な事を忘れるなよ、山やま口ぐち。お前は田た崎さき研究室のメンバーなんだ。あそこが、お前の居場所なんだ」

　ぶっきらぼうな登坂のその言葉が、貴久には嬉うれしかった。

「ありがとうございます。……ですが、まだ僕は戻るわけにはいかないんです。仮に戻ったところで、今のままじゃ、なにもできやしない」

　貴久は、唇を噛かみ締しめるようにして、その言葉を口にした。

「山口……」

　登と坂さかは、なにかを言い掛けたようだったが、途中で思い直したように、その口を噤つぐんでしまった。ふと足元に視線を落とし、大きく息を吐く。それから、改めて、登坂は、貴たか久ひさに目を向けた。

「分かったよ。そこまで言うんだったら、お前の気の済むまで、好きにするがいい」

　登坂の口元には、諦あきらめたような苦笑が浮かんでいた。

「勝手ばかり言って、申し訳ありません」

「なにいいさ。研究室に戻るつもりがあるって分かっただけでも、少しは安心したよ」

「教授や三み岡おかさんにも、よろしく言っといて貰もらえますか？」

「ああ。とりあえず、山やま口ぐちが生きてる姿はこの目で確認しましたって、そう伝えとくよ」

　からかうような笑みを浮かべながら、登坂は言った。

「じゃあ、お願いしますね」

　そう応こたえる貴久の口元にも、自然と笑みが浮かぶ。二人で軽口を叩たたき合いながら研究に励んでいた日常が、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、貴久に戻って来たような気がした。

「さて、と。それじゃ、あんまりお前の邪じや魔まをしても悪いから、俺おれはこのまま引き上げるが……山やま口ぐち」

「はい」

「お前がなにをする気でいるのか知らねえが、この際だ。三み月つき掛けようが半年掛けようが構わねえ。やりたい事を、とことんやって来い。その代わり、研究室に戻って来る時は、お前の中のそのしこりを、全部すっきり洗い落として来るんだ。いいな？　戻って来た時、まだ、うじうじしてやがったら、張っ倒すぞ」

「はい。心しておきます」

　頷うなずく貴久に、登坂はもう一度苦笑を浮かべると、

「じゃな」

　ひょいと片手を振って、図書館を出て行った。
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　貴久の図書館通いは、結局、一二日間、続いた。調べれば分かる事は、ほぼすべて調べ終わったと言ってもいい。

　しかし、そこで得られたものは、所しよ詮せんは本の中の知識でしかない。新聞のバックナンバーを読んで分かる事は、過去に起こった出来事だけである。

　これからなにが起きるのか。肝心なのはそれだ。

　貴久の行動は、次の段階へと移った。

　これまでユニコーンが作戦行動を行った現場に出向き、その場の地形や建物の配置を、つぶさに見てまわり始めたのである。

　貴たか久ひさの手には、一二日間の情報分析によって、様々な書き込みがされた地図があった。それを参照しながら、どれだけの人員がどこに配置され、どのような動きを見せたのか、一つ一つ、再確認していく。

　なんのために、そんな事をしなければならないのか。強しいて言えば、ユニコーンという組織を肌で感じるためだ。そして、更に言えば、その作戦行動の癖くせを見いだすための試みでもある。ユニコーンがどのような地勢条件を作戦遂行のために必要としているのか。それが分かれば、ユニコーンの次の行動を予測する役に立つに違いない。

　ユニコーンは次に、いつどこに姿を現すのか。貴久が今、知りたいのは、まさにその一点だった。

　ユニコーンの犯行現場を巡っていると、時々、妙なものが目に付いた。

　事件が起きれば、警けい察さつは現場を保存するための措置を取る。ロープを張って立ち入り禁止にしたりするわけだが、事件発生から何ケ月も経たったあとでは、そのほとんどは、既に撤てつ去きよされていた。

　だが、ガーディアンが現れ改造人間と戦うようになってからの現場では、いささか様子が異なっていた。両者の常軌を逸いつしたパワーと破は壊かい力が、ビルの壁かべや柱に、戦いの跡を、くっきりと残していたのである。

　貴久は初め、破壊の跡が残っているのは、修理が間に合わないからだと思っていた。だが、どうも、そうとばかりは限らないようだ。

　今年三月に起きた、化学薬品工場襲しゆう撃げき事件の現場へと貴久が出向いた時の事だ。この事件の時は、ガーディアンが現れ、改造人間との戦せん闘とうが行われている。その戦闘の跡が、工場のまわりを囲む、頑がん丈じようなコンクリートの塀へいに残っていた。白いコンクリートの上に黒々と刻み込まれた太いひび割れ。そして、大砲の直撃ででもなければ生じようもないような、塀を貫通する、直径一五センチほどの穴。

　車道に面したその塀の穴の上には、一枚のプレートが掲げられていた。『ガーディアンのパンチの跡』。そう記されたプレートだ。

　貴久が、現場の周囲を見まわっている間にも、何組ものカップルや女子高生の集団が訪れては、その穴の前で、記念写真を撮とっていた。

　まるで観光名所だ……。

　貴久は、醒さめた目で、その様子を眺めていた。
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　貴久が、ユニコーンの犯行現場巡りを続けるうちに気付いた事が、もう一つある。いや、気付いたというよりも、改めて思い出したという方が、正確かもしれない。

　それは、今年二月にあった現金輸送車襲撃事件の現場へと、出向いた時の事だった。先日の報道番組で、軍事評論家の敷しき島しまが口にしていた、あの事件である。

　この事件の時にはガーディアンは現れていない。従って、ユニコーンには障害らしい障害はなにもなく、鮮あざやかな手並みで、二五億の現金を奪っていった。輸送及び警けい備びを行っていた人間も、縛しばり上げられはしたものの、治ち療りようが必要になるような負傷はさせられていない。

　襲しゆう撃げき現場となったのは、住宅街を貫く二車線道路である。あの『パルメール』の時ほどではないにしろ、付近には商店もあり、人通りも少なくはない。作戦実行現場の選定に人目の少なさという条件が含まれていないというのは、ユニコーンの特徴の一つだった。むしろ、「まさかこんなところで」と思うような場所に現れ、人々の虚を突くような行動に出る事が多い。

　ガーディアンとの戦せん闘とうがなかったため、現場には、ここで事件があった事を窺うかがわせるようなものはなにもなかった。ごく普通の、平和な住宅街である。

　ざっと現場を見まわった貴たか久ひさが、そろそろ引き上げようかと思った時である。

　車道を挟んだ向かいにある小さな食品店から、背広姿の若い男が出てきた。手には紙袋を抱えている。

　……ん？

　貴久の意識に、引っ掛かるものがあった。どこかで見たような顔立ちの男だったからだ。

　誰だれだったかな……？

　貴久が記き憶おくを手た繰ぐっていると、その視線を感じたかのように、その男が貴久の方に顔を向けた。そしてそのまま、貴久を見続けている。どうやら、男の方でも、貴久に見覚えがある様子だった。

　やがて男は、左右を確認しながら、小走りに車道を横切って、貴久のそばへと駆け寄って来た。そして、

「あの……山やま口ぐち貴久さん、ですよね？」

　そう声を掛けてくる。

「ええ、そうですが……」

　そう男に答えた時、貴久も思い出した。国こ府う田だと面会した時、立たつ宮みやと共にそばに控えていた若い刑事だ。名前は確か……

「青あお木きさん？」

「ええ、そうです。覚えてて下さいましたか」

　青木は、嬉うれしそうな笑顔を浮かべた。快活というよりも、どこか子供っぽさの残る笑顔である。

「またお忍びのお供かなにかですか？」

「え？」

　貴久が訊たずねると、青木は一いつ瞬しゆん、きょとんとしたような表情を浮かべたが、すぐに破顔した。

「ああ……いえ、違いますよ。今日は本業と言いますか、所しよ轄かつの刑事としての仕事です」

「と、おっしゃいますと？」

「実は、四ケ月ほども前になりますか、このあたりで、例のユニコーンの引き起こした事件がありましてね。新しい目もく撃げき証言が得られないかと、訊きき込みにまわってるところなんです」

「そんなに前の事件を、まだ調べてるんですか？」

　貴たか久ひさが訊たずねると、青あお木きはむしろ不思議そうな表情で、それに答えた。

「そりゃそうですよ。だって、まだ未解決の事件ですからね」

　言われてみればその通りだった。ユニコーンはいまだに警けい察さつに尻しつ尾ぽを掴つかませてはいない。従って、彼らが引き起こした事件は、すべて未解決という事になる。という事は、警察は、これまでの事件すべてについても、依然として捜査を継続しているという事なのだろうか。

「じゃあ、あの時の、ええっと……立たつ宮みやさん。あの刑事さんもご一緒ですか？」

「ええ。あっちの公園にいますよ。それで私は……ほら、これを」

　青木は、貴久に、紙袋の中身を見せた。紙パックのジュースとビニール袋に包まれたパンが何種類か、そこには詰め込まれている。どうやら青木は、昼食の買い出しに来ていたらしい。

「ところで……山やま口ぐちさんは、なぜこんなところに？」

　今度は、青木の方から質問してきた。

「なぜと言われても……ただ通り掛かっただけですけど……」

　貴久が言葉を濁にごすと、青木は首を傾かしげた。

「そうですか？　でもこの辺は住宅ばかりですよ？　……いったい、どこへいらっしゃるところだったんですか？」

　若いとはいえ、さすがに青木も刑事だった。不ふ審しんな点は見逃さない。

　しまったな……。

　貴久はそう思ったが、ここは無理に言い逃れをするよりも、正直に白状してしまった方が良さそうだと判断した。

「参ったな……さすがに刑事さんだ。嘘うそは通じませんね」

　貴久は、青木に向かって、苦笑を浮かべて見せた。

「と言うと？」

「実を言うと、二月にここで起きた事件の事は知ってました。それで来てみたんですよ。なんとなく……見ておきたくなってね」

　それだけ言えば、青木は青木なりに、貴久の行動を解釈してくれるだろう。

　貴久が『パルメール』での事件に巻き込まれた事。そしてそこで恋人を失った事は、青木も知っている事だ。

「そうだったんですか……」

　青木は、視線を下に向けるようにして、いったん言葉を切った。そして、改めて顔を上げる。

「お気持ちは分からないでもないですが、しかし、ここは、我々に任せて下さい。あの連中には、今のところ、したい放題やられっぱなしですが、我々にも意地があります。ユニコーンの連中は、一人残らず、刑務所に叩たたき込んでみせますよ」

　そう口にした青あお木きの表情には、強い決意が漲みなぎっていた。
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　俺おれは警けい察さつと同じ事をしている。

　青木と別れてから貴たか久ひさが思ったのは、まず、その事だった。

　ユニコーンに関する情報を収集し、そして現場にも直じかに出向いてみる。そんな事は、貴久がやるまでもなく、警察が一年も前から続けてきた事なのだ。

　集められる情報の量と質。捜査に投入できる機材と人員。そして犯罪捜査に関する知識と経験。いずれも、一民間人に過ぎない貴久とは比べ物にならない。それが警察という巨大組織の力だ。

　だが、その力をもってしても、警察はいまだにユニコーンを捕らえる事ができないでいる。

　警察と同じ方法では、ユニコーンを捕ほ捉そくする事はできない。

　なにか別のアプローチが必要だった。

　だが、警察がその総力を投入していまだに達成できていない事を、どうすれば一民間人に達成できるのか。それが問題だった。

　捜査能力という点では、警察は圧倒的な力を持っている。あらゆる面で貴久が劣る。もし貴久になんらかのアドバンテージがあるとしたら、それは貴久にはユニコーンの作戦行動を間近に見た経験があるという、ただその一点だけだ。

　やはり、一民間人が、警察を出し抜く事など、できはしないのか。

　警察より先に、ユニコーンと接触する事など、所しよ詮せん、叶かなわぬ事なのか。

　と、そこまで考えた時である。

　貴久は、一つの事実に気付いた。

　ガーディアンは、これまでに何度も、ユニコーンの作戦を妨害している。

　つまりそれは、ユニコーンの作戦現場に現れる事ができているという事だ。それも、警察が駆け付けるよりも遥かに早く。

　ガーディアンが超常の能力を持っている事は認めるが、それは戦せん闘とう能力に関してだけだ。情報収集とその分析力にかけては、公権力を持つ警察に敵かなう筈はずがない。

　だが、それにもかかわらず、現にガーディアンは度たび々たび、警察を出し抜いている。

　……なぜだ？　なぜ奴やつには、ユニコーンの行動が予測できる？

　貴久は、急いでアパートに戻ると、これまで蓄積してきた情報を、もう一度、洗い流してみる事にした。ただし今度は、ガーディアンが現れた事件に限定する。もし、そこになんらかの共通項が見いだせれば、ユニコーンの次の行動を予測する手掛かりになる筈だ。

　公式に認定された事件の中では、ガーディアンが。ユニコーンと戦ったのは、合計六回である。

　最初は、昨年一二月の、港における貨物の強奪事件。この時、ユニコーンが狙ねらったのは、大手製薬会社が輸入した、特殊な有機化合物だった。

　そして、その二週間後に、今度は、大学病院が襲おそわれている。ここでは、ユニコーンの目的がなんであったのか、はっきりしていない。ガーディアンの行動が早く、ユニコーンに作戦行動を取らせなかったからだ。

　年が明けた一月には、宝石店の襲しゆう撃げき事件。

　三月に、化学薬品工場襲撃事件。

　五月初めには、大手食品メーカーの研究所が襲われている。ここでは遺い伝でん子し組み換えによる新種の野菜の研究が行われていた。

　そして、その次が……あの穂ほ積づみ雅まさ明あき殺害事件だ。

　有機化合物、大学病院、化学薬品、遺伝子組み換え……。

　なんとなく、キーワードが見えて来たような気がする。

　すべてではないにせよ、六件のうち四件に、似た匂においが漂っていた。

　薬品、生化学、医学、遺伝子工学。そして……改造人間。

　当然ながらガーディアンは、改造人間のなんたるかを知っている筈はずだ。改造人間を製造するために必要なもの、その研究のために役立つものも知っているに違いない。

　ガーディアンは、ユニコーンが欲するものを知っているのではないだろうか。

「……」

　貴たか久ひさは、机の上のパソコンの電源を入れた。そしてインターネットに繋つなぐ。

　薬学、生化学、医学、遺伝子工学。それらの各分野において、最新の技術を持っている施設はどこか。最近、新しい研究成果を発表したところはどこか。

　貴久は、キーワードを打ち込んでは、新たな情報を取り込んでいった。
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　貴久の外まわりの日々は、依然として続いていた。

　ただし今度は、過去に起きた事件現場を巡る旅ではない。これから起きるかもしれない事件の現場を探す旅だ。

　インターネット上で、目ぼしそうな施設のピックアップは済ませていた。だが、そのリストにどれほどの信しん憑ぴよう性があるのか。それは甚だ心もとない。

　貴久の専門は工学である。医学や生化学に関しての知識はないに等しい。それらの分野においてユニコーンが欲するものが果たしてなんなのか。その判断は、貴久にはできないのである。リストアップはしてみたものの、それがまったくの見当違いである可能性は大いにあった。

　また、仮に、貴久がたまたま正しいカードを引いていたとしても、その時、その場所に、ユニコーンが現れてくれなければ意味がない。

　まったくもって、砂漠の中で一本の針を捜し求めるようなものだった。

　しかし、それでも、貴たか久ひさは、そこに賭かけるしかない。貴久にできる事はすべてやった。これ以上範はん囲いを狭める事は、貴久の能力では不可能だ。あとは運に頼るしかない。

　大学病院。製薬会社の研究所。海洋生物研究所に検疫施設。食品会社から医い療りよう器具の販売会社に至るまで、貴久は連日、歩きまわった。

　そして、九日目。奇跡は起きた。
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　その日、貴久は、蓮はす見み製薬の薬品製造工場の見学に出向いていた。

　見学と言っても、工場の中に入れて貰もらえるわけではない。また、入れて貰う事ができたとしても、貴久の目的のためには、さほど意味のない事だ。

　工場の塀へいのまわりを、ぐるりと一周し、製品を積んだ小型トラックが、門から出て行く様子を、なんとなく眺める。

　そして、付近の地図を参照しながら、もしユニコーンがここを襲おそうとしたら、どこから侵入を試みるのか、それを自分なりに想像してみる。

　小一時間もそんな事を続けてから、貴久は工場を離れた。

　今度は、トラックが走り去って行った方向へ、道なりに歩いてみる。もしユニコーンが製品を積んだトラックを途中で襲うとしたら、どこを選ぶのか。それを推測しながら、歩いたのだ。

　信しん憑ぴよう性の薄うすいリストを根拠に、推測と想像を、ただ積み重ねていく。それにどれだけの意味があるのか。こんな事を続けていて、なにになるのか。

　俺おれは馬ば鹿かな事をしている。

　自分でも、そう思う。

　だが、貴久には、そうするしかないのだ。登と坂さかに言われたように、貴久の中には大きなしこりが残っている。百ゆ合り子こに対する負い目と言ってもいい。これを抱えたままでは、貴久はどこにも進めない。またアパートの中でくすぶる日々を続けるだけだ。

　だから貴久は歩き続ける。この道を進んでいる間だけは、いまだに生き続けてしまっている自分を、貴久は容認する事ができるのだった。

　歩くうちにも、時間は流れていく。

　日は傾き、空が茜あかね色に染まっていく。

　……今日は、ここまでだな。

　リストアップされた施設は、まだほかにも多く残っている。この場所ばかりに執着していても仕方がない。アパートに戻って疲れを取り、明日に備える必要があった。

　貴久は地図帳を見ながら現在地を確認し、最寄りの駅に向かって歩き始めた。歩きながら、どこか簡単な夕食が取れる店はないかと、道路の左右に目を向ける。

　最初に目に付いたのは、フランス料理のレストランだった。さすがに貴たか久ひさには敷しき居いが高いので、その前を素通りする。

　喫茶店があり、中華料理の店があり、そしてファミリーレストランが目に入った。看板には『リッジウェイ』と書かれている。

　……あそこにしとくか。

　貴久は、その店の前まで行くと、空いた席があるかどうかを確認するため、窓から中を覗のぞき込んだ。

　時刻は夕方の六時過ぎ。店内はかなり賑にぎやかだったが、空席はまだ残っている。

　貴久は、『リッジウェイ』の入り口へと向かいかけ、そして、ふと、その足を停とめた。

　もう一度、窓から店内を覗き込む。

　客の待つテーブルヘ、ウェイターが料理を運んでいる。そのウェイターを、貴久は注視した。

　細面の顔立ちに、切れ長の眼まな差ざし。すらりとした体付きに、きびきびとした無駄のない動き。

　見間違いではない。思い込みでもない。

　間違いない。そこにいるのは、あの時の男だった。

　百ゆ合り子こが死んだ、あの日あの場所で、混乱する客たちを避ひ難なん誘ゆう導どうしていた男。国こ府う田だの話によれば、事件後、その姿をくらましてしまったという、『パルメール』のウェイター。その男が、制服こそ違え、同じウェイターとして、このファミリーレストランで働いていたのである。

　貴久は全身が総毛立つのを感じた。

　無駄ではなかった。俺おれのしてきた事は、無駄ではなかった。

　貴久はついに、ユニコーンの姿を捉とらえたのだ。
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　ファミリーレストラン『リッジウェイ』は、いつも午前八時に、店を開けていた。

　朝食をとりに来る人間が結構いると見え、開店したばかりの時間帯にはそこそこ賑にぎわっているが、しばらくすると客足が途絶える。

　そして、一一時半頃ごろから、今度は昼食を食べに来る人間で再び賑わい始め、一二時から一時半頃までは、席が空くのを待つ人間が出るほど、店内は混雑する。

　それが一段落すると、今度は客層がやや変わり、食事をしに来る客よりも、コーヒーを飲みながら一服するサラリーマンや、ケーキを食べながら談笑する女性客の姿が目立つようになる。

　夕方あたりには、中高生の姿が多くなるが、七時から八時にかけては、夕食をとりに来る客で、二度目のピークがやってくる。

　午後九時を過ぎると、それらの客の数も目に見えて減り始め、そして『リッジウェイ』は、午後一一時に閉店するのだった。




　貴たか久ひさのホテル住まいは、六日目を迎えていた。

　部屋は四階。西端の角部屋である。

　その窓際に椅い子すを運び、日がな一日、双そう眼がん鏡きようを覗のぞいている。それが、この数日間の貴久の日課だった。

　一週間前、『パルメール』のウェイターに扮ふんしていたあの男の姿を『リッジウェイ』で見掛けた時、貴久は、ユニコーンの次の作戦が、この場所で行われる事を知った。

　だが、それがなにを目的としたものであり、そしていつ行われるのか、それが分からない。

　それを知るためには、張り込むしか手段がなかった。

　だが、ユニコーンは犯罪組織である。警けい察さつの目を常に意識しているに違いない。あのウェイター以外にも、数多くの人員が配置され、作戦の下準備と警戒にあたっているだろう事は、容易に想像できた。

　だから貴久は、離れたところから『リッジウェイ』を監かん視しできる場所を探し、このホテルを選んだのである。『リッジウェイ』まで、直線距離にして一〇〇メートル程度。間には高い建物もなく、視界を妨げる物もない。張り込むには持って来いの場所だった。部屋を取る時にも、適当な理由を付けて、最も見晴らしの良い西端の角部屋を、特に選ばせて貰もらった。

　以来、貴たか久ひさは、部屋の中にこもりきりだった。いつ何時、『リッジウェイ』に動きが出るのか、それが分からなかったからだ。

　食事もいつもタームサービスである。ただでさえ、ホテルの部屋代に金が掛かるというのに、出費がかさんで仕方がない。学生の身である貴久には、貯金もそうはない。ユニコーンが作戦を開始するまでの間、ホテルの滞在費が続くかどうか、それが一つの問題ではあった。
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　その日は、朝から天気が悪かった。テレビの天気予報は、低気圧の接近を告げていた。空には濃のう灰かい色の雲が厚く立ちこめ、太陽の光を遮っていた。

　時刻は、午後二時をまわったところである。昼食時の混雑が一段落し、『リッジウェイ』には、どこかのんびりとした空気が漂っていた。

　そして、一台の車が、『リッジウェイ』の前に停とまった。

　後部座席から、薄うす緑みどり色の背広を着た男が降りて来る。

　貴久は、その男に双そう眼がん鏡きようを向けた。

　角度的に、貴久からは、男の後頭部しか見えない。だが、その背格好と髪形、そしてその身に漂う雰囲気には、貴久の記き憶おくを呼び覚ますものがあった。貴久の双眼鏡を握る手に、思わず力がこもる。

　男に続いて、もう一人、女が車から降りて来た。夏らしく、涼しげなワンピースを着ている。

　男が、女を振り返り、なにかを口にした。それを受けて、女が男に短い言葉を返す。

　……間違いない。あの男だ。

　貴久は、双眼鏡の中に、振り返った男の顔を、確実に捉とらえていた。

　ユニコーンの作戦指揮官。あの時『パルメール』にいた、スーツ姿の男である。そして女も、あの時、男と同じテーブルに座っていた女だった。

　車から降りた二人は、『リッジウェイ』の中へと入って行く。

　その姿が店内に消えると、二人を運んで来た車は、再び走り出した。車道を流れる車の中に消えて行く。

　貴久はそこで、目から双眼鏡を離した。

　今日がその日なのか……今から、始まるのか……。

　あの時、『パルメール』で起きた出来事が、この場所で、再び行われようとしている。

　そう思うと、窓の外に広がる穏おだやかな日常の光景が、妙に異質に見えてくる。破は壊かいされるために存在しているような、そんな気がしてくるのだった。

「……」

　貴たか久ひさは双そう眼がん鏡きようをテーブルに置くと、椅い子すから立ち上がった。

　窓辺から離れ、ベッド脇わきに置いてあったバッグを取り上げる。

　そして手早く裸になり、バッグの中から取り出した服に着替える。

　ジーンズに焦こげ茶ちや色の丸首シャツ。そして、その上に羽は織おるのは、アイボリーのジャケット。

　それは、あの日、貴久が着ていた服である。

　貴久が貴久である事を示すために、この服に着替える事が、貴久には必要だった。
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「いらっしゃいませ」

『リッジウェイ』のドアを開けると、ウェイトレスが、すかさず声を掛けてきた。

　その声を耳にしながら、貴久は、ざっと店内を見渡す。午後二時過ぎというこの時間帯。客の数は、そう多くはなかった。

「お一人様ですか？」

　ウェイトレスが重ねて訊きいてくる。貴久は横を向いたまま、それに答えた。

「いえ、待ち合わせです。あそこの席の人とね」

　貴久が見詰めていたのは、窓際のテーブル席の一つだった。そこには、あの二人が、向かい合うようにして腰を下ろしている。

「かしこまりました。では、お席の方へどうぞ。すぐにメニューをお持ちしますので」

　ウェイトレスは、やわらかく微ほほ笑えみながら、貴久の前から離れて行く。どうやらこのウェイトレスはユニコーンの人間ではないようだ。

　貴久は、二人のいるテーブル席に向かって、ゆっくりと歩き始めた。

　あそこにいるのは、ユニコーンの作戦指揮官。人を殺す事をも躊躇ためらわぬ犯罪集団を指揮する立場にいる男だ。

　だが、その男との距離を縮ちぢめて行きながら、不思議と、貴久の心は平静だった。

　興こう奮ふんもなければ、恐れも感じない。

　自分は感覚が麻ま痺ひしているのだろうか。

　それとも、感情というものが、凍り付いてしまっているのだろうか。

　男の前のテーブルには、あの時と同じように、ノートパソコンの『ライトニング』が置かれていた。その脇わきには、携帯電話によく似た通信機。少し離れたところにはコーヒーカップが置かれている。男は鋭するどい目付きで、『ライトニング』の液晶画面に見入っていた。

　一方、女の方は、椅子に横向きに腰掛け、窓の外へと目を向けている。どこかつまらなさそうな表情で、唇に咥くわえたストローを、ぷらぷらとさせていた。女の前に置かれているのは、バナナシェイクである。

　貴久は、テーブル席のそばまで行くと、その足を止めた。無言のまま、男を見下ろす。

　気配を感じたのか、男が顔を上げる。貴たか久ひさに向けられたその目が、僅わずかに見開かれるのが分かった。

「……ん？」

　窓の外を見ていた女が、男のその様子に気付く。男の視線の先を追うようにして、貴久を振り仰いだ。

「なに、あんた？　あたしたちに、なにか用でもあんの？」

　女の質問には答えず、貴久は、男だけを見み据すえていた。

　男も無言のまま、貴久を見上げている。先程、ほんの一いつ瞬しゆん見せた驚おどろきも、既に男の表情からは消え失せていた。頭の中を今どんな思考が駆け巡っているのか、その表情からは、一切、読み取れない。見事なまでのポーカーフェイスだった。

　貴久は、静かに口を開いた。

「俺おれを……覚えているか？」

「ああ、覚えている」

　男が答えた。

「ねえ……いったい、誰だれなのさ。この子」

　焦じれたような口調で、女が男に問い掛けた。

　男の視線が貴久から外れ、女へと向けられる。

「君も見掛けた事はある筈はずだぞ。例の彼女の恋人だよ」

「例の……？」

「緑みどり川かわ百ゆ合り子こだ。『パルメール』の」

「え……」

　女の目が大きく見開かれた。

「でも……なんで、その子が、こんなところにいるのさ!?」

「さあね。それは私も知りたいところだよ」

　落ち着いた口調で答えながら、男が、改めて貴久を見上げた。

　その二人を等とう分ぶんに見ながら、貴久は口を開いた。

「あんたらが二人揃そろってここにいる……って事は、奴やつもここに現れるって事か？」

　数すう瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、男はそれに答えた。

「……かもしれないな」

　そして、男は、ふと気付いたように、貴久の背後へと視線を向けた。

　貴久が振り返ると、いつの間にか、そこには、あのウェイターが立っていた。接客業を務める者に相応ふさわしい、穏おだやかで嫌みのない笑顔。だが、貴久を見るその目だけは笑ってはいない。

　ウェイターの右手は、上着の裾すそを跳ね上げるようにして、腰の後ろにまわされていた。なにか武器のような物を、そこに隠し持っているのだろうか。

　その時、貴たか久ひさの耳に、男の声が聞こえた。

「ああ、ちょうどいいところに来たね。コーヒーをもう一つ頼むよ」

　作戦指揮官が部下に命じる口調ではない。客がウェイターに注文する時の口調だった。

　ウェイターが当惑したような表情を、男に向ける。

　だが、男がそれと分からぬほどかすかに首を振ると、それで納得したらしい。

「かしこまりました。少々お待ち下さい」

　ウェイターは、貴久に向かって丁重に頭を下げると、厨ちゆう房ぼうの方へと戻って行った。

　このウェイターが貴久を排除するためにやって来た事は明白だった。そして、男が止めなければ、それはそのまま遂行されていただろう事も。

「立ち話もなんだから、そこに座ったらどうだ？」

　男が右手で、女の隣となりの席を示した。

　相変わらず、男の表情は読めない。

「遠えん慮りよは無用だ。それに、いつまでもそんなところに立たれていては、人目に付いてしまう。頼むから座ってくれないかな。山やま口ぐちくん」

　男は、やわらかな口調で、そう繰くり返した。
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　貴久は言われるまま、女の隣の席に着いた。ちょうど、男の正面に当たる席である。

「勝手に注文してしまったが、コーヒーで構わなかったのかな？」

　男の言葉には、からかうような響ひびきが滲にじんでいた。

　隣の席の女は、頬ほお杖づえを突くようにして、真横から貴久を眺めている。『パルメール』の時は、遠目からしか見る機会がなかったが、こうして改めて見ると、女はかなりの美人だった。くっきりとした眉まゆと、どこか挑戦的な眼まな差ざし。男を惹ひき付けるに充分な魅み力りよくがあり、そして、自分にその魅力がある事を知っている。そういうタイプの女だった。

「確か……山口貴久くん、だったね？」

「……調べたのか？」

　緑みどり川かわ百ゆ合り子この名はニュースに流れたが、貴久の名は報道されていない。また、『パルメール』での出来事の際も、百合子は貴久の下の名は呼んではいなかった。

「情報収集には、些いささか力を注いでいる」

　男は控えめな表現で答えた。

　確かに、そうでなければ、警けい察さつの捜査網をくぐり抜け続ける事などできはすまい。

「ところで、先程の我々の疑問に答えてくれるとありがたいんだが……。山口くん。どうして、ここが分かった？」

「偶然さ」

「その答えでは納得しかねる」

　貴たか久ひさの答えは嘘うそではない。可能な限りの調査と分析を重ねた上での事とは言え、最後の決め手となったのは、やはり偶然だった。しかし、それで片付けられては、確かに、男も納得はできないだろう。

　貴久は小さく笑うと、顎あごの先で、厨ちゆう房ぼうの方を示した。

「さっきのあいつさ。あいつの顔をここで見掛けた。それで分かった。……それでいいか？」

「なるほどね。確かに、彼は『パルメール』にもいたからな。君が覚えていても不思議はないが……だが、我々がやって来る日時が分かったのは、なぜだ？」

「分からなかったよ。だから、ずっと、あのホテルから、ここを見張ってたんだ」

　貴久は、窓の向こうに見えるホテルを指し示した。

「ふむ……なるほどね」

　そこへ、例のウェイターが、コーヒーを携えて戻って来た。

「お待たせいたしました」

　貴久の前にコーヒーを置くと、テーブルの隅に伏せて置いてあった伝票を取り上げ、書き込みを加える。

「では、ごゆっくりどうぞ」

　どこまでもウェイターとしての役割に徹てつし、一礼して、そのまま下がって行く。

　男は、その後ろ姿を見送ってから、貴久への質問を再開した。

「君のほかに、我々がここにいる事を知っている者は？」

「いない」

「なにもかも、君一人でやった事だと、そう言うのか？」

「お陰で、このところずっと寝不足だよ」

「では……君一人がいなくなりさえすれば、我々の作戦にはなんらの支障もない。そういう事になるのかな？」

　真っすぐに貴久の目を見詰めたまま、男はその質問を口にした。

　表面上は紳士的であっても、目の前にいるこの男は、ユニコーンの作戦指揮官なのだ。貴久一人を葬り去るくらい、平然と、しかもごく簡単にやってのけるだろう。

　その行動を抑止するためには、ほかにも知っている者がいると、そう男に思わせるべきだ。貴久の身になにかが起きれば、その仲間がただちに警けい察さつに通報する手て筈はずになっていると、そう言えばいい。

　だが、貴久には、そんな駆け引きをするつもりは、初めからなかった。

「どうやら、そういう事になりそうだな」

　男の口元に、かすかな笑みが浮かんだ。

　そして男は、いったん『ライトニング』の液晶画面に視線を落としてから、改めて貴たか久ひさに向き直った。

「さて、それでは、いよいよ本題に入るとしようか。山やま口ぐちくん。君は、いったい、なにをしにここに来たんだ？　我々に、恨み言の一つでも言いに来たのか？」

「いいや。俺おれは別に、あんたらに会いに来たわけじゃない」

「？　では、なぜ、ここに来た？」

「あんたらがいるところにしか、奴やつは現れないからだ」

『奴』とは誰だれの事か、それを説明する必要はなかった。

「奴に会って……そして、どうする？」

「俺のこの手で、奴を殺す」

　貴久の返答に、男が僅わずかに目を見開いた。
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「……本気で言ってるのか？　それは」

　男が言った。

「正気かって訊きくべきだと思うけどね。あたしは」

　女が言う。

「俺は冗談を言うために来たわけでもなければ、気が狂ってるわけでもない」

　二人の視線を受け止めながら、貴久は答えた。

「しかし……なぜ我々ではなく、奴なんだ？」

　憎まれるべきは自分たち。そう考えている事が、男の質問からは窺うかがえた。

「もちろん、あんたらにも言ってやりたい事は山ほどあるさ。だが、そいつは俺がやらなくても、マスコミと警けい察さつが進んでやってくれる」

「それは確かに、そうかもしれんが……？」

　男の口元に、皮肉めいた笑みが浮かんだ。

「……だが、奴を責める者は俺しかいない。だから俺が、奴を裁く」

　浮かんだ笑みが、ゆっくりと消えていく。代わりに、貴久を見詰める男の視線が、その密度を増した。貴久の意図を探るかのような視線でもあり、貴久という人間を値踏みしているかのような視線でもあった。

　貴久の隣となりで、女が口を開いた。

「だけど、あれは事故だったんだろ？　あの男だって、なにも、あんたの彼女を殺そうと思ってたわけじゃない」

　まるで、ガーディアンを庇かばうかのような、女の言葉だった。

　貴たか久ひさは、首を巡らして、女を見た。

「ああ、確かにな。あんたらにも奴やつにも、百ゆ合り子こを殺すつもりはなかった。それは俺おれも認めるよ」

「だったら……」

「だが、だからと言って、百合子が生き返るわけじゃない。俺ヽたヽちヽの罪が消えるわけじゃない」

　百合子を死なせたのは、ユニコーンとガーディアン、そして貴久である。

　貴久自身をも含めて、誰だれもその罪から逃れる事はできない。逃れようとする者は、貴久が許さない。

「だけど、それは……」

　言い返そうとする女に構わず、貴久は更に言葉を重ねた。

「俺から見れば、奴もあんたらも一緒だ。物を壊こわして、人を殺す。敵と味方に分かれてるだけで、やってる事は一緒だろう。なのに、なぜ奴だけが正義の味方なんだ？　百合子を死なせて誉ほめそやされるなんて、それじゃあ、いったい、百合子の死はなんだったんだ。なんのために今まで生きてきたんだ。奴に殺され、奴の名を高めてやるために、そのために生まれてきたとでも言うのか」

　ガーディアンを正義の味方と認める事。それは、百合子の生と死を、共に無意味なものにする事と同じだった。

「俺は、そんな事は認めない。認めるわけにはいかない。俺だけは……俺だけは、認めちゃいけないんだ！」

　だから貴久は、ガーディアンを否定する。

　百合子のために、全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて、その存在を否定しなければならないのだ。

　貴久の横で、女が、なにか言いたそうな素振りを見せた。だが、口を開きはしたものの、そこから出る言葉はない。女は、貴久から視線を逸そらすと、小さく首を振りながら、そっと息を吐いた。

「なるほどね……」

　代わりに口を開いたのは、それまで沈ちん黙もくを続けていた男の方である。

「君の立場は、よく分かった。だがね、山やま口ぐちくん。この世には、意欲だけではどうにもならない事もある。夢物語を口にする前に、もう少し現実を直視するべきだな」

　男は、右手でコーヒーカップを取り上げ、口元へと運んだ。

「俺も俺なりに、現実を見ているつもりだ」

「果たしてそうかな？　できもしない事を、やりたいできると言い張るのは、子供のする事だよ」

　男は、コーヒーカップを受け皿の上に戻すと、『ライトニング』を手元に引き寄せた。携帯電話型の通信機を左手に待ち、耳に当てる。

「最終チェックだ。各員、状況を報告しろ」

　貴たか久ひさは、男の手にある通信機を見詰めていた。音声までは聴き取れない。だが、男のもとへと、次々に部下たちからの報告がもたらされている事は明らかだった。

「……了解」

　ややあって、男は言った。

「こちらの状況にも変化はない。予定通り、作戦を実行する。各員、そのまま待機して、次の合図を待て」

　男は通信を終えると、貴久に向き直った。

「聞いての通りだ。これから私は少し忙しくなる。あまり君の相手はしてやれないかもしれないが、折せつ角かくの特等席だ。見物していくがいい」

　いよいよ、ユニコーンの作戦が始まる。

　平へい穏おんな日常の光景が、じきに破られるのだ。

「……」

　貴久は、無言のまま、窓の外へと、目を向けた。

　腕時計の針が示す時刻は二時三七分。

　空を覆おおった雲は厚く垂れこめ、今にも雨が降り出しそうだった。
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　車道には車が行き交っている。歩道にも多くの人がいる。

「なぜ、わざわざ、こんな場所を選んだ？」

　無視されるかとも思ったが、男の声が、その質問に答えた。

「人が多いという事は、紛れやすいという事でもある。撤てつ退たいがしやすいのさ」

「巻き込む恐れも増えるんじゃないのか」

「作戦が始まれば、普通の人間は逃げてくれる」

　自分を揶や揄ゆされたような気がして、貴久は男を振り返った。

　だが、男は、『ライトニング』の画面に目を向けたまま、貴久の反応など、気にも留めていない。

「通信をカットしろ」

　男が、通信機に向かって、そう指示した。

　貴久は、ジャケットの内ポケットから、自分の携帯電話を取り出してみた。

　通信可能を示していた液晶表示が、ふっと『圏外』に切り替わる。

　国こ府う田だ警けい視し正せいに聞かされた話が思い出された。

　電話の基地局のシステムダウン。携帯電話だけではなく、有線の電話も、同様に使用不可能になったに違いない。

「今回の目的はなんだ？」

　貴たか久ひさは訊たずねたが、男は答えない。通信を続けながら、忙しく、『ライトニング』の画面をチェックしている。

「蓮はす見み製薬の輸送トラックだよ」

　代わりに女が答えてくれた。

「新開発の薬品を積んでる。それを欲しがってる人がいるんでね」

　女がそう言ううちにも、『蓮見製薬』というロゴを付けた小型のトラックが姿を現した。向こう側の車線を、左から右へと走って行く。

　だが、そのトラックは、『リッジウェイ』の前を通り過ぎる事はできなかった。すぐ前方を走っていた茶色のバンが、いきなり急停止したからである。

　急ブレーキの音が、周囲に響ひびき渡る。トラックは制動が間に合わず、バンの後部バンパーに激突した。

　歩道を行き交っていた人々が、思わず足を止める。『リッジウェイ』の店内にいた客たちも、一いつ斉せいに、窓の外を注視した。

　トラックの運転席の窓から、作業服を着た男が顔を覗のぞかせる。茶色のバンに向かって、しきりになにか喚わめいている。

　そのトラックの真後ろに、青い乗用車が停止している事に、貴久は気付いていた。

　ありふれた国産車だが、『パルメール』での例に従えば、あれもユニコーン配下の車に違いない。前後から目的の車両を挟み込み、身動きを取れなくしたのだ。

　そして、あの時の再現のように、茶色のバンから、黒ジャケットの集団が飛び出して来た。

　黒ジャケットたちは、トラックを取り囲み、運転席から作業服の男を引きずり出す。

　歩道にいる者、『リッジウェイ』の店内にいる者を問わず、みな一様に、息を呑のんでいる様子が分かった。車の流れも、いつの間にか止まっている。

　みな、知っているのだ。あの黒ジャケットの集団が、なにものであるのかを。

「あれって、まさか……ユニコーン!?」

「まじかよ？」

　店内の客たちが立ち上がり、窓に向かって殺到して来た。

「皆さん、落ち着いて下さい。危険ですから、席から立たないで！」

　例のウェイターが、声を張り上げ、客たちを制止した。同時に、さりげなく、貴久たちがいるテーブル席がその喧けん噪そうに巻き込まれないよう、押し寄せる客たちを食い止めてもいる。

　だが、客たちは耳を貸さない。

「ばっか野郎。こんなの見逃せるかよ」

「おい、外に出ようぜ！」

　物見高い連中が、『リッジウェイ』の外に飛び出して行く。

『パルメール』の時も、銃じゆう撃げき戦が始まりさえしなければ、こんな感じになっていたのだろうか。貴たか久ひさは、喜び勇いさんだ野や次じ馬うまたちを、冷ややかな目で眺めていた。

「普通の人間は逃げてくれるとか、言ってなかったか？」

「見ていれば分かる」

　貴久の皮肉な言葉にも、男は動じなかった。

　黒ジャケットたちは、取り押さえた作業服の男から鍵かぎの束を取り上げている。別の一団が、それを使って、トラック後部の扉を開け放つ。何人かが中に飛び乗り、重そうな金属製のタンクを引きずり出す。

　作業を続ける黒ジャケットたちを、野次馬たちは、遠巻きに取り囲んでいた。その中の特に威勢のいい連中が、

「お前ら、そんな事ばっかりしやがって、いいと思ってんのかぁ」

「改造人間出せ、改造人間」

　非難とも冷やかしとも付かぬ言葉を投げ付けている。

　そんな事で動じるようなユニコーンではないだろうが、人垣は車道の方にまで溢あふれ出している。このままでは、撤てつ退たいする時に車が出せなくなるのではないだろうか。貴久は、他ひ人と事ごとながら、それが気になった。

　だが、その時、黒ジャケットたちが動いた。

　例の黒い棒を引き抜くと、野次馬たちに向かって、それを突き出したのである。

「ぎゃんっ！」

　黒い棒の先で突かれた野次馬たちが、短い悲鳴を上げて、その場に崩れ込む。

「スタンロッドだ。電撃で触れた相手を気絶させる。体に傷は付けない」

　男が、静かに解説した。

「な、なにしやがんだ。俺おれたちは関係ねえだろ!?」

　金切り声を張り上げた別の野次馬も、スタンロッドの一撃を浴びて、そのまま昏こん倒とうした。

　黒ジャケットたちは、更に踏み出して、スタンロッドを振り回す。残った野次馬たちは、悲鳴を上げると、我先に逃げ出して行く。まさに、『蜘く蛛もの子を散らす』という慣用表現そのままの光景だった。

「自分が無関係だと思っているからこそ、ああも無責任に観客気分でいられる。だから、少し思い知らせてやればいい。迂う闊かつに踏み込めば自分も当事者になるという事をね。そうすれば、簡単に逃げて行く。それが一般大衆という奴やつだよ」

　男の言葉には、軽い侮ぶ蔑べつが滲にじんでいた。

　仲間が野次馬たちを追い散らしている間にも、別の黒ジャケットたちは、金属製のタンクをトラックからバンの荷台へと移動させている。

　男が、腕時計を、ちらりと見た。

「ここまで、三分二〇秒……。この分なら、無事に撤てつ退たいできそうだな」

「奴やつは来ないのか？」

「さあ、どうかな。来るかもしれないし、来ないかもしれない」

「……意外にいい加減なところもあるんだな」

　貴たか久ひさの言葉に、男は苦笑いを浮かべた。

「仕方がないだろう。我々が奴を招待しているわけではないのでね。君はなにか誤解しているようだが、我々の目的は、奴と戦う事ではない。奴が姿を現さないのなら、その方が我々には都合がいいんだよ」

「一方的にやられっぱなしで、それでいいのか？」

「良くはないが、物事には優先順位がある」

　黒ジャケットたちは、既に二本のタンクの積み替えを終え、三本目に掛かっていた。

「彼らの撤退を確認したら、我々も引き上げる事になる。短い間だったが、君と話せて楽しかったよ、山やま口ぐちくん。君にもいろいろあるだろうが、まぁ、元気にやってくれたまえ」

　男の言葉に、貴久は眉まゆを寄せた。

「俺おれをこのまま見逃すつもりなのか？」

「不満かい？」

「俺が警けい察さつに行ったらどうするつもりだ」

「行ってどうする？　ガーディアンを逮捕して下さいとでも頼みに行くつもりか？」

　からかうように男は言った。

「まあ、心配しなくても、君の存在が我々にとって邪じや魔まになりそうなら、ちゃんと始末しに行ってあげるよ。だが、できれば、我々にそんな事をさせないで欲しいな。亡くなった君の恋人に対しても申し訳ないからね」

　その時、テーブルの上の通信機に、赤い光が灯ともった。

　男が通信機を手に取り、耳に当てる。

「私だ。どうした？」

　通信先の相手の声は、相変わらず貴久には聞こえない。だが、男の表情が、にわかに厳きびしくなった事だけは分かった。

「……了解だ。対応は、こちらでする。お前たちは撤退路の確保を続けろ。いいな」

　男は手早く指示を下すと、通信を切った。

「なにかあったの？」

　女が訊たずねたが、男は直接には、その質問に答えなかった。

　男は、貴久に目を向けると、ただひと言、

「君は運がいい」

　そう言った。
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　藤ふじ岡おか武たけ士しは、空を舞っていた。

　ビルからビルへ、コンクリートの壁へき面めんを蹴けり付けて、跳ちよう躍やくを続けていく。

　既に、戦せん闘とう形態への移行は済ませている。硬質の外がい殻かくが藤岡の全身を包み込み、人間の分を超えた力が、その身に宿っていた。

　雲が厚く垂れこめている。湿度が空気を重くしている。雨が近いのかもしれなかった。

　遥か下方に道路が見える。道路を走る車が見える。

　だが、一ケ所だけ、その車の流れが断たれている場所があった。

　一列になって停止している、三台の車。そして、その周囲に群がる黒ずくめの男たち。

　ユニコーンの戦闘員たちだ。

　……あそこか。
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「聞こえるか、反そり町まち。奴やつが来る。迎え討て！」

　男が、緊きん迫ぱくした声を、通信機に叩たたき付けた。

　これまで固有名詞を出さずに済ませていた男が、初めてその禁を破ったのだ。

　貴たか久ひさに聞きかせても構わないと判断したのか、それとも、その余裕がなくなったのか。

　窓の外で、どよめく声が聞こえた。黒ジャケットたちに追い払われ、それでも遠巻きに現場を囲んでいた野や次じ馬うまたちの声だ。

　蓮はす見み製薬の輸送トラック。その真後ろに停止していた青い乗用車が、ドアを開けていた。

　そして、そこから降りて来たのは、人に似て人と異なった姿形。ユニコーンの改造人間だった。

　艶つややかに光る赤黒い甲殻。それが全身を包んでいる。頭部はやや平たく、その両端にピンポン玉程度の大きさの目が付いていた。硬質で漆黒のその目は、まるで黒真珠のようだった。両手は鋏はさみ状になっており、だらりと垂れ下がった尻尾しつぽの先にも同じような鋏が付いている。

　蠍さそりが二本足で立ち上がったら、ちょうどこんな感じになるかもしれない。

　貴久は、そう思った。

「だが、いいか。奴を倒そうとは思うな。タンクを運び去るまでの時間だけ稼かせげばいい。分かったな！」

『リッジウェイ』の窓の外で、反町と呼ばれた改造人間が、空を仰ぐのが見えた。

　反町の左右の手首には、銀色の腕輪が嵌はめられている。それは、『パルメール』に現れた、黒い改造人間の手首にあったものと同じだった。
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　藤ふじ岡おかは、ビルの屋上から、地上を見下ろしていた。

　そこにはユニコーンのハイブリッドがいる。

　藤岡の記き憶おくにはない型だ。おそらく、佐さ々さ木きが新たにデザインしたものに違いない。

　地上のハイブリッドも、じっと藤岡を見上げている。南な雲ぐもと違って、自分から攻こう撃げきを仕掛けてくるつもりはないらしい。

　だが、いずれにせよ、ユニコーンのハイブリッドは倒さねばならない。

　藤岡は、ビルの屋上から跳ちよう躍やくした。

　重力に身を任せ、ハイブリッド目掛けて、真っすぐに降下して行く。

　ハイブリッドは動かない。藤岡の到来を待つかのようだった。

　だが、そう思った次の瞬しゆん間かん、青い物体が、藤岡に飛び掛かって来た。

　車だ。

　ハイブリッドが、傍らに停車していた青い乗用車を抱え上げると、そのまま藤岡に向けて投げ付けて来たのである。

　さすがに藤岡も驚おどろいたが、そんなものをぶつけられるままにされるほど悠長ではない。体側面の気門群を噴ふん射しやして、素早く脇わきへと身を躱かわす。

　その時だった。

　乗用車の陰から、赤黒い鋏はさみが飛び出してきた。蠍さそりのようなそのハイブリッドは、乗用車を投げ付けると同時に、その陰に隠れるように、自分も跳躍していたのだ。

　しまった！

　そう思った時には、藤岡の首は、ハイブリッドの右手の鋏に、完全に挟み込まれていた。

　ハイブリッドはそのまま、重力と共に、藤岡の背中を、アスファルトの路面に叩たたき付ける。

「ぐはっ！」

　重いダメージが、藤岡の背中から、全身に突き抜けた。

　そして、空中に打ち上げられていた乗用車が、数瞬遅れて、再び地上に落下してきた。
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　凄すさまじい衝しよう撃げきが、床全体を、下から突き上げた。

　テーブルの上に置かれていた物が一いつ斉せいに跳ね上がる。倒れたグラスとカップから、バナナシェイクとコーヒーが溢あふれて、テーブルの上に流れ出す。

「なんて無茶すんのよ、あの子は」

　女が、呆あきれたような声を張り上げた。

　男の方は、窓から外を覗のぞいている。男のその両手は、『ライトニング』と通信機とを、それぞれ持ち上げていた。バナナシェイクとコーヒーの奔流から、咄とつ嗟さに、精密機械を守ったのだろう。

「……この席からでは、よく見えん。君の方からは分かるか？」

　道路の左手の方に、爆ばく発はつ炎上している青い乗用車が見えた。だが、反そり町まちとガーディアンが闘たたかっているのは、その炎の向こうだ。

「駄目。こっからじゃ分からない」

　女が、首を振った。

「そうか……」

　軽く舌打ちした男が、ふと気付いたように、通信機のスイッチを入れた。

「田た村むら。見とれてる場合じゃない。早く作業を済ませろ！」

　男が叱しかり付けるように言ったかと思うと、輸送トラックの周囲にいた黒ジャケットたちが、慌ててタンクの積み込み作業を再開した。

　その間に、女は手早く、テーブルの上を片付けていた。倒れたグラスを起こし、紙ナプキンで、テーブルの上に流れ出した液体を拭ふき取っていく。

「あの子、本当に大丈夫なんだろうね？　やる気なんじゃないの？」

「奴やつは南な雲ぐもとは違う。自分の役割は弁わきまえている筈はずだ」

「反町に南雲……名前があるって事は、やっぱり人間なんだな？」

　炎上する乗用車に目を向けたまま、貴たか久ひさは、二人の会話に割って入った。

　男と女が、素早く目を見交わす。そして男が答えた。

「そうだ」

「マスコミが言うように改造人間なのか？」

「まあ、似たようなものだが、我々はハイブリッドと呼んでいる」

「ハイブリッド……？」

　その単語は、貴久たちが、自分たちの研究分野の総称に使っているものと同じだった。

『hybrid』──即ち、『混成されたもの』。
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　仰あお向むけになった藤ふじ岡おかの上に、ハイブリッドがのしかかっていた。

　右手の鋏はさみは、首まわりを保ほ護ごする外がい殻かくの隙すき間まに潜り込み、藤岡の首を直接絞め上げている。

　藤岡は左手一本で、その鋏を引き剥はがそうとしたが、ハイブリッドはそれを許さない。腕力では、このハイブリッドの方が上だった。

　戦せん闘とう形態にある以上、首を絞められても呼吸を確保する事は可能だった。藤岡には、気門を使った呼吸器官を併用する事ができるからだ。だが、頚けい動どう脈みやくを押さえられれば、脳への血流が阻害される。その点に関しては、通常の人間と変わりはない。

　意識と視界が、徐々に霞かすんでいくのが分かる。それを必死に押し止める。

　その時、藤ふじ岡おかの額ひたいに、ぽつんと一つ、水滴が弾はじけた。雨だ。雨が降り始めようとしている。

　藤岡は不利な力比べを強しいられていた。

　両手さえ使えれば、首から鋏はさみを引き剥はががす事も不可能ではないだろうが、ハイブリッドの左の鋏は藤岡の腹部を抉えぐろうと狙ねらっている。藤岡の右手は、それを抑える事で塞ふさがっていた。

　……ならば。

　藤岡は、路面に体を押し付けられた体勢のまま、身を丸めるようにして両足を折り畳んだ。揃そろえた両足の踵かかとで、ハイブリッドの顎あごを、下から蹴けり上げる。

　だが、ハイブリッドは、それを読んでいた。潔いさぎよいほど、あっさりと藤岡の首から鋏を離すと、軽く体を反らすようにして、藤岡の蹴りを躱かわした。

　そして、ハイブリッドは体ごと後ろを振り返った。いや、身をひねったのだ。重量のある長い尾が鞭むちのようにしなり、伸び上がった藤岡の脇わき腹ばらを、強打した。

「ぐっ！」

　藤岡の体が、くの字に折れる。そしてそのまま、路面の上を滑るようにして車道を横切り、そこにあった婦人服店のウィンドウを突き破って、店内に転がり込んだ。
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「ガーディアンも、そのハイブリッドなのか？」

「ああ」

「じゃあ、あんたらが奴やつを改造したんだな？」

「そうだと言えば言えるし、違うと言えば違う。答えにくい質問だな、それは」

　謎なぞめいた返答を、男はした。

　ごまかしているわけではなさそうだ。よっぽど複雑な事情でもあるのだろうか。

　貴たか久ひさは質問の角度を、やや変えてみる事にした。

「奴は、あんたらの仲間だったのか？」

「そう言えた時も、かつてはあった」

「だが、裏切られた？」

「まあ、そんなところだ」

　すると、女が、鼻を鳴らすようにして笑った。

「あの男は昔から、ああだったよ。裏切ったとしたら、それは、あたしたちの方だろ？」

「いや、それも違うな」

　男は、穏おだやかな口調で、だが、きっぱりと否定する。

「ふぅん？　じゃあ、誰だれのせいで、こんな事になったのさ。説明して頂ちよう戴だいよ」

　皮肉な口調で女が言った。

　どうやら、ユニコーンも完全な一枚岩というわけではないらしい。

　それにしても、この男がユニコーンの作戦指揮官である事は間違いなさそうだが、では、その男に対等の口を利いているこの女は、いったい何者なのだろうか。

　貴たか久ひさは、今更ながらに、それを疑問に思った。

「同じ道を進めると思っていたから共にいた。だが、進むうちに違う道だと気が付いた。だから分かれた。そしてたまたま、その道は併存する事のできない道だった……。ただそれだけの事だ」

「ただそれだけの事……なるほどね。潰つぶし合って殺し合って、残った奴やつだけが前に出る。単純明快で結構だけど、たまにはまわりの迷惑って奴も、考えてみた方がいいんじゃない？」

　明らかに男を揶や揄ゆする口振りだったが、男は機嫌を害した様子もない。ただ静かな苦笑を浮かべているだけだった。

　女が、貴久に目を向けた。

「山やま口ぐちとか言ったっけね。あんただってそうだよ。復ふく讐しゆうなんて馬ば鹿かな事は、さっさと忘れちゃいな。殺すの殺されるの、そんな言葉、簡単に口にするんじゃないよ」

　貴久は、女の目を見み据すえて、はっきりと答えた。

「忘れろと言われて忘れられるくらいなら、俺おれはこんなところには来ちゃいない」

「は。これだ。結局、あんたら男は、みんな、おんなじ。意地張り合って死んでくのさ」

　女は吐き捨てるようにそう言うと、これ以上話しても無駄だとばかりに、窓の外へと目を向けた。

　窓の外では、黒ジャケットたちが、タンクの積み替えを完了するところだった。

「君の言う事も分からないではないが、今はひとまず、それは置いておいてくれ。出番だ」

　男の言葉に、女が振り返った。

　男の左手は、通信機を耳に当てている。

「今、報告が入った。警けい官かん隊が接近中だ。田た村むらたちはこのまま逃げられるが、反そり町まちのために今少し時間が欲しい。食い止めてくれ」

「はいはい、分かったよ……。じゃ、ちょっと前を失礼」

　仕方なさそうに立ち上がると、女は、貴久の座席の前を通り抜けた。ワンピースのスカートに包まれた女の尻しりが、貴久の目の前を横切って行く。

　そして貴久は気付いた。女の両手首に銀色の腕輪が嵌はめられている。それは、南な雲ぐもや反町の手首にあったものと同じだった。

　女は、テーブル席の外に出ると、貴久に向かって片手を上げた。

「それじゃ、バイバイね、山口くん。縁えんがあったら、また会いましょ」

　ひらひらと指を動かしながらそう言うと、女は『リッジウェイ』の裏口へ向かって、颯さつ爽そうと歩き去って行った。




　　　　　九




　藤ふじ岡おかは立ち上がった。

　立ち上がる余裕が、なぜか、あった。

　藤岡の周囲には、砕けたウィンドウガラスが散乱している。マネキンが倒れ、色とりどりの婦人服が、床の上に広がっていた。

　店の奥では、若い女性店員が、抱き合って震ふるえている。外を見れば、次第に強まっていく雨が、路面を濡ぬらし始めていた。

　そして、その雨の向こうに、赤黒いハイブリッドが、こちらを向いて立っていた。

　自分からは、攻めて来ようとしない。勝つ事よりも、負けない事だけを考えている。

　この相手は手て強ごわい……。

　藤岡は改めてそう思う。

　このハイブリッドには、パワーもあり、戦せん闘とうのセンスもある。いきなり車を投げ付け、しかもそれを遮しや蔽へい物として奇き襲しゆうを掛けてきたのが、それだ。

　だが、藤岡をより警けい戒かいさせるのは、むしろ、有利なポジショニングをあっさり手放した、思い切りの良さの方だった。

　自分のすべき事を弁わきまえ、そこから踏み出さない。手にした勝利に酔う事もない。それはつまり、付け入る隙すきがないという事だ。

　だが、こうして睨にらみ合いを続けてばかりいるわけにもいかない。

　警察が出て来る前に引き上げなければならないのは、藤岡も同じだった。

　藤岡は大きく深呼吸した。胸郭が膨ふくれ上がり、体側面の気門群が、体内の汚れた空気を、音を立てて噴ふん出しゆつする。

　左右の拳こぶしを強く握り締しめると、前腕部の外側に、鋭するどい刃やいばが露ろ出しゆつした。

　全力を挙げて、この相手を倒す。

　そして藤岡は、雨の中へと飛び出した。




　　　　　　　＊　　　　＊　　　　＊




　貴たか久ひさは、先程まで女が座っていた窓際の席へと、座る場所を移していた。

　窓の外では、雨が降り始めている。梅つ雨ゆ時どきの雨脚は強く、路面には早くも水たまりが出来ていた。

　茶色のバンは、既に走り去っている。残るは反そり町まちただ一人。貴久の目には、炎上を続ける乗用車と、その明かりを浴びて立つ、反町の後ろ姿が見えていた。

「よくやった、反そり町まち。次はお前の番だ。撤てつ退たいしろ」

　男が、通信機に、そう命じている。

「……無理だ」

　窓の外を見詰めたまま、貴たか久ひさは呟つぶやくように言った。

「なに？」

　男の声が気色ばむ。

「奴やつが来た。今、退ひけば、やられる」

　貴久の位置からは、反町に向かって突進する、ガーディアンの姿が見えていた。




　　　　　　　＊　　　　＊　　　　＊




　藤ふじ岡おかは、一陣の風となって、ハイブリッドに突っ込んで行く。

　ハイブリッドは、やや腰を屈かがめるようにして、身構えている。藤岡の必殺の意志を感じ取ったのか、その構えには緊きん張ちようが覗のぞけていた。

　彼ひ我がの距離を一いつ瞬しゆんでゼロにし、そして藤岡は、左側面の気門群を、一いつ斉せいに噴ふん射しやさせた。

　地上にあるまま、藤岡の体が右に滑る。アスファルトの上に、水しぶきが走る。

　ハイブリッドの目には、藤岡の姿が消え失うせたように見えたに違いない。

　藤岡の右拳こぶしが、ハイブリッドの後頭部に、打ち下ろされた。

　ぐしゃっ！

　確かな手て応ごたえと共に、赤黒い外がい殻かくに亀き裂れつが走る。打だ撃げきの衝しよう撃げきに、ハイブリッドが前のめりに倒れ込む。

　だが、ハイブリッドは踏ん張った。左の鋏はさみで頭部を守るようにしながら、体を反転させる。長く伸びた尾が、唸うなりを上げて、藤岡の足を払う。同時に、後ろ手に振った右手の鋏が、藤岡の頭部を狙ねらう。

　だが、その時には既に、藤岡の体は宙にあった。そしてそこで再度の気門噴射。相手の死角へ滑り込みつつ、渾こん身しんのまわし蹴げりを、ハイブリッドの右側頭部に叩たたき付けた。




　　　　　　　＊　　　　＊　　　　＊




「……あの動きは、奴にしかできん」

　呻うめくように、男が言った。

　ガーディアンが反町を攻撃している。空を舞い、宙を滑り、地を駆ける。それはまるで慣性の法則を無視したかのような動きだった。遠目に見ている貴久からさえ、ガーディアンの動きが捉とらえきれないのだ。それを至近においた反町には、視認する事さえできまい。

　反町は防戦一方だった。体を堅く丸め、受ける打撃のダメージを少しでも軽くしようと、努めている。

　だが、ガーディアンの攻こう撃げきは苛か烈れつであり、また容赦がなかった。反そり町まちのガードをこじ開け、確実に、その体を打ち砕いていく。

「援えん護ごはできないのか？」

　黒ジャケットたちは既に撤てつ退たいしている。だが、例のウェイターのように、付近に待機している人員は、まだほかにもいる筈はずだった。

「銃で狙ねらって、あの動きを捉とらえる事ができるとでも思うのか」

「だが……このままじゃ、あいつはやられるぞ」

「……」

　男は答えない。唇を噛かみ締しめるようにして、反町とガ−ディアンの姿を見詰めている。

　その横顔を見ながら、貴たか久ひさは言った。

「もし、俺おれがあの男を助けたら、俺の頼みを聞いてくれるか？」

　男は貴久を振り返り、度し難いとばかりに吐き捨てた。

「君はまだそんな事を言っているのか。あの男を相手にして、君ごときになにができる」

「じゃあ、試してみよう」

　そう男に言い残し、貴久は立ち上がった。




　　　　　一〇




　ハイブリッドの左右の腕が、弾はじかれたように跳ね上がる。がら空きになったその胸部を、藤ふじ岡おかの前腕部外側に組み込まれた刃やいばが、切り裂く。

　ばしゅっ！

　斜めに走ったその傷から、鮮せん血けつが迸ほとばしった。

「ぶほっ」

　ハイブリッドの異い形ぎようの口が、苦く悶もんと共に吐と血けつする。

　藤岡の右足が腹部を蹴けり付けると、ハイブリッドの体は、血を撒まき散らしながら、後方に吹き飛んだ。雨に濡ぬれた路面の上を弾みながら、蓮はす見み製薬の輸送トラックに激突する。

　既に、ハイブリッドには抵抗する力は残っていなかった。それどころか、立ち上がる事さえできないでいる。

　だが、まだ息はあった。

　……今、楽にしてやる。

　最後の一撃を叩たたき込むため、藤岡は、ハイブリッドとの間を、急速に詰めて行く。

　だが、その時、藤岡の視界の前に、白い影が滑り込んで来た。

　ユニコーンの戦せん闘とう員ではない。一般人か!?

　南な雲ぐもを斃たおした時の記き憶おくが蘇よみがえる。藤ふじ岡おかは、半ば反射的に、自分の体に制動を掛けていた。

　立ち止まり、改めて、そこに現れた人物に目を向ける。

　そして──藤岡は凍り付いた。

　そこに立っていたのは、一人の青年だった。

　瀕ひん死しのハイブリッドを背に庇かばい、真っすぐ藤岡を見み据すえて立っていた。

　焦こげ茶ちや色の丸首シャツの上に、白い上着を羽は織おっている。

　あの時と同じ服装だった。

　あの時の青年が、そこに立っていた。

　……なぜだ……なぜ、この青年がここにいる!?

　藤岡は少なからず混乱していた。

　降りしきる雨が、青年の体を濡ぬらしている。濡れた髪が額ひたいに貼はり付き、水滴が頬ほおを流れて伝い落ちていく。

　そして静かに、青年は口を開いた。

「俺おれを……覚えているか？」




　　　　　　　＊　　　　＊　　　　＊




　雨の中に、ガーディアンが立っている。

　薄うす茶ちや色を基調としたその体表面は、反そり町まちの返り血を浴びて、赤く濡れていた。その身の周囲には白い蒸気が立ちのぼり、体内の熱量の高さを窺うかがわせる。

　……俺の目の前に、奴やつがいる。

　それが、貴たか久ひさには不思議な事にも思え、そして同時に、必然の事のようにも思えた。

　貴久の先の問いに、ガーディアンは答えない。言葉を失っているのか、それとも、この姿形では喋しやべる事ができないのか。貴久には、その判断はできなかった。

　だが、ガーディアンは、貴久の視線を浴びて、じっと動かない。

　貴久を見覚えている事は、確かだった。

　貴久の背後では、反町が苦しげに呻うめいている。

　ガーディアンが、僅わずかに首を巡らし、反町を見たのが分かった。

「そんなにこいつが気になるのか？　だったら、遠えん慮りよなくやれよ。俺に構わず止とどめを刺せばいい。この間と同じようにな」

　ガーディアンが、貴久に視線を戻した。

　雨が、貴久の体を濡らしている。ジャケットが水を吸い、重みを増している。

「ユニコーンの作戦に巻き込まれて、百ゆ合り子こは死んだ……。どうやら、世間では、そういう事になっているらしい。確かにその通りさ。間違いじゃない。だが……正確でもない。そうだろう？」

　ガーディアンは、凝ぎよう然ぜんと、ただ貴たか久ひさの言葉を聞いている。

「貴様は正義のヒーローだそうだ。だが……あの時、あそこでなにがあったのか、少なくとも、俺おれと貴様だけは知っている」

　貴久は、そこで、静かに息を吸い込んだ。

　昂たかぶる心を抑えながら、そっと次の言葉を口にした。

「俺は貴様を許さない。貴様が存在する事を、俺は許さない」

　貴久の目が、鋭するどさを増していく。

「今は無理でも、いつか必ず貴様を殺す。それだけの力を手に入れてみせる」

　降りしきる雨音の向こうに、遠くかすかに、パトカーのサイレンが混じって聞こえてきた。

　ガーディアンが、ふと、身じろぎする。

「俺の名は山やま口ぐち貴久。その名を忘れるな」

　ガーディアンが、一歩、退しりぞいた。

　そして身を翻ひるがえして走り出す。

　高々と跳ちよう躍やくし、雨の中へと、消えた。




　　　　　一一




「いったい君は、なにを考えてるんだ」

　振り返ると、店内に残っていた筈はずの男が、そこに立っていた。貴久と同じように、雨の中にその身を晒さらしている。

「言った通りの事を実行したまでだ」

　貴久の足元で、反そり町まちは苦しげに喘あえいでいる。重傷である事は間違いないが、とにかくまだ、反町は生きていた。

　男は、反町を見下ろし、すぐにまた、貴久にその視線を戻した。

「それで……私に、なにをしろと言うんだ」

　男の質問に、貴久は、単刀直入に答えた。

「俺を、ユニコーンに入れて欲しい」

「……なんだと？」

「俺の望みは、俺のこの手でガーディアンを殺す事だ。だが、あんたに言われるまでもなく、今の俺には、それだけの力はない。だから、まずはそれを手に入れる。そして……ガーディアンを倒す意志と力を持っているのは、あんたらしかいない」

　その場の思い付きで言っているわけではない。貴久は最初からそのつもりだった。

「……本気で言っているのか？」

　男が貴久を見詰めている。

「その質問には、さっきも答えた」

　貴たか久ひさもまた、男を見詰め返す。

　だが、いつまでもそんな睨にらみ合いを続けている暇はなかった。

　雨音に混じって聞こえるパトカーのサイレンは、最も早はや、無視できないほどに、はっきり聞こえ始めている。

「……いずれにせよ、今はこの場から離れる事が先決だ。……車の運転はできるか？」

「ああ」

　貴久は頷うなずいた。

「では、そのトラックを運転してくれ。私と反そり町まちは荷台に乗る」

　蓮はす見み製薬の輸送トラックを示しながら、男は反町のそばに屈かがみ込んだ。

「分かった」

　貴久はトラックの運転席へと向かった。座席に乗り込み、ドアを閉める。エンジンは停止していたが、ハンドルの脇わきを覗のぞき込むと、キーは差し込まれたままだった。

　キーをひねって、エンジンを始動させる。軽い鳴動が貴久の体を震ふるわせる。

　……自分は、闇やみの世界へ身を投じかけている。

　その事を、貴久は肌で感じていた。

　そこへと足を踏み入れれば、もう元の生活に戻る事はできないだろう。あの女が言っていたように、命を落とす事になるのかもしれない。

　そんな道を選んだ貴久を、百ゆ合り子こはどう思っているだろう。悲しみ嘆いているのだろうか。

　しかし、それでも、貴久は、この道を進まなければならなかった。

　……この道を進む以外に、俺おれは俺でいられない。俺は俺を許せない。

　運転席と荷台部分とは壁かべで区切られていたが、そこには小さな窓が設けられていた。その小窓の向こうから、男が顔を覗かせる。

「では、出してくれ」

　貴久の足が、アクセルを踏み込んだ。










　　あとがき




　……はっと気付けば、はや二〇〇一年の五月でございます。

『できれば西暦二〇〇〇年のうちに第一巻を……』

　などと『ダブル・キャスト』のあとがきで書いていた頃ころが、遠い夢のようです。

　それでも四月までに出せれば、

「いや、あれは『西暦二〇〇〇年度のうちに』って書いた筈はずだったんだけど、印刷の時に、『度』の一字が抜けちゃって」

　と、強弁もできたのですが……う〜ん、残念。




　二巻目は、もっと早く書き上げますので、ご容よう赦しや下さいませ。（関係者各位）




　　　　　　※　　　　※　　　　※




　さて、そんなこんなで、『Hyper Hybrid Organization』の第一巻が、ようやく形になりましたが、いかがでしたでしょうか。

　悪の組織、改造人間、そして、正義のヒーロー。

「ちょっと待て、高たか畑はた」という声が間こえてきそうな気もしないではないですが、僕ぼくとしては、これまでと異なったアプローチをしているつもりはありません。

　普通の世界の中に、なにか一つ普通と違うものがある。そこから派生する現象に、普通の人間が立ち向かっていく。

『クリス・クロス』では、それが『ダンジョントライアル』であり、

『タイム・リープ』では、『時間跳躍』であり、

『ダブル・キャスト』では、『人格の憑ひよう依い』でした。

　そして、この『Hyper Hybrid Organization』では、それが『改造人間製造技術』というわけです。




　これまでの三作品を振り返った時、自分なりに思った事があります。

　それは、

「どうやら自分は、格好良い男を書きたいらしい」

　という事でした。




「ならば、一発、その路線を極めてみるか」

　そう思った事が、このシリーズをスター卜させようと思った、直接の動機です。

『漢』と書いて『おとこ』と読み、『強敵』と書いて『とも』と読む。

　このシリーズでは、そんな感じで突っ走ってみたいと思っています。

　男たちの意地と誇りのぶつかり合いを、どうか、ご堪たん能のう下さいませ。

　

　　　　　　※　　　　※　　　　※




　さて、ここでいきなり話は変わりますが……。

　僕ぼくも、時折、読者の皆様からお手紙をいただきます。全部に返事を書くというわけには、なかなかいきませんが、無論、その全すべてに、目を通させていただいております。

　参考にも励みにもなり、とてもありがたく思っています。

　この場を借りて、まずはお礼を申し上げます。




　ところで、それらのお手紙を拝読しておりますと、多くの方が、同じご質問をなさっている事に気付きました。

　文庫版『タイム・リープ』の『あとがきがわりに』に書いた事に関するご質問です。

　つまり、

「若わか松まつ和かず彦ひこと関せき鷹たか志しの間に、いったいなにがあったのか」

　というご質問でした。

　どちらかと言いますと裏設定に関する事になりますので、僕としては、さらっと流した方がスマートかなとも思っていたのですが、あまりにも多くの方から同じご質問を頂いたので、ここで、ちょっとだけ、お答えしておきます。




　まず第一に、『クリス・クロス』の江え崎さき新しん一いちと、『タイム・リープ』の若松和彦および関鷹志、『ダブル・キャスト』の浦うら和わ涼りよう介すけは、全員、同じ高校に所属しています。

（もっとも『クリス・クロス』の時点では、江崎新一は三〇代ですから、それだけの時間が過ぎているわけですが）

　年齢的な事を言えば、江崎以外の三人は同学年。江崎は一学年下です。

（なお、浦和涼介と若松和彦は一年生の時は同級生でしたが、二年に上がる際のクラス替えで、『タイム・リープ』の時は別々のクラスとなっています。）




　こういう裏設定をしたのは、一つには『クリス・クロス』と『タイム・リープ』を執筆したのがほぼ同時期だったという事情もありますが、いつの日かオールスターキャストの物語を書いてみたいという野望が僕にあるからです。




　さて、そこで、若わか松まつ和かず彦ひこと関せき鷹たか志しに関してなのですが……。

　実は、関鷹志が主人公の物語が、別にあるのです。

　その中で、関鷹志は、非常に苛か酷こくな戦いを強しいられる事になります。しかし、彼が置かれた状況があまりにも特殊なものだったため、若松和彦も江え崎さき新しん一いちも、その時点では彼のそばにはいませんでした。

　そして、関鷹志は、身も心もずたずたにされながら、最後の決着を付けるために、ある賭かけに出ます。その時初めて、彼は、若松と江崎に協力を頼むわけです。

　──だが、それはあまりに無謀な賭けだった。たとえ成功したとしても、関は無事には済まないだろう。その事が、若松には予測できた。しかし、ほかに方法はない。そして関は、それを強く望んでいる。

　関の命を救う事と、関の望みを叶える事。

　若松和彦は悩んだ末に、一方を選択した。




　……というわけで、あの台詞せりふが出てくるわけです。




　福井県の新井美耶さん、山梨県の渡辺由香里さん、大阪府の竹鼻祥恵さんを始め、同種のご質問を下さった読者の皆様、お分かりいただけたでしょうか？




　それでは、次のお手紙。大分県の後藤実紀さんからのご質問です。

（……なんかこの口調、ラジオ番組のパーソナリティみたいだな……）




質問:「若松和彦と浦うら和わ涼りよう介すけが同じ高校なら、どうして制服が違うんですか？」

回答:「すいません。こちらのミスです。学ランが正解です」




　それから、これはご質問ではないのですが……。

　東京都の小島弓佳さん。力作のイラストの数々、どうもありがとうございました。

「『あの時』って、なんだぁ〜！」

「俺おれはなにをしたんだ〜！」

　には、思わず笑ってしまいました。




　それでは、今回は、こんなところで。

　番組（？）では、引き続き、皆様からのお手紙をお待ちしております。




　それでは、次回予告です。













○予　告







「手前ぇらは、ただの壁かべだ。突っ立って、代わりに撃うたれてりゃ、それでいいんだよ」




「……この大嘘うそつき」

「ま、いいじゃねえか。あのまま袋ふくろ叩だたきにされるよりゃましだろ？」




「おい、冗談じゃねえぞ！」

「……やれと言われたら、やるしかないさ」




「もし……私がそれを報告していなかったら、どうされるおつもりだったんですか？」

「ドラム缶かんが一つと、コンクリートが少しばかり、必要になっただろうな」




「あれがユニコーンの七人衆さ」

「だが……だとすると、一人、足りない」




「君を見ると、俺は彼女を想い出す。だからもう……俺の前には現れないでくれ」







『Hyper Hybrid Organization』　第二巻『戦闘員訓練所（仮題）』




　乞こう、ご期待！


高畑京一郎
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高たか畑はた京きょう一いち郎ろう

第１回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞作『クリス・クロス 混沌の魔王』で作家デビュー。緻密に構成されたストーリーを明瞭な文章で紡ぐ作家として多くの読者から支持を得ている。
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イラスト／相あい川かわ 有ゆう

多摩美術大学グラフィックデザイン科を卒業後、ゲーム会社に就職するも、一年で漫画家に転職。『聖痕のジョカ』（原作大塚英志）でデビュー、現在は『ＤＡＲＫ ＥＤＧＥ』（電撃コミックガオ！）＆隔月で『極楽丸』（コミックバーズ）を連載中。








電撃文庫

Hyperハイパー Hybridハイブリッド Organizationオーガニゼイション 01-01 運うん命めいの日ひ






高たか畑はた京きょう一いち郎ろう
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